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ドキュメントのアクセシビリティにつ

いて

Oracle のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Access to Oracle Support
Oracle サポート・サービスでは、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供していま

す。詳細情報は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info か、聴覚に障害のあるお客

様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs を参照してください。
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1
Essbaseエラー・メッセージに

ついての理解

このドキュメンテーションでは、一般的な Oracle Essbase のエラー・メッセージと

情報メッセージについて、エラーの考えられる原因および考えられる解決策とと

もに説明します。このリファレンスは、発生する可能性のあるすべてのエラー・

メッセージについて説明しているわけではありません。

Oracle Essbase データベース管理者ガイドおよび Oracle Essbase テクニカル・リファ

レンスも参照してください。

表 1 は、最初の列に使用されているそれぞれのエラー番号の範囲のエラー・メッ

セージのカテゴリを示しています。エラー・メッセージを受信したときは、この

表を使用して、そのエラーが関係している Essbase コンポーネントを識別してくだ

さい。

表 1 エラー・メッセージのカテゴリ

エラー・メッセージ番号の範囲 エラーを生成したコンポーネント

1001000-1001999 レポート・ライター

1002000-1002999 サーバー一般

1003000-1003999 データ・ロード

1004000-1004999 サーバー一般

1005000-1005999 バックアップ、エクスポート、検証

1006000-1006999 データ・キャッシュ

1007000-1007999 アウトライン再構築

1008000-1008999 システム・コール、ポータブル層、ASD、エージェント

1009000-1009999 ASCII データの復元

1010000-1010999 内部(ブロックの番号付け)

1011000-1011999 内部(ユーティリティ)

1012000-1012999 計算機

1013000-1013999 リクエスタ

1014000-1014999 ロック・マネージャ

1015000-1015999 別名テーブル

1016000-1016999 レポート・ライター
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エラー・メッセージ番号の範囲 エラーを生成したコンポーネント

1017000-1017999 通貨

1018000-1018999 現在は使用されていません

1019000-1019999 データベース・アーティファクト

1020000-102999 スプレッドシート・エクストラクタ

1021000-1021999 SQL インタフェース

1022000-1022999 セキュリティ

1023000-1023999 パーティション化

1024000-1024999 クエリー・エクストラクタ

1030000-1030999 API

1040000-1040999 ネットワーク一般

1041000-1041999 ネットワーク- 名前付きパイプ

1042000-1042999 ネットワーク- TCP

1043000-1049999 現在は使用されていません

1050000-1055999 エージェント

1056000-1059999 現在は使用されていません

1060000-1060999 アウトライン API

106100-1069999 現在は使用されていません

1070000-1070999 インデックス・マネージャ

1071000-1079999 現在は使用されていません

1080000-1080099 トランザクション・マネージャ

1081000-1089999 現在は使用されていません

1090000-1099999 ルール・ファイルの処理

1010000-1019999 現在は使用されていません

1100000-1100999 現在は使用されていません

1110000-1119999 Oracle Hyperion Web Analysis

1120000-1129999 グリッド API

1130000-1139999 その他

1140000-1149999 リンク・レポート・オブジェクト(LRO)

1150000-1159999 アウトライン同期
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エラー・メッセージ番号の範囲 エラーを生成したコンポーネント

1160000-1169999 アウトライン変更記録

1170000-1179999 属性

1180000-1189999 ショーケース

1190000-1199999 Oracle Essbase Integration Services

1200000-1200999 計算機フレームワーク
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2
1002122 - 1270527: 集約スト

レージ・メッセージ

表 2 に、集約ストレージに関する一般的なサーバー・エラー・メッセージと情報

メッセージを示します。

表 2 集約ストレージ・メッセージ 1002122 - 1270517

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1002112 アウトライン[%s]を変換

できません。確認に失
敗しました

OTL ファイルが破損しています。 正常なバックアップから OTL
ファイルをコピーして貼り付け、
破損した OTL ファイルを上書き

します。アプリケーションと
データベースを起動して、アウ
トラインを確認します。

1002122 集約ストレージ・アプ
リケーションでは、
essbase.cfg のディスク・

ボリューム設定は無視
されます

このデータベースに適用される
DISKVOLUMES 設定は、essbase.cfg

で指定されています。Essbase では、

集約ストレージ・データベースのス
トレージを割り当てるときにディス
ク・ボリューム設定を使用しないの
で、この設定は無視されます。

Essbase では、テーブルスペースを使

用して、集約ストレージのデータ・
ファイルと作業ファイルのデータ・
ストレージと取得を 適化します。
テーブルスペースは、集約ビューや
集約などのデータ・オブジェクトを
ファイルにマッピングする場所の定
義です。

管理サービス・コンソールで、
または MaxL を使用して、テーブ

ルスペース・プロパティを定義
することで、ストレージを割り
当てます。

1003055 集約ストレージ・アプ
リケーションでは、導
出セルに対する更新は
無視されます。[%s]個の

セルがスキップされま
した

データ・ソースに、上位集約セルま
たは式のあるメンバーのデータ値が
あります。集約ストレージ・データ
ベースでは、上位セルまたは値がア
ウトラインの式によって決まるセル
にデータをロードできません。

アウトライン上の式によって値
が異なることのない、レベル 0
のセルにのみ、データをロード
します。

1023057 データベース[%]にはア

クティブなユーザーが
他にも存在しますが、
パーティション定義
ファイルを置換できま
せん。詳細はアプリ
ケーション・ログを確
認してください

ステータス[1023057]の
ためトランザクション
[%]が中止されました

パーティション定義の作成または置
換は、管理アカウント・ユーザーに
よるデータベースへの排他的アクセ
スを必要とする管理タスクです。

他のユーザーをログオフします。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1013101 再構築できません。
データベース[%s]でアク

ティブになっている
ユーザーが他にいます

データベースで他のユーザーがアク
ティブな場合は、そのデータベース
を再構築できません。

他のユーザーをログオフします。

1013294、
1241164

集約選択では、停止サ
イズが 1.0 を超えてい

る必要があります

Essbase で、集約ビューを選択できま

せん。MaxL を使用して指定した、ス

トレージを停止する値が 1.0 より小

さいからです。

1.0 以上のストレージを停止する

値を指定します。

停止値はデータベース・サイズ
で、集約されていないレベル 0
のデータのサイズの倍数で表し
ます。たとえば、停止値が 1.5
の場合、集約によってデータ
ベース・サイズを 50%まで増加

できます。1.0 未満の値を指定す

ると、集約データベースのサイ
ズが元の集約されていないレベ
ル 0 のデータのサイズよりも小

さくなることになるため、この
値は適切ではありません。

1060145、
1150091

ラベル・メンバーが式
を持つことはできませ
ん

ラベルのみのメンバーに式が関連付
けられています。ラベルのみのメン
バーに関連付けられるデータはない
ので、式を持つ意味がありません。

式を削除します。

ラベルのみのメンバーを、動的
階層の非ラベルのみのメンバー
に変換します(保管階層には、式

を含めることはできません)。

1060147 集約ストレージ・アウ
トラインには、会計次
元および動的階層に、
非保管済メンバーまた
は内部/外部の式を持つ

非レベル 0 メンバーが

必要です

会計次元または動的階層の非レベル
0 メンバーに次の特性があります:

l 「ラベルのみ」タグがない。

l ロールアップする子がない。

l メンバー式がない。

会計次元および動的階層のすべ
ての非レベル 0 メンバーが「ラ

ベルのみ」とタグ付けされてい
るか、ロールアップする子があ
るか、メンバー式があることを
確認します。

1060149 ラベルのみのメンバー
はすべての 上位レベ
ルにスパンしている必
要があります。

保管階層では、次のどちらかです:

l ラベルのみのメンバーの親は、
「ラベルのみ」としてタグ付けさ
れません。

l ラベルのみのメンバーと同じレベ
ルのメンバーは、「ラベルのみ」
としてタグ付けされません。

ラベルのみのメンバーの親もま
た、ラベルのみであることを確
認します。

ラベルのみのメンバーと同じレ
ベルのメンバーもまた、ラベル
のみであることを確認します。

1060172 集約ストレージ・アウ
トラインでは、1 つの

保管階層に共有メン
バーは 1 回のみ許可さ

れています(プロトタイ

プを含む)。

複数階層が有効である次元にある保
管階層には、次のどちらかが含まれ
ます:

l メンバーの非共有インスタンスお
よびそのメンバーの共有インスタ
ンス

l 同じ保管済メンバーの 2 つの共有

インスタンス

複数階層での次元にある保管階
層に、同じメンバーの共有イン
スタンス 2 つ、または同じメン

バーの非共有インスタンス 1 つ

と共有インスタンス 1 つが含ま

れないようにします。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1060175 複数の階層がある次元
の 上位のメンバーは、
ラベルとしてタグ付け
する必要があります。

「ラベルのみ」タグが、複数の階層
がある次元の 上位メンバーから削
除されています。 上位のメンバー
を複合階層使用可能としてタグ付け
すると、そのメンバーは自動的に
「ラベルのみ」としてタグ付けされ
ますが、そのタグは削除できませ
ん。「ラベルのみ」タグが削除され
ている場合、アウトラインによる確
認が失敗します。

上位レベル・メンバーを「ラ
ベルのみ」としてタグ付けしま
す。

1060180 プライマリ階層には、
保管のタグを付ける必
要があります。

複合階層が使用可能で、次元の 初
の階層を表すメンバー(階層の 上位

メンバー)が保管階層としてタグ付け

されていません。Essbase では、この

階層を保管階層にする必要がありま
す。

次元の 初の階層である 上位
メンバーを保管階層としてタグ
付けします。

1150085 OUTLINE SYNC VERIFY: メン

バー%s に不正なラベ

ル・タグがあります。
ラベルのみのメンバー
は、すべての上位レベ
ルにスパンする必要が
あります。

保管階層では、次のどちらかです:

l ラベルのみのメンバーの親は、
「ラベルのみ」としてタグ付けさ
れません。

l ラベルのみのメンバーと同じレベ
ルのメンバーは、「ラベルのみ」
としてタグ付けされません。

ラベルのみのメンバーの親もま
た、ラベルのみであることを確
認します。

ラベルのみのメンバーと同じレ
ベルのメンバーもまた、ラベル
のみであることを確認します。

1150086 OUTLINE SYNC VERIFY: メン

バー%s に誤った集約演

算子があります。集約
ストレージ・アウトラ
インでは、ラベルのみ
のメンバーおよびその
子を除き、保管階層の
すべてのメンバーに加
算(+)集約を指定する必

要があります

リリース 7.1 のアウトラインで会計

次元以外のメンバーに加算(+)集計演

算子がなく、次のタグが付けられて
いません:

l ラベルのみのメンバー

l ラベルのみのメンバーの子

加算(+)集計演算子をメンバーに

適用します。

注： リリース 7.1 で作成された

集約ストレージ・アウトライン
の編集時には、Essbase の以降の

リリースを使用している場合で
も、リリース 7.1 集約ストレー

ジ・アウトラインでの制限が適
用されます。

1150090 OUTLINE SYNC VERIFY: 集約

ストレージ・アウトラ
インでは、会計次元の
非レベル 0 のメンバー

%s が、非保管済メン

バーであるか、内部式
または外部式を持って
いる必要があります

会計次元または動的階層の非レベル
0 メンバーは、「ラベルのみ」とし

てタグ付けされておらず、メンバー
式がなく、集約値ではありません。

会計次元と動的階層のすべての
非レベル 0 メンバーが「ラベル

のみ」とタグ付けされているか、
ロールアップする子が 1 つ以上

あるか、メンバー式があること
を確認します。

1150091

1060145、
1150091
を参照

   

1241164

1013294、
1241164
を参照
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270001 メモリー割当てに失敗
しました

メモリー不足のため、Essbase で要求

された操作を完了できません。

Essbase サーバーのメモリー要件

を確認してください。

メモリーをより多く操作するよ
うに、オペレーティング・シス
テムを構成します。

必要な場合は、物理メモリーを
増やしてください。

1270004 操作を完了できません。
集約ストレージの
キャッシュ・サイズが
不足しています

集約ストレージのキャッシュ・サイ
ズが不足しているので、Essbase で要

求された操作を実行できません。

これらのガイドラインを使用し
て、正しい集約ストレージの
キャッシュ・サイズを見積もり
ます。

1270005 致命的なエラー: 集約ス

トレージ・ファイルの
場所[%s]で無効なページ

が検出されました

データベースが破損している可能性
があります。

Oracle Essbase Administration
Services または MaxL を使用して

アプリケーションを削除し、
バックアップ・ファイルからそ
のアプリケーションを再構築し
ます。アプリケーションをファ
イル・システムから削除しない
でください。

アプリケーションを削除できな
い場合は、テーブルスペースの
ディレクトリおよびファイルの
場所をすべて削除してから、
データを再ロードします。

テーブルスペースのディレクト
リ:

                     ARBORPATH

                     /app/default

                     ARBORPATH

                     /app/log

                     ARBORPATH

                     /app/metadata

                     ARBORPATH

                     /app/temp

                  

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

14 1002122 - 1270527: 集約ストレージ・メッセージ



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270006 テーブルスペース[%s]を
拡張できませんでした。
詳しくは、アプリケー
ション・ログを参照し
てください

Essbase でファイルを拡張できず、

テーブルスペースのファイルの場所
にファイルを作成できません。この
問題の考えられる原因は次のとおり
です:

l ディスク・スペースの不足

l ユーザー指定の制限に到達

Essbase では、テーブルスペースを使

用して、データ・ファイルと作業
ファイルのデータ・ストレージの
適化と取得の 適化を行います。
テーブルスペースでは、集約ビュー
や集約などのデータ・オブジェクト
をファイルにマッピングする 1 つ以

上の場所定義を定義します。テーブ
ルスペースでは、各場所で使用可能
な 大ファイル・サイズを指定でき
ます。

必要に応じて、Essbase では、固定サ

イズずつディスク・スペースを割り
当てます。Essbase でテーブルスペー

スを拡張できなかった場合、テーブ
ルスペースを拡張できなかった理由
を示すメッセージがアプリケーショ
ン・ログに出力されます。失敗する
たびに、Essbase はテーブルスペース

の拡張を再試行します。このエ
ラー・メッセージは、失敗を繰り返
した後に表示されます。

このエラーに到達する警告メッ
セージについてのアプリケー
ション・ログを検索します。

追加のファイルの場所を指定し
て、アプリケーションの環境を
整えます。

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

1270009 テーブルスペースの削
除に失敗しました。こ
の特殊なテーブルス
ペースでは操作を実行
できません

削除できないテーブルスペースの削
除が指定されています。

Essbase によって、変更できない 2 つ

のテーブルスペース(ログとメタデー

タ)が設定されます。このシステム定

義のテーブルスペースは削除できま
せん。また、デフォルト・テーブル
スペースまたは一時テーブルスペー
スにデータが含まれている場合は、
そのテーブルスペース内のファイル
の場所も削除できません。

これがメタデータまたはログの
テーブルスペースであるかどう
かを調べます。Essbase では、メ

タデータとログのテーブルス
ペースを削除できません。

テーブルスペースにデータが含
まれているかどうかを調べます。
Essbase では、データを含んでい

るテーブルスペースを削除でき
ません。

1270011 ファイルの場所[%s]の作

成に失敗しました。こ
のファイルの場所は、
このテーブルスペース
ですでに指定されてい
ます

リストされたファイルの場所は使用
されているので、Essbase でそのファ

イルの場所を作成できません。

別のファイルの場所を指定しま
す。

1270018 ファイルの場所の作成
に失敗しました。パス
が長すぎます

テーブルスペースのファイルの場所
に指定したパスが長すぎます。

ファイルの場所には、460 バイ

ト以下のパスを指定します。

15



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270022 ファイルの拡張に失敗
しました。ユーザー制
限に達しました

テーブルスペース内のその場所に指
定された 大ファイル・サイズに到
達したので、Essbase では、リストさ

れたファイルのサイズをさらに増や
すことができません。

Essbase では、テーブルスペースを使

用して、データ・ファイルと作業
ファイルのデータ・ストレージの
適化と取得の 適化を行います。
テーブルスペースでは、集約ビュー
や集約などのデータ・オブジェクト
をファイルにマッピングする 1 つ以

上の場所定義を定義します。テーブ
ルスペースでは、各場所で使用可能
な 大ファイル・サイズを指定でき
ます。

そのテーブルスペースの場所に
対する 大ファイル・サイズを
増やします。

1270024 [%s](行[%s])で重大なエ

ラーが発生しました。
サーバーを終了します

集約ストレージ・アプリケーション
が、異常シャットダウンされようと
しています。

アプリケーション・ログにある
これより前のメッセージは、異
常シャットダウンの原因を示し
ている場合があります。

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

1270030 処理を続行できません。
キューブに集約があり
ません

データベースに集約ビューがないた
め、Essbase で集約ビューを消去でき

ません。

次のタスクに進みます。データ
ベースに存在しない集約ビュー
なので、そのビューを消去する
必要はありません。

1270032 指定したビュー・リス
トが無効であるか、別
のアウトラインを使用
してビューが選択され
ています

Essbase でビュー・リストを使用でき

ません。ビューが 後に選択された
後に、アウトラインで大幅な変更が
行われた可能性があります。
ビュー・リストを無効にするアウト
ラインの変更には、次元数の変更、
次元のレベル数の変更などがありま
す。

アウトラインの変更後に、使用
されないビューを削除してくだ
さい(これは自動的には実行され

ません)。

アウトラインに大きな変更を
行った後で、集約ビューの選択
を繰り返します。

1270035 テーブルスペースを変
更できません。この
テーブルスペースは特
殊なテーブルスペース
です

リストされたログまたはメタデータ
のテーブルスペースの場所の追加、
削除、変更またはそのサイズの変更
を行おうとしました。ログまたはメ
タデータのテーブルスペースの変更
は許可されていません。

テーブルスペースの使用のルー
ルを確認します。

1270036 ファイルの場所を追加
できません。ファイル
の場所のディレクトリ
[%s]はすでに存在してい

ます。このディレクト
リを他のアプリケー
ションで使用していな
い場合は、ディレクト
リを削除してから再試
行してください。

指定されたファイルの場所にディレ
クトリがすでに存在します。

別のファイルの場所を選択しま
す。

ディレクトリが別のアプリケー
ションで使用されていないこと
が確認できている場合は、この
ディレクトリを削除して、ファ
イルの場所をもう一度作成しま
す。

16 1002122 - 1270527: 集約ストレージ・メッセージ



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270039 ファイルの場所の削除
に失敗しました。ファ
イルの場所にはすでに
割当て済のブロックが
あります

データベースにデータが含まれてい
る場合は、Essbase でテーブルスペー

スのファイルの場所を削除できませ
ん。

データベースからデータを消去
して、ファイルの場所を削除し
ます。

1270040 データ・ロード・バッ
ファ[%s]は存在しません

データ・ロード・バッファは作成さ
れていません。MaxL を使用してデー

タを集約ストレージ・データベース
にロードするときには、バッファ ID
を指定する必要があります。

データ・ロード・バッファが破棄さ
れています。データのロード中に
ディスク・スペースが不足した場合
など、データ・ロード・バッファが
自動的に破棄されることがありま
す。バッファは、MaxL の alter
database を使用して削除することも

できます。

MaxL を使用してデータをロード

する場合は、バッファ ID を指定

していることを確認します。

データ・ロード・バッファが破
棄される原因となる問題が発生
した場合は、問題を解決してか
らデータのロードを再試行しま
す。

1270041 ソート操作中にメモ
リーが不足しました。
集約ストレージの
キャッシュ・サイズを
増やしてください。

集約ストレージのキャッシュ・サイ
ズが小さすぎます。

集約ストレージのキャッシュ・
サイズを増やします。

1270044 キューブに[%s]個を超え

る集約を指定すること
ができません

上限に到達しているので、Essbase で

追加の集約ビューを作成できませ
ん。

少ない方の集約ビューを選択し
ます。

1270047 データ・ロード・バッ
ファ[%s]は現在使用中で

す

データ・ロード・バッファがアク
ティブなため、Essbase で MaxL コマ

ンド(alter database destroy load_buffer)を
実行できません。データ・ロード・
バッファは、そのバッファにデータ
がロードされるとき、およびその
バッファからデータをロードすると
きにアクティブになります。

データのロードが終了するまで
待ってから、コマンドをもう一
度発行します。

1270049 データ・セットが小さ
すぎるためこの操作を
実行できません

集約ビューに含まれているセルが 1,
000 未満です。

集約ビュー内のセルの数を増や
してください。

1270052 ビューを集約できませ
んでした。詳細は、ア
プリケーション・ログ
を参照してください

Essbase で集約ビューを集約できませ

んでした。

アプリケーション・ログ内の追
加エラーまたは警告メッセージ
によって、問題の原因が示され
ています。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270054 ファイルからバイトを
読み取れませんでした:
ファイルの終わりが検
出されました

データベースが破損している可能性
があります。

Administration Services または MaxL
を使用してアプリケーションを
削除し、バックアップ・ファイ
ルからそのアプリケーションを
再構築します。アプリケーショ
ンをファイル・システムから削
除しないでください。

アプリケーションを削除できな
い場合は、テーブルスペースの
ディレクトリおよびファイルの
場所をすべて削除してから、
データを再ロードします。

テーブルスペースのディレクト
リ:

                     ARBORPATH

                     /app/default

                     ARBORPATH

                     /app/log

                     ARBORPATH

                     /app/metadata

                     ARBORPATH

                     /app/temp

                  

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

1270057 要求されたファイル・
サイズの制限は 大値
を超えています。ファ
イル・サイズの制限は
大値に設定されます

指定されたテーブルスペースのファ
イル・サイズが 大値を超えている
ので、Essbase ではそのサイズを受け

入れることができません。Essbase で

はファイル・サイズの制限は 大値
に設定されます。

大値以下のファイル・サイズ
の制限を指定します。

1270058 テーブルスペースに
ファイルの場所が存在
しません。

すべてのテーブルスペースのファイ
ルの場所が削除されているので、
Essbase からテーブルスペースに書き

込めません。

テーブルスペースにファイルの
場所を追加します。テーブルス
ペースからすべてのファイルの
場所を削除できますが、データ
をテーブルスペースに書き込む
には 1 つ以上のファイルの場所

が必要です。

1270059 指定の 大ディスク・
サイズは 8 MB 境界に一

致していません。 も
近い 8 MB に切り上げら

れます

テーブルスペースのファイルの場所
の 大ディスク・サイズが 8 の倍数

でない数に設定されています。
Essbase では、8 MB セグメントずつ

ディスク・スペースを割り当てるの
で、8、16、24、32 などの 8 の倍数

が設定として受け入れられます。

操作は必要ありません。Essbase
によって自動的に も近い 8 MB
に切り上げられます。

18 1002122 - 1270527: 集約ストレージ・メッセージ



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270060 指定の 大ファイル・
サイズは 8 MB 境界に一

致していません。 も
近い 8 MB に切り上げら

れます

テーブルスペースのファイルの場所
の 大ファイル・サイズが 8 の倍数

でない数に設定されています。
Essbase では、8 MB セグメントずつ

ファイルを増やすので、8、16、24、
32 などの 8 の倍数が設定として受け

入れられます。

操作は必要ありません。Essbase
によって自動的に も近い 8 MB
に切り上げられます。

1270063 すべての集約ストレー
ジ・ファイルの再作成
を試行します

データ・ファイル(.datファイル)が
見つかりませんが、Essbase で集約ス

トレージ・アプリケーションを開始
しようとしています。データを含ん
でいないダミー・データ・ファイル
を作成して、アプリケーションを開
始できるようにしようとしていま
す。データ・ファイルが破損してい
るか、誤って削除されたことが原因
です。

バックアップ・コピーから元の
データ・ファイルを復元します。

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

1270069 事前選択ビュー・リス
トは入力ビューで開始
する必要があります。
その後に、クエリー・
ベースのビュー選択用
のすべての既存の集約
ビューが続きます

指定されたビュー・リストが次のい
ずれかの要件を満たしていないの
で、Essbase で execute aggregate
selection MaxL コマンドを実行できま

せん:

l クエリー・データに基づいて
ビューを選択しています。使用し
ている集約スクリプト(.csc)ファ

イルに現在の集約にあるビューの
一部が含まれていません。

l MaxL では、クエリー・データに

基づいてビューを選択しており、
using 句にあるビューの一部をリ

ストしていません。

集約を置換します。

using views 句で、集約にあるすべ

てのビューをリストしているこ
とを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270070 ページ・ヘッダーのシ
リアル番号[%s]がフッ

ターの[%s]と一致しませ

ん

データベースが破損している可能性
があります。

Administration Services または MaxL
を使用してアプリケーションを
削除し、バックアップ・ファイ
ルからそのアプリケーションを
再構築します。アプリケーショ
ンをファイル・システムから削
除しないでください。

アプリケーションを削除できな
い場合は、テーブルスペースの
ディレクトリおよびファイルの
場所をすべて削除してから、
データを再ロードします。

テーブルスペースのディレクト
リ:

                     ARBORPATH

                     /app/default

                     ARBORPATH

                     /app/log

                     ARBORPATH

                     /app/metadata

                     ARBORPATH

                     /app/temp

                  

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

20 1002122 - 1270527: 集約ストレージ・メッセージ



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270071 ページ・ヘッダーの
ページ ID [%s]がページ

の場所と一致しません

データベースが破損している可能性
があります。

Administration Services または MaxL
を使用してアプリケーションを
削除し、バックアップ・ファイ
ルからそのアプリケーションを
再構築します。アプリケーショ
ンをファイル・システムから削
除しないでください。

アプリケーションを削除できな
い場合は、テーブルスペースの
ディレクトリおよびファイルの
場所をすべて削除してから、
データを再ロードします。

テーブルスペースのディレクト
リ:

                     ARBORPATH

                     /app/default

                     ARBORPATH

                     /app/log

                     ARBORPATH

                     /app/metadata

                     ARBORPATH

                     /app/temp

                  

Oracle サポートに連絡してくだ

さい。

1270082 エラー番号[%s]のシステ

ム・エラーが発生しま
した: [%s]。

注： 2 番目の[%s]は、

オペレーティング・シ
ステムでレポートされ
たエラーの説明で置換
されます。

オペレーティング・システムで問題
が発生しました。これはオペレー
ティング・システムのエラーです。

オペレーティング・システムの
ドキュメンテーションを参照し
てください。

1270506 アウトラインについて
多すぎる警告が生成さ
れました。以降の警告
は無視されます

Essbase で表示できるよりも多い数の

警告がアウトラインによって生成さ
れました。Essbase ではこれ以降の警

告は表示されません。

このメッセージを無視してアウ
トラインを使用し続けます。
Essbase によって、警告を生成す

るアウトラインの使用が制限さ
れることはありません。

アウトラインを編集して、警告
を生成する条件を削除します。

1270517 階層[%s]が複雑すぎま

す。 大幅のメンバー
番号が 64 ビットを超え

ています。詳しくは、
アプリケーション・ロ
グを参照してください

指定された階層のレベル数が多すぎ
ます。

階層にあるレベルの数を減らし
ます。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1270526 代替階層[共有]は未保管

レベルにあるプライマ
リ階層に付属していま
す

共有メンバーのプロトタイプをラベ
ルのみのメンバーにすることはでき
ません。

 

1270527 属性次元[%s]には、代替

階層との無効な関連付
けがあります。代替階
層では、属性はレベ
ル・ゼロでのみメン
バーと関連付けること
ができます。

プライマリでないかぎり、属性次元
は上位の保管階層にタグ付けできま
せん。

 

22 1002122 - 1270527: 集約ストレージ・メッセージ



3
1003000 - 1003048: データ・

ロード・メッセージ

表 3 にデータ・ロードのエラー・メッセージと情報メッセージを示します。
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表 3 データ・ロード・メッセージ 1003000 - 1003048

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003000

関連ト
ピック

1003034

データ・ロード時に不
明な項目 itemName が見

つかりました。number
レコードが完了しまし
た

Essbase によって認識

されなかったデータ・
ソースにフィールドが
検出されました。

データのロード・ログを調べて、問題の特定に
役立つ他のメッセージがないか確認します。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。レコードがロードされていない場合、 初
のレコードが無効であるか、データ・ソース全
体が無効です。

l データ・ソースが破損していませんか?

l データ・ソースが正しい場所にありますか?

l データ・ソースのフォーマットは正しいで
すか?

データ・ロードの失敗の原因となったレコード
が有効であることを確認します。

l 各次元のメンバーがデータ・ソースまたは
ルール・ファイルで指定されていますか?

l レコード内の各メンバー名は有効ですか?

l レコードに複数の数値データ・フィールド
がありますか?

l データのロードの失敗の原因となったレコー
ドを削除して、データのロードを再度実行
しようとしたかを確認します。

ルール・ファイルを使用している場合は、ルー
ル・ファイルが有効であることを確認します。

l ルール・ファイルが正しい場所にあります
か?

l ルール・ファイルが正しく設定されていま
すか?

l ルール・ファイルを検証できますか?

ESSCMD を使用している場合は、構文が有効で

あることを確認します。

l ESSCMD スクリプトのエラー・ログを確認し

て、不明なアイテムが存在する場所を判別
します。

l パラメータが正しく、引用符で囲まれてい
ますか?例:

                           IMPORT 2 "ACTUALS" 4 

"Y" 2 "ACTUALS" "Y"; 

                        

l ロードしているファイルが正しい場所に存
在しますか?

l Administration Services を使用してデータの

ロードを実行できますか?
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003001

関連ト
ピック

1003015

データ・レコードの同
一次元に重複メンバー
があります。number レ
コードが完了しました

Essbase で、1 つのレ

コードに 1 つの次元の

複数のメンバーが存在
することが検出されま
した。Essbase では、

このレコードをロード
せず、スキップして次
のレコードに進みま
す。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l 各レコードに各次元のメンバー名は 1 つし

かないですか?たとえば、時間次元は 1 つの

レコードに 1 月のみを含むことができます。

1 つのレコードの重複メンバーが列に含ま

れている場合、その列を無視します。

l 各メンバー名が正しい次元にマッピングさ
れていますか?たとえば、Sample Basic デー

タベースでは、1 月は時間次元にマッピン

グされている必要があります。

l メンバー名または別名が他の次元で重複し
ていますか?メンバー名と別名は一意でなけ

ればなりません。たとえば、1 月は時間次

元と市場次元の両方に存在することはでき
ません。他の次元のメンバーまたは別名と
名前が同じ場合、メンバーまたは別名が一
意になるように、一方の次元のメンバーま
たは別名に接頭辞または接尾辞を追加しま
す。

l 範囲が正しく設定されていますか?

l データソースでは、数値(100 など)を含むす

べてのメンバーが引用符で囲まれています
か?

l データ・ソースでは、同一の次元からの 2
つのメンバーは 1 行で記述されていますか?

ルール・ファイルを使用する場合は、それが有
効であることを確認します。

l 余分なメンバー名がルール・ファイルで無
視されていませんか?

l 各メンバーが正しい次元に接続されるよう
に、列を移動する必要がありませんか?

ESSCMD を使用している場合は、構文が有効で

あることを確認します。

l ESSCMD スクリプトのエラー・ログを確認し

て、重複するメンバーが存在する場所を判
別します。

l パラメータが正しく、引用符で囲まれてい
ますか?例:

                           IMPORT 2 "ACTUALS" 4 

"Y" 2 "ACTUALS" "Y";

                        

l ロードしているファイルが正しい場所に存
在しますか?

l Administration Services を使用してデータの

ロードを実行できますか?
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

Integration Services を使用している場合は、次の

手順を試します:

l 共有されている重複メンバーが正しくタグ
付けされていることを確認します。

l メンバー名が一意であることを確認します。

l すべてのメンバーを正しい次元にマッピン
グします。

l 正しい DataDirect ドライバを使用しているこ

とを確認します。

l -Bパラメータにデフォルト以外の値を使用

して、Integration Server を起動します。

l Integration Services コンソールで、「 初にす

べてのメンバーを削除」を選択します。
Integration Services シェルでは、OTL_CLEAR=[Y]
を使用します。

1003003 項目 itemName の後、

データ・ロードを続行
できません。number レ
コードが完了しました

Essbase によってデー

タ・ロードが中止され
ました。このエラー・
メッセージは、通常、
データ・ロードの失敗
理由を示す他のエ
ラー・メッセージの後
に表示されます。

データのロード・エラー・ログを調べて、デー
タのロードが失敗した原因を判別します。

データ・ロードのエラー・ログがない場合は、
エラー・ログを作成してデータのロードを再開
するようにロードを設定します。

このエラー・メッセージの前に表示されるエ
ラー・メッセージを確認して、状況を判断して
ください。

データ・ソースで、すべてのデータ・フィール
ドがメンバー名フィールドの後にあることを確
認します。ルール・ファイルで、メンバー名で
はなく次元名を使用してフィールドを定義して
いることを確認します。

1003004

関連ト
ピック

1003005

recordNumber レコード

が完了しました。対称
ファイルの列メンバー
数に誤りがあります

Essbase で、データ・

ソースの読取り中に予
期した数より多いまた
は少ない列が検出され
ました。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l データ・ソースでは、有効なファイル区切
り記号(スペースまたはカンマ)を含むすべ

てのメンバーが引用符で囲まれていますか?

l データ・ソースですべての範囲が正しく設
定されていますか?

1003005

関連ト
ピック

1003004

recordNumber レコード

が完了しました。非対
称ファイルの列メン
バー数に誤りがありま
す

Essbase で、データ・

ソースの読取り中に予
期した数より多いまた
は少ない列が検出され
ました。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l データ・ソースでは、有効なファイル区切
り記号(スペースまたはカンマ)を含むすべ

てのメンバーが引用符で囲まれていますか?

l データ・ソースですべての範囲が正しく設
定されていますか?

1003006 recordNumber レコード

が完了しました。不明
なテキスト・ファイ
ル・タイプです

Essbase でテキスト・

ファイルを認識できま
せんでした。

テキスト・ファイルが有効であることを確認し
ます。

複数のレコードがロードされている場合、デー
タ・ソースの範囲が正しくフォーマットされて
いることを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003007 すべての次元を選択す
る前にデータ値
numericValue が見つかり

ました

Essbase で、すべての

次元が指定される前
に、データ・ソースに
数値のデータ値が検出
されました。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l 各次元のメンバーがデータ・ソースまたは
ルール・ファイルで正しく指定されていま
すか?

l レコードの 後が数値データ・フィールド
ですか?数値データ・フィールドでない場

合、データ・ソースまたはルール・ファイ
ルの数値データ・フィールドを移動します。

l データソースでは、数値(100 など)を含むす

べてのメンバーが引用符で囲まれています
か?

l ヘッダーを使用している場合、ヘッダーが
正しく設定されていますか?欠落している次

元名をヘッダーに追加できます。

l データ・ソースに余分のスペースやタブが
含まれていませんか?

l 更新されたアウトラインは保存されていま
すか?

1003008 データ値 numericValue
では行に入る値の数が
多すぎます。number レ
コードが完了しました

Essbase で、レコード

に、データベースに
マッピングできる数よ
りも多くの数値デー
タ・フィールドが検出
されました。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l データソースでは、数値(100 など)を含むす

べてのメンバーが引用符で囲まれています
か?

l レコードに余分の数値データ・フィールド
がありませんか?ある場合、余分のデータ・

フィールドを無視できます。

l レコードの 後のフィールドが数値データ・
フィールドですか?数値データ・フィールド

でない場合、データ・ソースまたはルール・
ファイルの数値データ・フィールドを移動
します。

l データ・ソースの各フィールドは有効です
か?

l 各次元がデータ・ソースまたはルール・ファ
イルで指定されていますか?

ルール・ファイルが有効であることを確認しま
す。

1003010

関連ト
ピック

1003011

1003012

1003013

データ値 numericValue
はデータベースの
#Missing 値と一致しま

せん。number レコード

が完了しました

Essbase で、データ・

ソースとデータベース
の双方に同じ値が含ま
れているかを検証しよ
うとしたときに問題が
発生しました。

データ・ソースにデータベースと同じ値が含ま
れていることを確認します。

正しいデータ・ソースに対してデータベースを
検証していることを確認します。

データが不正にロードされたと考えられる場合
は、データ・ソースが正しく設定されているこ
とを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003011

関連ト
ピック

1003010

1003012

1003013

データ値 numericValue
はデータベースの
#Invalid 値と一致しませ

ん。number レコードが

完了しました

Essbase で、データ・

ソースとデータベース
の双方に同じ値が含ま
れているかを検証しよ
うとしたときに問題が
発生しました。

データ・ソースにデータベースと同じ値が含ま
れていることを確認します。

正しいデータ・ソースに対してデータベースを
検証していることを確認します。

データが不正にロードされたと考えられる場合
は、データ・ソースが正しく設定されているこ
とを確認します。

1003012

関連ト
ピック

1003010

1003011

1003013

データ値 numericValue
はデータベースの値を
上回っています。
number レコードが完了

しました

Essbase で、データ・

ソースとデータベース
の双方に同じ値が含ま
れているかを検証しよ
うとしたときに問題が
発生しました。

データ・ソースにデータベースと同じ値が含ま
れていることを確認します。

正しいデータ・ソースに対してデータベースを
検証していることを確認します。

データが不正にロードされたと考えられる場合
は、データ・ソースが正しく設定されているこ
とを確認します。

1003013

関連ト
ピック

1003010

1003011

1003012

データ値 numericValue
はデータベースの値を
下回っています。
number レコードが完了

しました

Essbase で、データ・

ソースとデータベース
の双方に同じ値が含ま
れているかを検証しよ
うとしたときに問題が
発生しました。

データ・ソースにデータベースと同じ値が含ま
れていることを確認します。

正しいデータ・ソースに対してデータベースを
検証していることを確認します。

データが不正にロードされたと考えられる場合
は、データ・ソースが正しく設定されているこ
とを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003014 データ・ロード時に不
明なメンバー
memberName が見つか

りました。number レ
コードが完了しました

Essbase でメンバー名

を認識できませんでし
た。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l 正しいデータ・ソースを使用していますか?

l データ・ソースに正しくないメンバーがい
ませんか?いる場合、そのメンバーを削除し

ます。

l 正しいルール・ファイルとともに正しいデー
タ・ソースをロードしようとしましたか?

l データ・ソースのファイル拡張子は正しい
ですか?テキスト・ファイルのファイル拡張

子は.txtにする必要があります。ルール・

ファイルのファイル拡張子は.rulにする必

要があります。

ルール・ファイルが有効であることを確認しま
す。

l 正しいルール・ファイルを使用しています
か?

l ルール・ファイルは正しいアウトラインと
接続していますか?

l ルール・ファイルを検証できますか?

メンバー名が有効であることを確認します。

l メンバー名または変数名は、必要に応じて
引用符で囲まれていますか?

l 該当するメンバーがアウトラインに存在し
ていますか?存在していない場合、データの

ロード中にアウトラインを変更してメンバー
を追加するか、アウトライン・エディタで
メンバーを追加できます。

l メンバーがヘッダー・ファイルとテキスト・
ファイルの両方で指定されていないことを
確認します。

ESSCMD を使用している場合は、ESSCMD 構文が

有効であることを確認します。

l ESSCMD スクリプトのエラー・ログを確認し

て、不明のメンバー名が存在する場所を判
別します。

l パラメータが引用符で囲まれていますか?
例:

                           IMPORT 2 "ACTUALS" 4 

"Y" 2 "ACTUALS" "Y";

                        

l パラメータは正しいですか?

l ロードしているファイルが正しい場所に存
在しますか?

l Administration Services を使用してデータの

ロードを実行できますか?

29



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

Oracle Essbase Integration Services を使用している

場合は、次の条件が満たされていることを確認
します。

l 他の次元に同じ名前のメンバーがいる場合
は、メンバー名を一意にするためにメンバー
名に接頭辞または接尾辞を追加します。

l データのロードを開始する前に、アウトラ
イン構築が正しく行われたことを確認しま
す。

1003015

関連ト
ピック

1003001

メンバー memberName
の次元はヘッダー名に
定義されたメンバーと
同じです。number レ
コードが完了しました

同じ次元の 2 つの異な

るメンバーが指定され
ているので、Essbase
によってロードが中止
されました。同じ次元
の一方のメンバーは
ヘッダー・レコードで
指定され、もう一方の
メンバーはデータ・
ソースのレコードで指
定されました。

データ・ソースが有効であることを確認しま
す。

l 正しいレコードをヘッダー・レコードとし
て設定しましたか?

l ヘッダーで指定するメンバーがデータ・ソー
スにも存在しますか?存在する場合、ヘッ

ダー・レコードまたはデータ・ソースを変
更する必要があります。

ルール・ファイルを使用している場合は、ルー
ル・ファイルが有効であることを確認します。

l 正しいレコードをヘッダー・レコードとし
て設定しましたか?

l 無視する必要がある余分のメンバー名がルー
ル・ファイルに存在しますか?

l ルール・ファイルを検証できますか?

l 意図せずにヘッダー・レコードを拒否しま
したか?
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003022

関連ト
ピック

1003027

1003030

データ・ファイルを開
けません

Essbase でデータ・

ファイルを開けませ
ん。

Essbase でデータ・ファイルが見つかることを

確認します。

l データ・ファイル名とパス名は正しいです
か?スペルに間違いがないか確認します。

l Essbase サーバーが UNIX を実行しているコン

ピュータ上にある場合、大文字と小文字は
正しいですか?

l データ・ファイルが指定された場所にあり
ますか?他のユーザーによって移動または削

除されていないことを確認します。

Essbase でデータ・ファイルを使用できること

を確認します。

l データ・ファイルが他のユーザーによって
ロックされていないかを確認します(158
ページの「オブジェクトのロック解除」を
参照してください)。

l データ・ファイルのファイル拡張子は正し
いですか?テキスト・ファイルのファイル拡

張子は.txtにする必要があります。ルー

ル・ファイルのファイル拡張子は.rulにす

る必要があります。

l データ・ファイルは有効ですか?

l データ・ファイルをロードしている Essbase
データベースに対する正しい権限がありま
すか?

l ロード対象のデータ・ファイルに対する正
しいオペレーティング・システム権限があ
りますか?

ESSCMD を使用している場合は、IMPORT コマン

ドを正しく使用していることを確認します。
IMPORT コマンドを発行するときには、次の 4
つのオプションを使用してデータ・ファイルの
場所を選択できます。

l 1 (ローカル/クライアント・オブジェクト):
データ・ファイルがクライアントのフォル
ダにあることを確認します。

データ・ファイルに対する読取りアクセス
権があることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。

l 2 (リモート・サーバー・オブジェクト): デー

タ・ファイルに対する読取りアクセス権が
あることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

l 3 (ファイル): 完全なパス名と完全なファイ

ル名(ファイルのタイプを示す拡張子も含め

る)を指定したことを確認します。

l 4 (SQL): ODBC 接続を確認します。

Essbase サーバーが適切に構成されていること

を確認します。

1003023 このデータベースでの
ロックの実行に必要な
アクセス権がありませ
ん

データをロードするた
めにデータベースを
ロックするのみの権限
がありませんでした。

Essbase システム管理者に連絡してください。

ユーザーがシステム管理者である場合は、自身
に正しい権限を付与します。

1003024 データ・ロード経過時
間: number 秒

Essbase でデータ・

ソースのロードにか
かった時間の長さ。

該当なし

1003025 DATAERRORLIMIT が
numberOfRecords に到達

しました。拒否された
レコードはログに記録
されません

エラー・ログがいっぱ
いでした。

エラー・メッセージが
多すぎてデータのロー
ドまたは次元構築エ
ラー・ログに収まりき
れないか、またはログ
に収まりきれないほど
多数のレコードを拒否
しています。

データのロードまたは次元構築エラー・ログで
エラーを修正してデータのロードを再開しま
す。

次の手順に従って、データのロードまたは次元
構築エラー・ログで許可されるレコードの 大
数を変更してください。

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgがサー

バー・コンピュータに存在しない場合、テ
キスト・エディタを使用してそのファイル
を作成します。

2. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgファイルの

DATAERRORLIMIT 設定を追加するか、または設

定値を大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動します。

4. データのロードを再開します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003027

関連ト
ピック

1003022

1003030

ファイルを開けません Essbase でファイルを

開けません。

Essbase でファイルが見つかることを確認しま

す。

l ファイル名とパス名は正しいですか?スペル

に間違いがないか確認します。

l Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、大文字と小文字は正しいです
か?

l ファイルが指定された場所にありますか?他
のユーザーによって移動または削除されて
いないことを確認します。

Essbase でファイルを使用できることを確認し

ます。

l データ・ファイルが他のユーザーによって
ロックされていませんか(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)?

l ファイルのファイル拡張子は正しいですか?
テキスト・ファイルのファイル拡張子は.

txtにする必要があります。ルール・ファ

イルのファイル拡張子は.rulにする必要が

あります。

l ファイルは有効ですか?

l ファイルをロードしている Essbase データ

ベースに対する正しい権限がありますか?

l ロード対象のファイルに対する正しいオペ
レーティング・システム権限がありますか?

ESSCMD を使用している場合は、IMPORT コマン

ドを正しく使用していることを確認します。
IMPORT コマンドを発行するときには、次の 4
つのオプションを使用してデータ・ファイルの
場所を選択できます。

l 1 (ローカル/クライアント・オブジェクト):
データ・ファイルがクライアント・フォル
ダ内にあることを確認します。

データ・ファイルに対する読取りアクセス
権があることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。

l 2 (リモート・サーバー・オブジェクト): デー

タ・ファイルに対する読取りアクセス権が
あることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

l 3 (ファイル): 完全なパス名と完全なファイ

ル名(ファイルのタイプを示す拡張子も含め

る)を指定したことを確認します。

l 4 (SQL): ODBC 接続を確認します。

Essbase サーバーが適切に構成されていること

を確認します。

1003028 ファイル fileName はパ

スワードで保護されて
いるため読み取れませ
ん

Essbase には、ロード

対象のファイルを開く
ために必要なオペレー
ティング・システム権
限がありません。

ファイルに対する読取り権限があることを確認
します。オペレーティング・システムのドキュ
メンテーションを参照してください。

1003029 スプレッドシート・
ファイル fileName で

フォーマット・エラー
が見つかりました

Essbase でファイルの

フォーマット・エラー
が検出されました。

Essbase 以外の場所でファイルを開き、そのファ

イルが有効であることを確認します。

l データのロードが正しく実行されています
か?

l ファイルは破損していませんか?

l ファイルは空ですか?

l Essbase にロードできるファイル・タイプで

すか?
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003030

関連ト
ピック

1003027

1003022

ファイル fileName を

ロードできません。詳
細はサーバー・ログ・
ファイルを参照してく
ださい

Essbase でファイルを

読み取れません。

Essbase でファイルが見つかることを確認しま

す。

l ファイル名とパス名は正しいですか?スペル

に間違いがないか確認します。

l Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、大文字と小文字は正しいです
か?

l ファイルが指定された場所にありますか?他
のユーザーによって移動または削除されて
いないことを確認します。

Essbase でファイルを使用できることを確認し

ます。

l データ・ファイルが他のユーザーによって
ロックされていませんか(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)?

l ファイルのファイル拡張子は正しいですか?
テキスト・ファイルのファイル拡張子は.

txtにする必要があります。ルール・ファ

イルのファイル拡張子は.rulにする必要が

あります。

l ファイルは有効ですか?

l ファイルをロードしている Essbase データ

ベースに対する正しい権限がありますか?

l ロード対象のファイルに対する正しいオペ
レーティング・システム権限がありますか?

ESSCMD を使用している場合は、IMPORT コマン

ドを正しく使用していることを確認します。
IMPORT コマンドを発行するときには、次の 4
つのオプションを使用してデータ・ファイルの
場所を選択できます。

l 1 (ローカル/クライアント・オブジェクト):
データ・ファイルがクライアント・フォル
ダ内にあることを確認します。

データ・ファイルに対する読取りアクセス
権があることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。

l 2 (リモート・サーバー・オブジェクト): デー

タ・ファイルに対する読取りアクセス権が
あることを確認します。

Essbase サーバーが UNIX プラットフォーム上

にある場合、ファイル名は大文字と小文字
が区別されるため、大文字と小文字を確認
します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

l 3 (ファイル): 完全なパス名と完全なファイ

ル名(ファイルのタイプを示す拡張子も含め

る)を指定したことを確認します。

l 4 (SQL): ODBC 接続を確認します。

Essbase サーバーが適切に構成されていること

を確認します。

1003031 算術データのロード中
にレコード
recordNumber でコミッ

トします

Essbase によって、レ

コードが Essbase デー

タベースに保存されま
した。

該当なし

1003032 レコード recordNumber
付近の入力行が長すぎ
ます

Essbase で長すぎて処

理できないレコードが
検出されました。
Essbase では、32,000
を超える文字を含んだ
レコードを処理できま
せん。

すべてのレコードが改行で区切られていること
を確認します。

32,000 を超える文字を含んだレコードがない

ことを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003034

関連ト
ピック

1003000

データ列に無効なメン
バー memberName があ

ります

Essbase でデータ列に

数値以外の値が検出さ
れました。データ列に
は数値のみを入れる必
要があります。

データ・ソースが有効であることを確認してく
ださい。

l データ・ソースが破損していませんか?

l データ・ソースのフォーマットは正しいで
すか?

データ・ロードの失敗の原因となったレコード
が有効であることを確認します。

l 各次元のメンバーがデータ・ソースまたは
ルール・ファイルで指定されていますか?

l レコード内の各メンバー名は有効ですか?

l レコードに複数の数値データ・フィールド
がありますか?ある場合、余分のデータ・

フィールドを無視できます。

l レコードの 後が数値データ・フィールド
ですか?数値データ・フィールドでない場

合、データ・ソースまたはルール・ファイ
ルの数値データ・フィールドを移動します。

l 数値(100 など)を含むすべてのメンバー名が

引用符で囲まれていますか?

l データのロードの失敗の原因となったレコー
ドを削除して、データのロードを再度実行
しようとしたかを確認します。

ルール・ファイルを使用している場合は、ルー
ル・ファイルが有効であることを確認します。

l ルール・ファイルが正しい場所にあります
か?

l ルール・ファイル内のヘッダー・レコード
は正しく設定されていますか?

l ルール・ファイルを検証できますか?

l 次元で指定されたすべての次元がデータ・
ソースまたはルール・ファイルで指定され
ていますか?

1003035 このデータ・ファイル
のロードで変更された
データ値はありません

データ・ロードの結
果、Essbase によって

Essbase データベース

の値は変更されません
でした。

該当なし

1003036 データをロードできま
せん。メンバー名が長
すぎます: memberName

Essbase で、長すぎる

メンバー名が検出され
ました。

メンバー名が有効であることを確認します。

l メンバー名は 80 バイト未満ですか?

l ファイル区切り記号を設定しましたか?

l 接頭辞または接尾辞のためにメンバー名が
長くなりすぎていませんか?

1003037 データ・ロードによっ
て numberOfCells 個のセ

ルが更新されました

Essbase によって、表

示された数のデータ
ベースのセルが更新さ
れました。

該当なし
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1003038 ノード nodeNumber で
データロード・キュー
がオーバーフローしま
した

 Oracle サポートに連絡してください。

1003039 データをロードできま
せん。暗黙の共有メン
バー memberName には

実子がありません

選択されたメンバーは
共有されているので、
Essbase ではそのメン

バーにデータをロード
できません。共有メン
バーにデータを保管す
ることはできません。

メンバーが共有されていないことを確認しま
す。メンバーは次の場合に共有されます:

l アウトラインでメンバーに共有のタグ付け
をした場合。

l メンバーが親で子が 1 つしかない場合。メ

ンバーに子が 1 つしかない場合は、親と子

が値を共有します。これを暗黙の共有と呼
びます。

l メンバーに複数の子がいるが、1 つの子の

みが親に集計される場合。これも暗黙の共
有と呼びます。

1003040 並列データ・ロードが
使用可能です。ブロッ
ク準備スレッド
number、ブロック書込

みスレッド number。

並列データ・ロードが
使用可能です。

該当なし

1003041 データ・ロック解除経
過時間: number 秒

Spreadsheet Add-in で

Unlock コマンドが発行

された後、すべての
ロックを解除するため
に必要な時間。

該当なし

1003048 Unicode でエンコードさ

れたデータを非 Unicode
モードのアプリケー
ションにロードするこ
とはサポートされてい
ません

Unicode でエンコード

されたデータを非
Unicode アプリケー

ションにロードしよう
としました。

アプリケーションを Unicode モードに移行して

いることを確認します。
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4
1006002 - 1006057: データ・

キャッシュのメッセージ

表 4 にデータ・キャッシュのエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 4 データ・キャッシュのメッセージ 1006002 - 1006057

メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006002 ページ・ファイルに情報を
保管できません

ページ・ファイ
ルにデータを保
管するには、
Essbase のディス

ク・スペースが
不十分です。

可能であれば、さらにディスク・スペースを追
加します。ディスク・スペースを追加できない
場合は、ディスク・ボリュームのスパンを検討
します。

計算などの操作が完了しなかった場合は、回復
手順を実行します。

データベースが破損しているかどうかを確認し
ます(156 ページの「データベース破損の確認」

を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006004 ページ・ファイルから情報
を読み取れません

Essbase でペー

ジ・ファイルを
読み取れません。

ハードウェアに問題はありませんか?Windows イ
ベント・ログを確認します。これを行う方法が
わからない場合は、Windows のドキュメンテー

ションを参照してください。

インデックスおよびページ・ファイルは破損し
ていませんか?ESSCMD で VALIDATE コマンドを発行

して、これらを確認します。インデックスおよ
びページ・ファイルが破損している場合は、次
の手順を実行します:

1. 一時ファイルを削除します。一時ファイルに
は次のものが含まれています:

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.inn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

essxxxxx.inn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

essxxxxx.pan

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.otn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.esn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.tcu

2. Essbase サーバーを再起動します。

3. データベースが破損しているかどうかを確認
します(156 ページの「データベース破損の確

認」を参照してください)。

1006006 ブロックをメモリーに移動
できませんでした。デー
タ・キャッシュが小さすぎ
ます。データ・キャッ
シュ・サイズを大きくして
ください。

Essbase でそのメ

モリーにブロッ
クを保管できま
せん。

密/疎構成を変更して、ブロック・サイズを小さ

くします。

データ・キャッシュ・サイズを少なくとも 100
ブロックまで増やします。

サーバー・コンピュータのメモリーを増やしま
す。

データベースが破損しているかどうかを確認し
ます(156 ページの「データベース破損の確認」

を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006010 無効なブロック・ヘッダー:
ブロックの数が一致しませ
ん

Essbase で、ブ

ロック・ヘッ
ダーがブロック
の数に一致しま
せん。データ
ベースが破損し
ている可能性が
あります。停電
などの異常事象
により Essbase
が不正にシャッ
ト・ダウンされ
たため、破損し
た可能性があり
ます。

データベースを修復するには、次の手順を実行
してください:

1. Essbase サーバーを停止します。

2. ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.indファイルを削除します。

3. Essbase サーバーを起動します。

4. アプリケーションを起動します。

5. データベースが破損しているかどうかを確認
します(156 ページの「データベース破損の確

認」を参照してください)。

1006015 データ・バッファ・キャッ
シュを割り当てるためのメ
モリーが足りません。
operation は中止されました

メモリーが足り
ないため、
Essbase でリスト

された操作を実
行できません。

問題を解決するには、次のいずれかを試してく
ださい。問題を解決した後、データベースが破
損していないかどうかを確認します(156 ページ

の「データベース破損の確認」を参照してくだ
さい)。

l サーバー・コンピュータ上の物理メモリーを
確認します。Windows 環境の場合、1 つのデー

タベースに推奨される 小メモリーは 64 MB
です。UNIX 環境の場合、1 つのデータベース

に推奨される 小メモリーは 128 MB です。引

き続きエラーが発生する場合は、サーバー・
コンピュータにより多くのメモリーを追加し
ます。

l UNIX コンピュータの場合、ユーザー制限プロ

ファイルを確認します(157 ページの「ユー

ザー制限プロファイルの確認」を参照してく
ださい)。

l データベースのブロック・サイズを確認しま
す。必要に応じて、ブロック・サイズを小さ
くします。

l データ・キャッシュの設定を確認します。必
要に応じて、データ・キャッシュのサイズを
大きくします。

l Essbase サーバーを再起動します。

l サーバー・コンピュータを再起動します。

1006016 無効なブロック・ヘッダー:
不正なブロック・タイプで
す

Essbase でブロッ

ク・ヘッダーを
読み取れません。
データベースが
破損している可
能性があります。
停電などの異常
事象により
Essbase が不正に

シャット・ダウ
ンされたため、
破損した可能性
があります。

データベースを修復するには、次の手順を実行
してください:

1. Essbase サーバーを停止します。

2. ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.indファイルを削除します。

3. Essbase サーバーを起動します。

4. アプリケーションを起動します。

5. データベースが破損しているかどうかを確認
します(156 ページの「データベース破損の確

認」を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006023 データ・キャッシュがいっ
ぱいです。データベース
databaseName のデータ・

キャッシュ・サイズを大き
くしてください。

データ・キャッ
シュがいっぱい
でした。

データ・キャッシュ・サイズを少なくとも 100
ブロックまで増やします。

必要に応じて、ブロック・サイズを小さくしま
す。

十分なメモリーがあることを確認します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006025 データ・キャッシュ・サイ
ズ==> number バイト、number
データ・ページ

データ・キャッ
シュのサイズと
データ・ページ
の数。

該当なし

1006026 データ・ファイル・キャッ
シュ・サイズ==> number バ
イト、number データ・ファ

イル・ページ

データ・ファイ
ル・キャッシュ
のサイズとデー
タ・ファイル・
ページの数。

該当なし

1006027 データ・キャッシュ・ペー
ジを物理メモリーにロック
しています。

Essbase により、

データ・キャッ
シュ・ページが
物理メモリーに
ロックされてい
ます。

該当なし

1006028 物理メモリー不足のため
キャッシュ・メモリーの
ロックをオフにします。仮
想メモリーを使用してデー
タ・キャッシュの残りを割
り当てています。

Essbase により物

理メモリーがす
べて消費されて
しまったため、
現在は仮想メモ
リーを使用して
います。

物理メモリーを使用する場合は、コンピュータ
に物理メモリーを追加します。

1006029 権限不足のためキャッ
シュ・メモリーのロックを
オフにしています。仮想メ
モリーを使用してデータ・
キャッシュの残りを割り当
てています。

キャッシュ・メ
モリーのロック
を使用するには、
権限が不十分で
す。

UNIX の場合は、ルート権限を持っていることを

確認します。オペレーティング・システムのド
キュメンテーションを参照してください。

Windows の場合は、SE_INC_BASE_PRIORITY_NAME 権

限を持っていることを確認します。Administrators
および Power Users グループのユーザーは、通常

はこの権限を持っています。オペレーティング・
システムのドキュメンテーションを参照してく
ださい。

1006030 データ・ファイル・ページ
をキャッシュへ移動できま
せんでした。データ・ファ
イル・キャッシュが小さす
ぎます。データ・ファイ
ル・キャッシュ・サイズを
大きくしてください。

Essbase で、デー

タ・ファイル・
ページをデー
タ・ファイル・
キャッシュに格
納できません。

データ・ファイル・キャッシュ・サイズを大き
くします。問題を解決した後、データベースが
破損していないかどうかを確認します(156 ペー

ジの「データベース破損の確認」を参照してく
ださい)。

42 1006002 - 1006057: データ・キャッシュのメッセージ



メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006031 データ・ファイル・キャッ
シュがいっぱいです。デー
タベース databaseName の

データ・ファイル・キャッ
シュ・サイズを大きくして
ください。

リストされた
データベースの
データ・ファイ
ル・キャッシュ
がいっぱいでし
た。

データ・ファイル・キャッシュ・サイズを大き
くします。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006032 保管済論理データ・ブロッ
クのサイズ number は無効で

す。

Essbase でデー

タ・ブロックを
読み取れません。
データベースが
破損している可
能性があります。
停電などの異常
事象により
Essbase が不正に

シャット・ダウ
ンされたため、
破損した可能性
があります。

データベースを修復するには、次の手順を実行
してください:

1. Essbase サーバーを停止します。

2. ARBORPATH/app/appName/databaseName/

databaseName.indファイルを削除します。

3. Essbase サーバーを起動します。

4. アプリケーションを起動します。

5. データベースが破損しているかどうかを確認
します(156 ページの「データベース破損の確

認」を参照してください)。

1006034 データベース databaseName
のデータ・ファイル・
キャッシュ・ページのス
ワップを待機しています。
データ・ファイル・キャッ
シュ・サイズを大きくすれ
ばパフォーマンスが向上す
る可能性があります。

Essbase でページ

をメモリーにス
ワップしていま
す。

該当なし

スワップを減らしてパフォーマンスを向上させ
るには、データ・ファイル・キャッシュ・サイ
ズを大きくします。

1006035 エラー errorNumber が見つか

りました(データベース

databaseName のデータ・

ファイル・キャッシュ・フ
ラッシュの完了を待機して
いる間)。

 Oracle サポートに連絡してください。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006036 データベース databaseName
のデータ・キャッシュ出力
転送バッファは使用できま
せん。

 Oracle サポートに連絡してください。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006037 データベース databaseName
のデータ・ページ移動を待
機している間にエラーが見
つかりました。

 Oracle サポートに連絡してください。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006039 データベース databaseName
のデータ・ファイル・ペー
ジ移動を待機している間に
エラーが見つかりました。

 Oracle サポートに連絡してください。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006040 データベース databaseName
内のデータ・ブロックを
ディスクにフラッシュする
ことができません。

 Oracle サポートに連絡してください。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006041 ファイル fileName からの読

取り、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006042 ファイル fileName からの読

取りの完了、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006043 ファイル fileName への書込

み、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006044 ファイル fileName への書込

みの完了、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006045 エラー errorNumber が見つか

りました(データベース

databaseName のデータ・

ファイルの作成または拡張
を試行している間)。

Essbase でペー

ジ・ファイルの
サイズを大きく
できません。

可能であれば、さらにディスク・スペースを追
加します。ディスク・スペースを追加できない
場合は、ディスク・ボリュームのスパンを検討
します。

計算などの操作が完了しなかった場合は、回復
手順を実行します。

データベースが破損しているかどうかを確認し
ます(156 ページの「データベース破損の確認」

を参照してください)。

1006046 ファイル fileName からの読

取り、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006047 ファイル fileName への書込

み、messageText。
Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006048 ファイル fileName のファイ

ル・ポインタの設定を試行、
messageText。

Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006049 ファイル fileName(データ

ベース databaseName)のデー

タ・ファイル名を生成でき
ません。

Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006050 トランザクション
transactionNumber に対して、

messageText。

Essbase で致命的

なエラーが発生
しました。

Essbase サーバーのログで前のメッセージを確認

して、Essbase サーバーがクラッシュした原因を

判断します。

問題を解決した後、データベースが破損してい
ないかどうかを確認します(156 ページの「デー

タベース破損の確認」を参照してください)。

1006051 データベース databaseName
に対し、入力転送バッファ
および出力転送バッファが
解放されました。

リストされた
データベースの
入力および出力
転送バッファは
解放されていま
す。

該当なし

1006052 データベース databaseName
のデータ・キャッシュ入力
転送バッファは使用できま
せん。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。

1006053 データベース databaseName
のデータ・ブロックの初期
化を待機している間にエ
ラーが見つかりました。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。

1006054 データベース databaseName
のデータ・ファイル・ペー
ジの修復を待機している間
にエラーが見つかりました。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。

1006055 データベース databaseName
のデータ・ファイル・バッ
ファ・プールへのアクセス
を待機している間にエラー
が見つかりました。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。
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セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1006056 データベース databaseName
のデータ・ファイル・ペー
ジの初期化を待機している
間にエラーが見つかりまし
た。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。

1006057 データ・ブロック転送に含
まれるデータベース
databaseName のデータ・

ファイル・ページを待機し
ている間に、エラーが見つ
かりました。

オペレーティン
グ・システムの
リソースが不足
しています。

Oracle サポートに連絡してください。
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5
1008001 - 1008152: システム

呼出しのメッセージ

表 5 にシステム呼出しに関するエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 5 システム呼出しのメッセージ 1008001 - 1008152

メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1008001 メモリーを割り当てられません Essbase が操作を実

行するために十分
なメモリーを割り
当てられません。

仮想メモリーのサイズが物理メモリー
の 2 - 3 倍であることを確認してくださ

い。

スワップ・スペースのサイズが RAM の

2 - 3 倍であることを確認してください。

データベースのブロック・サイズを確
認します。必要に応じて、ブロック・
サイズを小さくします。

データ・キャッシュの設定を確認しま
す。必要に応じて、データ・キャッシュ
のサイズを大きくします。

インデックス・キャッシュの設定を確
認してください。必要に応じて、イン
デックス・キャッシュのサイズを大き
くしてください。

UNIX コンピュータの場合、ユーザー制

限プロファイルを確認します(157 ペー

ジの「ユーザー制限プロファイルの確
認」を参照してください)。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

サーバー・コンピュータが HP-UX オペ

レーティング・システムを実行してい
る場合は、MAXDSIZE を少なくとも 2
*(データ・キャッシュ・サイズ+イン

デックス・キャッシュ・サイズ)に設定

してください。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

サーバー・コンピュータを再起動しま
す。

RAM が十分にあることを確認してくださ

い。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1008006 memoryToBeFreed (funtionName 中)の
メモリーを解放できません

 Oracle サポートに連絡してください。

1008009 ポインタが NULL です- 解放は取り

消されました:
variableName(functionName 中)

Essbase がリストさ

れたメモリーを解
放できません。

Oracle サポートに連絡してください。

1008010 読取りに失敗しました Essbase がクライア

ント上にある計算
スクリプトの読取
りを行うことがで
きません。

1. 再度計算スクリプトを実行してくだ
さい。

2. クライアントを再起動し、計算スク
リプトを再実行してください。

3. 計算スクリプトをサーバーにコピー
し、計算スクリプトを再実行してく
ださい。

1008021 名前付きパイプの作成に失敗しま
した

Essbase で名前付き

パイプを作成でき
ません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008022 パイプの作成に失敗しました Essbase で名前付き

パイプを作成でき
ません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008023 名前付きパイプの接続に失敗しま
した

Essbase を名前付き

パイプから切断で
きません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008024 名前付きパイプの切断に失敗しま
した

Essbase を名前付き

パイプから切断で
きません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008025 名前付きパイプの検査に失敗しま
した

Essbase が名前付き

パイプの検査を行
うことができませ
ん。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008028 パイプ読取りエラーです Essbase が名前付き

パイプから読取り
を行うことができ
ません。

Essbase サーバーが実行中かどうかを確

認してください。

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照し
てください)。
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セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1008029 パイプ書込みエラーです Essbase が名前付き

パイプへの書込み
を行うことができ
ません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008030 パイプを開けませんでした Essbase が名前付き

パイプを開けませ
ん。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008031 パイプを閉じられませんでした Essbase が名前付き

パイプを閉じられ
ません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008036 誤った数のバイトがパイプに書き
込まれました

Essbase が名前付き

パイプへの書込み
を終了できません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1008037 「次を検索」に失敗しました Essbase がシーケン

ス内の次のファイ
ルを検索できませ
ん。

これは、Essbase がコピーまたはロード

中などで複数のファイルを処理してい
る場合に発生する可能性があります。
どのファイルが見つからないかを判別
できる場合は、それをバックアップか
ら復元してください。

1008039 「検索を閉じる」に失敗しました Essbase がシーケン

ス内の次のファイ
ルを閉じられませ
ん。

これは、Essbase がコピーまたはロード

中などで複数のファイルを処理してい
る場合に発生する可能性があります。
どのファイルに問題があるかを判別で
きる場合は、それをバックアップから
復元してください。

1008089 エージェントからのデータの受信
時にエラーが発生しました

Essbase でエージェ

ントからデータを
受信できません。

Essbase サーバーが実行中かどうかを確

認してください。

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準的な方法を使用し
て Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了して(158 ページ

の「サーバー・タスクの終了」を参
照してください)、Essbase サーバー

を再起動してください。
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1008090 エージェントからのデータの受信
がタイム・アウトになりました

Essbase でエージェ

ントからデータを
受信できません。

Essbase サーバーが実行中かどうかを確

認してください。

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準的な方法を使用し
て Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了して(158 ページ

の「サーバー・タスクの終了」を参
照してください)、Essbase サーバー

を再起動してください。

1008091 エージェントへのデータの送信時
にエラーが発生しました

Essbase でエージェ

ントにデータを送
信できません。

Oracle サポートに連絡してください。

1008092 エージェントへのデータの送信が
タイム・アウトになりました

Essbase でエージェ

ントにデータを送
信できません。

Oracle サポートに連絡してください。

1008093 変換のデータ型が無効です。  Oracle サポートに連絡してください。

1008099 HALLOC: メモリー割当てが重複して

いる可能性があります!
variableName (functionName 中)

 Oracle サポートに連絡してください。

1008100 HFREE: ポインタはすでに解放され

ています! variableName (functionName
中)

 Oracle サポートに連絡してください。

1008101 HFREE: メモリーが上書きされる可

能性があります! variableName
(functionName 中)

元のメモリー割当
てが、同じポイン
タへの新しい割り
当てによって上書
きされました。

Oracle サポートに連絡してください。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1008106 例外エラー・ログ errorLogName.XCP
の作成中

Essbase が異常

シャットダウンの
直前に例外ログを
生成しています。

例外ログを参照して、シャットダウン
の原因を調べてください。

l サーバーがクラッシュする場合、ロ
グは HYPERION_HOME/logs/essbase

に書き込まれます。ログの名前は
log00001.xcpのようになります。

l アプリケーションがクラッシュして
アプリケーション名が不明な場合、
ログは HYPERION_HOME/logs/

essbase/appに書き込まれます。ロ

グの名前は log00001.xcpのように

なります。

l アプリケーションがクラッシュして
アプリケーション名がわかっている
場合、ログは HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/appNameに書き込まれ

ます。ログの名前は sample/

log00001.xcpのようになります。

l データベースがクラッシュしてデー
タベース名が不明な場合、ログは
HYPERION_HOME/logs/essbase/

app/appName/に書き込まれます。ロ

グの名前は app/sample/log00001.

xcpのようになります。

l データベースがクラッシュしてデー
タベース名がわかっている場合、ロ
グは HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/appName/

databasenameに書き込まれます。ロ

グの名前は app/sample/basic/

log00001.xcpのようになります。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

Oracle サポートに連絡してください。
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1008107 例外エラー・ログが完了しました。
テクニカル・サポートに連絡して
このファイルを提出してください

Essbase がエラー・

ログの生成を終了
し、シャットダウ
ンします。

例外ログを参照して、シャットダウン
の原因を調べてください。

l サーバーがクラッシュする場合、ロ
グは HYPERION_HOME/logs/essbase

に書き込まれます。ログの名前は
log00001.xcpのようになります。

l アプリケーション名がクラッシュし
てアプリケーション名が不明な場合、
ログは HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/に書き込まれます。ロ

グの名前は app/log00001.xcpのよ

うになります。

l アプリケーションがクラッシュして
アプリケーション名がわかっている
場合、ログは HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/appName/に書き込ま

れます。ログの名前は app/sample/

log00001.xcpのようになります。

l データベースがクラッシュしてデー
タベース名が不明な場合、ログは
HYPERION_HOME/logs/essbase/

app/appName/に書き込まれます。ロ

グの名前は app/sample/log00001.

xcpのようになります。

l データベースがクラッシュしてデー
タベース名がわかっている場合、ロ
グは HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/appName/

databasenameに書き込まれます。ロ

グの名前は app/sample/basic/

log00001.xcpのようになります。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

Oracle サポートに連絡してください。
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1008108 Essbase 内部論理エラー

logicErrorNumber
Essbase で論理エ

ラーが発生し、異
常シャット・ダウ
ンします。

Essbase サーバーが動作していることを

確認します。

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照し
てください)。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

ネットワークとコンピュータ・ハード
ウェアが正しく実行されていることを
確認してください。

仮想メモリーのサイズが物理メモリー
の 2 - 3 倍であることを確認してくださ

い。それでも十分でない場合は、サー
バー・コンピュータのメモリーを増や
してください。

ブロック・サイズを確認してください。

データ・キャッシュが少なくとも 100
ブロックを保持できることを確認して
ください。

インデックス・キャッシュ・サイズが
推奨される範囲内であることを確認し
てください。

1008109 pointerName (functionName 中)のメモ

リーは再割当てできません

Essbase で、リスト

された関数にメモ
リーを再割当てで
きません。

メモリーが十分にあることを確認して
ください。
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1008110 メモリーを割り当てられません。
詳細はアプリケーション・ログを
参照してください。

Essbase でメモリー

を割り当てられま
せん。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

メモリーが十分にあることを確認して
ください。

タイトル・バーの「X」をクリックして

Essbase サーバーのウィンドウを閉じな

いでください。

Essbase サーバーを再起動した後で、

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

appName.logを参照してください。

1008111 pointerName (functionName 中)のメモ

リーは再割当てできません。詳細
はアプリケーション・ログを参照
してください。

Essbase でメモリー

を再割当てできま
せん。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

メモリーが十分にあることを確認して
ください。

タイトル・バーの「X」をクリックして

Essbase サーバーのウィンドウを閉じな

いでください。

Essbase サーバーを再起動した後で、

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

appName.logを参照してください。

1008112 メモリー割当てエラー・コード: O/
S エラー= errorCode、O/S 戻りコー

ド= errorNumber

Essbase がメモリー

を割り当てられま
せんでした。

メモリーが十分にあることを確認して
ください。

オペレーティング・システムのドキュ
メンテーションで、オペレーティング・
システムのエラー・コードと戻りコー
ドを参照してください。
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1008113 メモリー再割当てエラー・コード:
O/S エラー= errorCode、O/S 戻り

コード= errorNumber

Essbase がメモリー

を再割当てできま
せんでした。

メモリーが十分にあることを確認して
ください。

オペレーティング・システムのドキュ
メンテーションで、オペレーティング・
システムのエラー・コードと戻りコー
ドを参照してください。

1008114 仮想メモリーの number バイトの割

当て要求。使用中の仮想メモリー
のパーセンテージは number%です。

要求された仮想メ
モリーのバイトと
Essbase によって現

在使用されている
仮想メモリーの
パーセンテージ。

該当なし

1008115 合計物理メモリーは number バイト

です。使用可能な物理メモリーは
number バイトです。

物理メモリーの合
計バイトと使用可
能な物理メモリー
のバイト。

該当なし

1008116 合計スワップ・スペースは number
バイトです。使用可能なスワッ
プ・スペースは number バイトで

す。

スワップ・スペー
スの合計バイトと
使用可能なスワッ
プ・スペースのバ
イト。

該当なし

1008117 合計仮想メモリーは number バイト

です。使用可能な仮想メモリーは
number バイトです。

仮想メモリーの合
計バイトと使用可
能な仮想メモリー
のバイト。

該当なし

1008118 メモリー・ページ・サイズは
number バイトです。割当ての細分

度は number バイトです。

メモリー・ペー
ジ・サイズの合計
バイトと、メモ
リーが割り当てら
れているサイズ。

該当なし

1008119 メモリー・ページ・サイズは
number バイトです

メモリー・ペー
ジ・サイズの合計
バイト。

該当なし

1008120 pointerName (functionName 中)の物理

メモリーは割当てできません

Essbase がリストさ

れた関数に物理メ
モリーを割り当て
られません。

物理メモリーが十分にあることを確認
してください。

1008121 pointerName (functionName 中)の物理

メモリーは再割当てで割り当てら
れません

Essbase がリストさ

れた関数に物理メ
モリーを再割当て
できません。

物理メモリーが十分にあることを確認
してください。
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1008122 pointerName (functionName 中)の割当

て済メモリーはロックできません

Essbase が必要なメ

モリーをロックで
きません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

ロックするメモリーが有効であること
を確認してください。オペレーティン
グ・システムのドキュメンテーション
を参照してください。

1008123 pointerName (functionName 中)の割当

て済メモリーは再割当てでロック
できません

Essbase が必要なメ

モリーをロックで
きません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

ロックするメモリーが有効であること
を確認してください。オペレーティン
グ・システムのドキュメンテーション
を参照してください。

1008124 割当て量不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーはロックできません

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

Essbase サーバーのメモリー要件を確認

してください。必要に応じて、物理メ
モリーを増やしてください。

1008125 権限不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーはロックできません

Essbase にメモリー

をロックするため
の正しいオペレー
ティング・システ
ム権限が割り当て
られていません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。
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1008126 割当て量不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーは再割当てでロックできませ
ん

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

Essbase サーバーのメモリー要件を確認

してください。必要に応じて、物理メ
モリーを増やしてください。

1008127 権限不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーは再割当てでロックできませ
ん

Essbase にメモリー

をロックするため
の正しいオペレー
ティング・システ
ム権限が割り当て
られていません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

1008128 pointerName (functionName 中)の物理

メモリーは割り当てられません。
詳細はアプリケーション・ログを
参照してください。

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

必要に応じて、キャッシュ・サイズを
小さくしてください。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

サーバー・コンピュータを再起動しま
す。

Essbase サーバーの物理メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、物
理メモリーを増やしてください。

appName.logを参照してください。

1008129 pointerName (functionName 中)の物理

メモリーは再割当てで割り当てら
れません。詳細はアプリケーショ
ン・ログを参照してください。

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

必要に応じて、キャッシュ・サイズを
小さくしてください。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

サーバー・コンピュータを再起動しま
す。

Essbase サーバーの物理メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、物
理メモリーを増やしてください。

appName.logを参照してください。
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1008130 pointerName の割当て済メモリーは

ロックできません。詳細はアプリ
ケーション・ログを参照してくだ
さい。

Essbase が必要なメ

モリーをロックで
きません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

ロックするメモリーが有効であること
を確認してください。

appName.logを参照してください。

1008131 pointerName (functionName 中)の割当

て済メモリーは再割当てで割り当
てられません。詳細はアプリケー
ション・ログを参照してください。

Essbase が必要なメ

モリーをロックで
きません。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

ロックするメモリーが有効であること
を確認してください。

appName.logを参照してください。

1008132 割当て量不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーはロックできません。詳細は
アプリケーション・ログを参照し
てください。

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

Essbase サーバーのメモリー要件を確認

してください。必要に応じて、物理メ
モリーを増やしてください。

appName.logを参照してください。
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1008133 権限不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーはロックできません。詳細は
アプリケーション・ログを参照し
てください。

Essbase に必要なメ

モリーをロックす
るための正しいオ
ペレーティング・
システム権限が割
り当てられていま
せん。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

appName.logを参照してください。

1008134 割当て量不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーは再割当てでロックできませ
ん。詳細はアプリケーション・ロ
グを参照してください。

Essbase にメモリー

をロックするため
に十分な物理メモ
リーがありません。

必要に応じて、キャッシュ・サイズを
小さくしてください。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

サーバー・コンピュータを再起動しま
す。

Essbase サーバーの物理メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、物
理メモリーを増やしてください。

appName.logを参照してください。
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1008135 権限不足のため、pointerName
(functionName 中)の割当て済メモ

リーは再割当てでロックできませ
ん。詳細はアプリケーション・ロ
グを参照してください。

Essbase に必要なメ

モリーをロックす
るための正しいオ
ペレーティング・
システム権限が割
り当てられていま
せん。

エージェントに正しいオペレーティン
グ・システム権限が割り当てられてい
ることを確認してください(159 ページ

の「オペレーティング・システム権限
の判別」を参照してください)。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストー

ル概要』を確認してください。リレー
ショナル・データベースなどのリソー
ス集中型のアプリケーションを同じコ
ンピュータで実行している場合、その
リソース集中型のアプリケーションが
Essbase に必要なリソースを使用してい

る可能性があります。

appName.logを参照してください。

1008136 pointerName (functionName 中)のロッ

クされたメモリーを解放できませ
ん

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

Oracle サポートに連絡してください。

1008137 pointerName (functionName 中)のメモ

リーを再割当て時に解放できませ
ん

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

Oracle サポートに連絡してください。

1008138 pointerName (functionName 中)のメモ

リーを再割当て時に解放できませ
ん。詳細はアプリケーション・ロ
グを参照してください。

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

appName.logを参照してください。

Oracle サポートに連絡してください。

1008139 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーは割り当てられま
せん

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

1008140 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーを解放できません

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

Oracle サポートに連絡してください。
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1008141 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーは再割当てで割り
当てられません

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

1008142 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーを再割当て時に解
放できません

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

Oracle サポートに連絡してください。

1008143 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーは割り当てられま
せん。詳細はアプリケーション・
ログを参照してください。

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

appName.logを参照してください。

1008144 Essbase サーバーの仮想メモリー要

件を確認してください。必要に応
じて、仮想メモリーを増やして
Essbase サーバーを再起動してくだ

さい。

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

appName.logを参照してください。

1008145 pointerName (functionName 中)の境界

合せ済メモリーを再割当て時に解
放できません。詳細はアプリケー
ション・ログを参照してください。

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

appName.logを参照してください。

Oracle サポートに連絡してください。

1008146 pointerName (functionName 中)の割当

て済メモリーはロック解除できま
せん

Essbase でメモリー

を解放できません。
メモリーを解放す
る関数に無効なポ
インタが渡された
ためと考えられま
す。

Oracle サポートに連絡してください。

1008147 pointerName (functionName 中)のメモ

リーは割り当てられません

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

1008148 pointerName (functionName 中)のメモ

リーは割り当てられません。詳細
はアプリケーション・ログを参照
してください。

Essbase にはリスト

されたポインタに
メモリーを割り当
てるための十分な
仮想メモリーがあ
りません。

Essbase サーバーの仮想メモリー要件を

確認してください。必要に応じて、仮
想メモリーを増やして Essbase サーバー

を再起動してください。

appName.logを参照してください。
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1008149 異常シャットダウン要求を受け取
りました。アプリケーションを強
制的にシャットダウンしてもよろ
しいですか? [1-はい、2-いいえ]

Essbase Server サー

バーを誤って
シャット・ダウン
しようとしていま
す。

可能であれば、Essbase サーバーの停止

を正しく行ってください。

1. 2と入力して、Essbase サーバーの停

止を正しく行ってください。

2. Essbase サーバーを正しく停止できな

い場合は、1と入力して Essbase サー

バーを停止します。

3. これが機能しない場合は、タスクを
終了してください(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照し
てください)。

4. Essbase サーバーを停止した後、異常

シャットダウンのための手順を実行
してください。

1008150 異常シャットダウン要求が中止さ
れました。アプリケーションは処
理を続行します

管理者が、おそら
くメッセージ
1008149 に答えな

いことによって、
異常シャットダウ
ン要求を中止しま
した。

 

1008151 システムがビジーです。アプリ
ケーションは異常シャットダウン
要求を再試行します。

Essbase サーバーが

インデックスへの
書込みなどの重要
なタスクを実行し
ています。

タスクが完了すると、Essbase サーバー

が再度シャット・ダウンを試みます。

1008152 システムがまだビジーです。異常
シャットダウン要求を中止します。
後で再度試してください。

Essbase サーバーが

インデックスへの
書込みなどの重要
なタスクを実行し
ています。Essbase
サーバーは異常
シャットダウン要
求を中止してこの
タスクを終了しま
す。

可能であれば、数分待ってから Essbase
サーバーの停止を正しく行ってくださ
い。Essbase サーバーを正しく停止でき

ない場合は、タスクを終了してくださ
い(158 ページの「サーバー・タスクの

終了」を参照してください)。

Essbase サーバーを停止した後、異常

シャットダウンのための手順を実行し
てください。
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6
1012000 - 1012750: 計算メッ

セージ

表 6 に計算に関するエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 6 計算メッセージ 1012000 - 1012750

メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1012000 無効な構文- CALC コマンド

invalidCommandName ではありま

せん

Essbase で、計算スク

リプトに有効な計算
コマンドではないコ
マンドが検出されま
した。

計算コマンドが正しいことを確認しま
す。

l 計算コマンドのスペルは正しいです
か?

l 計算コマンド内のすべての変数のス
ペルは正しいですか?

l 計算コマンドは有効ですか?

1012001 計算スクリプト構文
calculationCommandWithErrors が無

効です

Essbase で、計算スク

リプトに構文エラー
が検出されました。

計算スクリプトが有効であることを確
認します。

Oracle Essbase データベース管理者ガイ

ドの計算スクリプトの構文に関する説
明も参照してください。

l 引用符で囲む必要のあるものすべて
を引用符で囲んでいますか?

l 計算スクリプト・エディタで計算ス
クリプトの構文を確認できますか?

l スペースも含めて、すべてのメン
バー名は正しいですか?メンバー名

にスペースがある場合は、そのメン
バー名を引用符で囲む必要がありま
す。

l すべての式の構文は正しいですか?

l SET など、計算動作を定義するコマ

ンドの構文は正しいですか?
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1012004

関連ト
ピック

1012005

メンバー名 memberName が無効

です

Essbase で、計算スク

リプトに無効なメン
バー名が検出されま
した。

メンバー名が有効であることを確認し
ます。

l 該当するメンバーはアウトラインに
まだ存在していますか?このエラー

は、通常、メンバーはアウトライン
から削除されているが、計算スクリ
プトから削除されていない場合に発
生します。メンバーがアウトライン
に存在しない場合は、計算スクリプ
トからそのメンバーへのすべての参
照を削除します。

l スペースも含めて、メンバー名のス
ペルは正しいですか?

l メンバー名に、スペース、ピリオド
などの特殊文字または数字のみが含
まれている場合は、メンバー名が引
用符で囲まれていることを確認しま
す。

l メンバー名を入力するかわりに、正
しいアウトラインと計算スクリプト
を関連付けてから、計算スクリプ
ト・エディタを使用してメンバー名
を生成してください。

1012005

関連ト
ピック

1012004

次元名 dimensionName が無効です Essbase で、計算スク

リプトに無効な次元
名が検出されました。

次元名が有効であることを確認します。

該当する次元はアウトラインにまだ存
在していますか?このエラーは、通常、

次元はアウトラインから削除されてい
るが、計算スクリプトから削除されて
いない場合に発生します。次元がアウ
トラインに存在しない場合は、計算ス
クリプトからその次元とそのメンバー
へのすべての参照を削除します。

スペースも含めて、次元名のスペルは
正しいですか?

次元名に、スペースなどの特殊文字が
含まれている場合は、次元名が引用符
で囲まれていることを確認します。

次元名を入力するかわりに、正しいア
ウトラインと計算スクリプトを関連付
けてから、計算スクリプト・エディタ
を使用して次元名を生成してください。

1012009 変数名 variableName が長すぎます Essbase で、長すぎる

変数名が検出されま
した。変数名は 32 バ

イト以下である必要
があります。

変数名を検索して、32 バイト以下にし

てください。

次元名が有効であることを確認します。

変数を使用する前に、変数を正しく宣
言していることを確認します。

1012010 変数名 variableName が再宣言され

ました

1 つの計算スクリプト

で変数が複数回宣言
されました。

計算スクリプトを確認して、余分な変
数の宣言を削除します。変数を使用す
る前に、変数を正しく宣言しているこ
とを確認します。
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1012011 変数名 variableName はメンバー名

と競合しています

リストされた変数に
割り当てられた名前
がアウトラインのメ
ンバー名に一致しま
す。

変数に一意の名前を割り当てます。変
数名は 32 バイト以下にする必要があ

り、Essbase の命名ルールに従う必要が

あります。変数を使用する前に、変数
を正しく宣言していることを確認しま
す。

1012012 配列変数の範囲指定子
dimensionName は次元ではありま

せん

配列変数のサイズを
決定する計算スクリ
プト内の次元は、有
効な次元ではありま
せんでした。

次元名が有効であることを確認します。

l 該当する次元はアウトラインに存在
していますか?

l スペースも含めて、次元のスペルは
正しいですか?メンバーを入力する

かわりに、正しいアウトラインと計
算スクリプトを関連付けてから、計
算スクリプト・エディタを使用して
メンバー名を生成してください。

l 次元名に、スペースなどの特殊文字
が含まれている場合は、次元名が引
用符で囲まれていることを確認しま
す。

計算スクリプトで次元名が
[dimensionName]のように大カッコで囲ま

れていることを確認します。

計算スクリプト内の ARRAY コマンドが

有効であることを確認します。

1012013 計算スクリプト・エラー- 予期し

ないファイルの終わりに到達し
ました

計算スクリプトにコ
メントの始まりを示
す記号/*が含まれて
いましたが、対とな
るコメントの終わり
を示す記号*/が含ま
れていませんでした。

コメントの末尾にコメントの終わりを
示す記号*/を追加してください。

1012015 制限付き計算では CALC ALL は使

用できません

Essbase で、FIX-ENDFIX
コマンド・ブロック
内に CALC ALL コマン

ドが検出されました。

FIX-ENDFIX コマンド・ブロック内で CALC
ALL コマンドを使用しないようにしてく

ださい。CALC ALL コマンドは、データ

ベース全体を計算しますが、FIX コマン

ドは、データベースの一部のみを計算
します。

1012016

関連ト
ピック

1012017

次元メンバー memberName を制

限付きメンバー memberName を

使用して計算できません

計算スクリプトに、
計算を同じ次元内の
別のメンバーに制限
した後でメンバーを
計算しようとする計
算が含まれていまし
た。

FIX ステートメントでメンバーの位置が

正しいことを確認します。メンバーを
指定する場合、そのメンバーのみを計
算できます。たとえば、次の FIX ステー

トメントは売上メンバーを対象として
いますが、別のメンバーである利益を
計算しようとするため、この FIX ステー

トメントは正しくありません:

FIX(Sales) Profit; ENDFIX

次の FIX ステートメントは正しいです:

FIX (Sales) Sales; ENDFIX
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1012017

関連ト
ピック

1012016

次元 dimensionName を制限付きメ

ンバー memberName を使用して

計算できません

計算スクリプトに、
計算を同じ次元の特
定のメンバーに制限
した後で次元を計算
しようとする計算が
含まれていました。

FIX ステートメントで次元の位置が正し

いことを確認します。メンバーを指定
する場合、同じ次元にあるそのメンバー
のみを計算できます。たとえば、次の
FIX ステートメントは、メジャー次元の

一部である売上メンバーを対象として
いますが、メジャー次元全体を計算し
ようとするため、この FIX ステートメン

トは正しくありません:

FIX(Sales) CALC DIM Measures;

ENDFIX

1012018 AGG コマンドで次元

dimensionName が再宣言されまし

た

1 つの AGG コマンド

で次元名が複数回宣
言されました。

計算スクリプトを確認して、余分な次
元名の宣言を削除してください。

1012019 計算スクリプトのブロック区切
り文字 delimiterName は対になっ

ていません delimiterName

計算スクリプトに左
カッコまたは右カッ
コがありません。

計算スクリプトを確認して、足りない
カッコを補うか、または余分なカッコ
を削除してください。

1012021 計算スクリプト・コマンド
calculationScriptCommand は不完全

です

リストされた計算ス
クリプト・コマンド
は不完全でした。

計算スクリプト・コマンドで、関連す
るすべてのデータを指定していること
を確認します。

l ENDFIX コマンドのない FIX コマンド

または ENDLOOP コマンドのない

LOOP コマンドなど、開いているフ

ロー制御コマンドはありませんか?

l セミコロンが欠落していませんか?

l 始まりのカッコすべてに対応する終
わりのカッコがありますか?

1012023 密次元 dimensionName への集約は

現在サポートされていません

Essbase では、密次元

に対して AGG コマン

ドを使用できません。

計算スクリプトを確認して、密のタグ
の付いた次元で AGG コマンドを使用し

ていないことを確認します。

1012024 次元 dimensionName を制限付きメ

ンバー memberName で集約でき

ません

計算スクリプトに、
計算を同じ次元の特
定のメンバーに制限
した後で次元を集約
しようとする計算が
含まれています。

FIX ステートメントで次元の位置が正し

いことを確認します。メンバーを指定
する場合、そのメンバーのみを集約で
きます。たとえば、次の FIX ステートメ

ントは売上メンバーを対象としていま
すが、次元であるメジャーを集約しよ
うとるするため、この FIX ステートメン

トは正しくありません:

FIX(Sales) AGG(Measures); ENDFIX

次の FIX ステートメントは正しいです:

FIX (Sales) AGG (Sales); ENDFIX
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1012025 このデータベースに設定されて
いる通貨データベースはありま
せん

Essbase で、通貨デー

タベースが必要な計
算を実行しようとし
ましたが、通貨デー
タベースが存在しま
せんでした。

メイン・データベースが通貨データベー
スにリンクしていることを確認します。

メイン・データベースが通貨データベー
スに接続できることを確認します。
初に、次の 2 つの手順を試します:

アプリケーションを停止して再起動し
ます。

メイン・データベースが通貨データベー
スにリンクしていることを確認します。

これらの手順で解決しない場合は、ア
プリケーションとメイン・データベー
スで次の手順を実行します:

1. アプリケーションとメイン・データ
ベースを停止します。

2. メイン・データベース ARBORPATH/

app/appName/databaseName/

databaseName.dbファイルの名前を

別の名前に変更します。

3. 新規アプリケーションとデータベー
スを作成します。

4. 手順 3 で作成した databaseName.db
ファイルを手順 1 で停止したアプリ

ケーションとデータベースに移動し
ます。

5. 手順 1 で停止したアプリケーション

を再起動します。

1012026 commandName コマンドを指定可

能な対象は CURPARTITION メン

バーのみです

Essbase で、

CURPARTITION 次元に属

していないメンバー
を指定しようとしま
した。

CCONV コマンドを使用する場合は、FIX
コマンドに指定するすべてのメンバー
が CURPARTITION 次元に属していること

を確認します。

1012027 CURPARTITION とタグ付けされた次

元はありません。commandName
コマンドを指定可能なメンバー
は存在しません

Essbase で、

CURPARTITION 次元のメ

ンバーを FIX で指定し

ようとしましたが、
CURPARTITION 次元が

データベースに定義
されていません。

Essbase で、CURPARTITION 次元のメン

バーを FIX で指定しようとしましたが、

CURPARTITION 次元がデータベースに定義

されていません。

1012028 commandName コマンドは

CURPARTITION メンバーに指定する

必要があります

Essbase では、通貨

パーティションが定
義されていない場合、
CCONV コマンドを使

用できません。

CCONV コマンドを使用する場合は、FIX
コマンドに指定するすべてのメンバー
が CURPARTITION 次元に属していること

を確認します。

1012029 DCOPY コマンドのターゲット範囲

range は無効です

DATACOPY コマンドで、

ソース範囲のメン
バー数とターゲット
範囲のメンバー数が
一致しません。

ソース範囲のメンバー数(コピー元のメ

ンバーのセット)がターゲット範囲のメ

ンバー数(コピー先のメンバーのセッ

ト)と一致することを確認します。

DATACOPY コマンドが正しいことを確認

します。
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1012030 DATACOPY コマンド command はそ

れ自体にデータをコピーできま
せん

DATACOPY コマンドは、

ソース範囲のメン
バーの範囲をター
ゲット範囲にコピー
するときに使用しま
す。DATACOPY コマン

ドを使用して、ソー
ス範囲のメンバーの
範囲をそのソース範
囲にコピーすること
はできません。

DATACOPY コマンドが正しい範囲をコ

ピーするように設定されていることを
確認します。ソース範囲とターゲット
範囲を比較して、DATACOPY コマンドで

データをソース範囲にコピーしようと
していないことを確認します。

1012031 DATACOPY コマンド command は

Range Fix と競合しています

Essbase で、指定した

範囲外のメンバーの
範囲をコピーしよう
としました。

DATACOPY 範囲と FIX 範囲を一致させる

か、または DATACOPY 範囲を FIX 範囲の

サブセットにして互換可能なものにし
ます。

1012032 CURPARTITION をタグ付けすると、

DATACOPY コマンド command が使

用できるのは通貨パーティショ
ン全体のコピーのみになります

Essbase で、DATACOPY
とともに FIX コマンド

を使用して通貨パー
ティションをコピー
しようとしましたが、
これは禁止されてい
ます。

通貨パーティションをコピーする場合
は、DATACOPY コマンドで FIX コマンド

を使用していないことを確認します。
DATACOPY コマンドは、通貨パーティ

ション全体をコピーするときに使用し
ます。

1012033 通貨換算はこのサーバーでは使
用できません。CALC コマンド

commandName はサポートされて

いません

このコマンドは、通
貨換算アプリケー
ションを使用してい
る場合にのみ使用で
きます。

 

1012034 変数 variableName は宣言されてい

ません

計算スクリプトで使
用された変数は宣言
されていません。

変数を使用する前に、変数を正しく宣
言していることを確認します。

1012035 変数 variableName は VAR 型にす

る必要があります

リストされた変数は
ARRAY 型ではなく VAR
型にする必要があり
ます。

変数を正しく宣言していることを確認
します。

1012036 計算スクリプトのブロック・コ
マンド blockCommandName は

blockEndCommandName で終了し

ません

Essbase で、閉じられ

ていないブロック・
コマンドが検出され
ました。

各 FIX コマンドを ENDFIX コマンドで閉

じていることを確認します。各 LOOP コ

マンドを ENDLOOP コマンドで閉じてい

ることを確認します。

1012037 kindOfShare 共有メンバー

sharedMemberName のカスタム計

算はできません

Essbase で、共有メン

バーに対して式を計
算しようとしました。

共有メンバーにデータは格納されない
ので、共有メンバーには式を添付でき
ません。メンバーのストレージ・プロ
パティが共有として明示的にタグ付け
されているか、メンバーが暗黙的に共
有されているので、リストされたメン
バーは共有されていないことを確認し
ます。
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1012038 定数 constantName が変数

variableName に割り当てられまし

たがこの定数は数値ではありま
せん

Essbase で、数値でな

い値をリストされた
変数に割り当てよう
としました。リスト
された変数は数値の
みを受け入れること
ができます。

変数を正しく宣言していることを確認
します。

1012039 定数 constantName が配列変数

arrayVariableName に割り当てられ

ましたがこの定数は数値ではあ
りません

Essbase で、数値でな

い値をリストされた
配列変数に割り当て
ようとしました。リ
ストされた配列変数
は数値のみを受け入
れることができます。

配列変数の割当てを正しく行ったかを
確認します。

1012040 配列変数 arrayVariableName に割り

当てられた初期定数が多すぎま
す

Essbase によって配列

に割り当てようとし
た値の数が、関連次
元のメンバー数を超
えています。

ARRAY コマンドを正しく使用しているこ

とを確認します。

正しい次元に値を割り当てていること
を確認します。

1012041 memberName は有効な通貨タイ

プ・メンバーではありません

Essbase で、CurType 次

元に属していないメ
ンバーを使用して通
貨タイプを指定しよ
うとしました。

CCONV 関数を正しく使用していること、

通貨データベースが正しく設定されて
いることを確認します。リストされた
メンバーが通貨タイプ・メンバーとし
て定義されていることを確認します。

1012042 代替変数 substitionVariableName は

存在しません

計算スクリプトでは
リストされた代替変
数を見つけられませ
ん。

代替変数を正しく作成していることを
確認します。代替変数を正しいレベル
で作成したことを確認してください。

l データベース・レベルで作成した代
替変数は、そのデータベース内のす
べての計算スクリプトに対して使用
できます。

l アプリケーション・レベルで作成し
た代替変数は、そのアプリケーショ
ン内のすべての計算スクリプトに対
して使用できます。

l サーバー・レベルで作成した代替変
数は、Essbase サーバーのすべての

計算スクリプトに対して使用できま
す。
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1012043 この計算スクリプトでは仮想メ
ンバー memberName の計算はで

きません

計算スクリプトで動
的計算メンバーの値
を設定しようとした
か、または動的計算
メンバーの計算を要
求しようとしました。

動的計算メンバーは、クエリーがメン
バーの値を要求した場合にクエリー時
に計算されます。計算スクリプトで計
算することはできません。動的計算メ
ンバーが式の左側にないことを確認し
ます。たとえば、Qtr1 は動的計算なの

で、次の式は正しくありません:

Qtr1 = Jan + Feb + Mar;

Qtr1 が動的計算である場合、次の式も

正しくありません:

vbb Qtr1;

Year が動的計算ではなく、Qtr1 と Qtr2
が動的計算の場合は、次の式は正しい
です:

Year = Qtr1 + Qtr2;

1012044 ビットマップからの変換時の固
定メンバー・カウント number が
無効です

 Oracle サポートに連絡してください。

1012045 関数 functionName ではビットマッ

プを固定メンバーに変換できま
せん

 Oracle サポートに連絡してください。

1012046 関数 functionName では MEMNOR
を MEMNO に変換できません

 Oracle サポートに連絡してください。

1012047 属性次元 attributeDimensionName
での集約は現在サポートされて
いません

Essbase で、AGG コマ

ンドを使用してリス
トされた属性次元を
計算しようとしまし
た。

AGG コマンドを使用して、属性次元を

計算していないことを確認します。属
性次元にはデータが保管されません。
属性次元は、クエリーがメンバーの値
を要求した場合にクエリー時に計算さ
れます。

1012048 属性次元 attributeDimensionName
での Calc Dim は現在サポートさ

れていません

Essbase で、CALC DIM
コマンドを使用して
リストされた属性次
元を計算しようとし
ました。

CALC DIM コマンドを使用して、属性次

元を計算していないことを確認します。
属性次元にはデータが保管されません。
属性次元は、クエリーがメンバーの値
を要求した場合にクエリー時に計算さ
れます。

1012049 属性次元メンバー memberName
のデータを消去できません

Essbase で、リストさ

れた属性次元から
データを消去しよう
としました。

属性次元にはデータが保管されません。
属性次元は、クエリーがメンバーの値
を要求した場合にクエリー時に計算さ
れます。属性次元または属性次元のメ
ンバーからデータを消去することはで
きません。

1012050 属性次元メンバー memberName
で DATACOPY を実行できません

Essbase で、DATACOPY
コマンドを使用して
リストされた属性次
元にデータをコピー
しようとしました。

DATACOPY コマンドを使用して、データ

を属性次元にコピーしていないことを
確認します。属性次元にはデータが保
管されません。属性次元は、クエリー
がメンバーの値を要求した場合にクエ
リー時に計算されます。
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1012051 バッチ計算エラー。FIX ステート

メントには次元 dimensionName か

らの動的計算メンバーを指定す
ることはできません

Essbase で、動的計算

メンバーを指定しよ
うとしました。

動的計算とタグ付けされたメンバーを
指定していないことを確認します。動
的計算メンバーにはデータが保管され
ません。属性次元は、クエリーがメン
バーの値を要求した場合にクエリー時
に計算されます。リストされたメンバー
を指定するには、メンバーを動的計算
から保管に変更します。

1012052 計算でエラーが検出された後は
ブロック固定を解除できません

計算によって変更さ
れたデータ・ブロッ
クが不整合な状態で
残されていました。

データベースを停止して再起動するか、
Oracle サポートに連絡します。Essbase
では、すべての値を前の状態に戻すか、
エラーの前に計算された値を保持しま
す。Essbase による取消しの処理は、

Essbase のカーネル分離レベル設定に

よって異なります。

1012053 計算はユーザーによって取り消
されました

ユーザーは計算の実
行中に「取消し」を
押しました。Essbase
では、すべての値を
前の状態に戻すか、
取消し前に計算され
た値を保持します。

Essbase による取消しの処理は Essbase
のカーネル分離レベル設定によって異
なります。

1012054 バッチ計算エラー。次元
dimensionName での計算が必要な

すべてのメンバーは、2 パス計算

および動的計算です

Essbase で、保管済メ

ンバーを含んでいな
い次元を指定しよう
としました。

計算スクリプトで指定する次元の 1 つ

以上のメンバーが保管とタグ付けされ
ていることを確認します。1 つ以上の

保管済メンバーが 2 パスとタグ付けさ

れていないことを確認します。

1012055 式 inside FIX の結果は空集合にな

ります。操作が中断されました

Essbase で、存在しな

いメンバーまたはメ
ンバー・セットを指
定しようとしました。

計算スクリプトで指定するメンバーが
有効であることを確認します。計算ス
クリプトで関数によって決定されたメ
ンバー・セットを指定する場合、その
関数が少なくとも 1 つのメンバーを戻

すことを確認します。次の計算スクリ
プトは、1 月がレベル 0 メンバーなの

で正しくありません。1 月に子がない

のに、計算スクリプトは 1 月の子を指

定しようとします:

FIX(@CHILDREN (January))     CALC

DIM (Product); ENDFIX

Qtr1 はレベル 0 メンバーではないので、

次の計算スクリプトは正しいです:

FIX(@CHILDREN (Qtr1))     CALC DIM

(Product); ENDFIX

1012061 CALC コマンド commandName を使

用できるのは CALC メンバー式で

のみです

Essbase でリストされ

たコマンドを実行で
きません。

IF コマンドと ELSE コマンドはメンバー

式内で使用する必要があります。この
コマンドは、計算スクリプトでは使用
できません。

1012062 代替変数名 variable name が 大長

(number of characters 文字)を超えて

います

代替変数の名前が、
許容される文字数を
超えています。

変数の名前を変更して、文字の 大長
を超えないようにします。
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1012063 非 Unicode 構成のアプリケーショ

ンでは、代替変数で UTF-8 エン

コードされたデータを処理でき
ません

Unicode でエンコード

されたデータを非
Unicode アプリケー

ションで処理しよう
としました。

アプリケーションを Unicode モードに移

行していることを確認します。

1012106 Calc String 関数 functionName の後

には'('を付ける必要があります

リストされた関数に
は左カッコ"("が必要

です。

関数名の後に左カッコを挿入し、関数
パラメータをカンマで区切り、右カッ
コを挿入します。関数の構文を確認し
てください。

1012121 メンバー memberName の計算文

字列 memberFormula のロード中に

エラーが見つかりました。無視
されました

1 つ以上の構文エラー

が見つかったため、
Essbase でメンバーに

添付された式をコン
パイルできませんで
した。

構文エラーのリストについては、アプ
リケーション・ログ(HYPERION_HOME/
logs/essbase/app/appName/appName.

log)を参照してください。構文エラー

を訂正します。計算スクリプト・コマ
ンドの構文を確認します。

1012134 世代番号 number は整数にする必

要があります

Essbase で、整数でな

い世代番号が検出さ
れました。

すべての世代の番号が整数であること
を確認します。

1012135 レベル番号 number は整数にする

必要があります

Essbase で、整数でな

いレベル番号が検出
されました。

すべてのレベルの番号が整数であるこ
とを確認します。

1012136 名前付き世代 generationName は定

義されていません

Essbase で、データ

ベースで定義されて
いない世代名が検出
されました。

データベースで世代名が正しく定義さ
れていることを確認します。

1012137 名前付きレベル levelName は定義

されていません

Essbase で、データ

ベースで定義されて
いないレベル名が検
出されました。

データベースでレベル名が正しく定義
されていることを確認します。
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1012139 会計次元に memberType メンバー

はありません

リストされたメン
バー・タイプは、勘
定科目とタグ付けさ
れた次元にはありま
せんでした。

CALC FIRST、CALC LAST、CALC AVERAGE ま

たは CALC TWOPASS コマンドを使用して

いる場合、アウトラインに勘定科目と
タグ付けされた次元があり、勘定科目
とタグ付けされた次元が次のメンバー
を含んでいることを確認します:

l CALC FIRST コマンドを使用している

場合、会計次元には期首のタイム・
バランスのタグが付いたメンバーが
なければなりません。

l CALC LAST コマンドを使用している場

合、会計次元には期末のタイム・バ
ランスのタグが付いたメンバーがな
ければなりません。

l CALC AVERAGE コマンドを使用してい

る場合、会計次元には平均のタイ
ム・バランスのタグが付いたメン
バーがなければなりません。

l CALC TWOPASS コマンドを使用してい

る場合、会計次元には 2 パスという

タグの付いたメンバーがなければな
りません。

1012141 一致文字 stringToMatch が不正です @MATCH 関数で指定さ

れたパターンが無効
でした。

@MATCH 関数の構文を確認して、問題箇

所を訂正します。

1012142 入力した inputValue は有効な世

代/レベル名でも世代/レベル番

号でもありません

Essbase で、無効な世

代/レベル番号または

世代/レベル名が検出

されました。

すべての世代またはレベルの番号が整
数であること、またはすべての世代ま
たはレベルの名前が有効であることを
確認します。メンバーの命名ルールと
同じルールに従います。

1012143 @MATCH 検索文字列

stringToSearchFor は必ず二重引用

符で囲む必要があります

リストされた文字列
は引用符で囲まれて
いないので、Essbase
で検索できませんで
した。

@MATCH コマンド構文を確認します。
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1012500 要求された計算スクリプト
calcScriptName は見つかりません

でした

Essbase でリストされ

た計算スクリプトを
開けませんでした。

Essbase で計算スクリプトを見つけるこ

とができることを確認します。

l 計算スクリプト名とパスは正しいで
すか?スペルに間違いがないか確認

します。

l 計算スクリプトを UNIX プラット

フォームで使用する場合、大文字と
小文字は正しいですか?

l 計算スクリプトが指定された場所に
ありますか?他のユーザーによって

移動または削除されていないことを
確認します。

Essbase で計算スクリプトを使用できる

ことを確認します。

l 他のユーザーまたはアプリケーショ
ンで計算スクリプトが使用されてい
ませんか?

l 計算スクリプトのファイル拡張子は
正しいですか?計算スクリプトのファ

イル拡張子は.cscにする必要があ

ります。

l 計算スクリプトは有効ですか?

l 計算している Essbase データベース

に対して権限が正しく設定されてい
ますか?

1012501 計算機の内部エラー。入力タイ
プ inputTypes は無効です

Essbase で計算スクリ

プトを読み取れませ
んでした。

クライアントが計算スクリプトの場所
を Essbase サーバーに正しく渡している

ことを確認します。

1012550 計算の合計経過時間: number 秒 Essbase で計算の実行

にかかった時間の長
さ。

該当なし

1012551 データベース databaseName の通

貨を currencyType に変換していま

す

Essbase でリストされ

たデータベースの通
貨タイプを変換して
います。

該当なし

1012552 rangeOfCells のデータをコピーし

ています

Essbase でリストされ

たセルの範囲のデー
タをコピーしていま
す。

該当なし

1012553 rangeOfCells(固定メンバー

memberNames)のデータをコピー

しています

Essbase でリストされ

たセルの範囲のデー
タをコピーしていま
す。

該当なし

1012554 partitionName パーティションの

データを消去しています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データを消去してい
ます。

該当なし
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1012555 partitionName パーティション(固
定メンバー memberNames)のデー

タを消去しています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データを消去してい
ます。

該当なし

1012556 計算はユーザー userName によっ

て取り消されました

リストされたユー
ザーが完了前に計算
を取り消しました。

該当なし

Essbase では、すべての値を前の状態に

戻すか、取消し前に計算された値を保
持します。Essbase による取消しの処理

は、Essbase のカーネル分離レベル設定

によって異なります。

1012557 partitionName パーティションのす

べてのデータ・ブロックを消去
しています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データを消去してい
ます。

該当なし

1012558 partitionName パーティション(固
定メンバー memberNames)のすべ

てのデータ・ブロックを消去し
ています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データを消去してい
ます。

該当なし

1012559 partitionName パーティションの上

位データ・ブロックを消去して
います

Essbase でリストされ

たパーティションの
上位レベル・デー
タ・ブロックから
データを消去してい
ます。

該当なし

1012560 partitionName パーティション(固
定メンバー memberNames)の上位

データ・ブロックを消去してい
ます

Essbase でリストされ

たパーティションの
上位レベル・デー
タ・ブロックから
データを消去してい
ます。

該当なし

1012561 partitionName パーティションの非

入力データ・ブロックを消去し
ています

Essbase でリストされ

たパーティションの
非入力データ・ブ
ロックからデータを
消去しています。

該当なし

1012562 partitionName パーティション(固
定メンバー memberNames)の非入

力データ・ブロックを消去して
います

Essbase でリストされ

たパーティションの
非入力データ・ブ
ロックからデータを
消去しています。

該当なし
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1012563 浮動小数点エラー errorType に

よって計算は中止されました

Essbase で、オーバー

フロー、アンダーフ
ローまたはゼロによ
る除算などの浮動小
数点エラーが検出さ
れたため、計算は取
り消されました。

1. 浮動小数点エラーを訂正してくださ
い。

オーバーフロー・エラーは、2 つの

非常に大きい数を乗算しようとした
ときに結果が大きくなりすぎてコン
ピュータ・ハードウェアが対応でき
ない場合に発生します。

アンダーフロー・エラーは、非常に
小さい数を非常に大きい数で除算し
ようとしたときに結果が小さくなり
すぎてコンピュータ・ハードウェア
が対応できない場合に発生します。

ゼロによる除算エラーは、1 つのメ

ンバーをゼロとなる他のメンバーで
除算しようとしたときに発生しま
す。

2. データ値を前の状態に戻してくださ
い。

Essbase では、すべての値を前の状

態に戻すか、取消し前に計算された
値を保持します。Essbase による取

消しの処理は Essbase カーネルの分

離レベル設定によって異なります。

3. 計算を再度実行してください。

1012564 浮動小数点エラーによって計算
は中止されました

Essbase で、オーバー

フロー、アンダーフ
ローまたはゼロによ
る除算などの浮動小
数点エラーが検出さ
れたため、計算は取
り消されました。

1. 浮動小数点エラーを訂正してくださ
い。

オーバーフロー・エラーは、2 つの

非常に大きい数を乗算しようとした
ときに結果が大きくなりすぎてコン
ピュータ・ハードウェアが対応でき
ない場合に発生します。

アンダーフロー・エラーは、非常に
小さい数を非常に大きい数で除算し
ようとしたときに結果が小さくなり
すぎてコンピュータ・ハードウェア
が対応できない場合に発生します。

ゼロによる除算エラーは、1 つのメ

ンバーをゼロとなる他のメンバーで
除算しようとしたときに発生しま
す。

2. データ値を前の状態に戻してくださ
い。

Essbase では、すべての値を前の状

態に戻すか、取消し前に計算された
値を保持します。Essbase による取

消しの処理は Essbase カーネルの分

離レベル設定によって異なります。

3. 計算を再度実行してください。
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1012566 ループの開始--次のコマンドを

number 回ループしています

Essbase で、計算スク

リプト・コマンドを
リストされた回数
ループしています。

該当なし

1012567 ループの終了--上記のコマンドは

実際には number 回ループしまし

た

計算スクリプトで指
定されたループは、
Essbase でリストされ

た回数実行されまし
た。

該当なし

1012568 ブロックのコミット間隔が
number ブロックに調整されまし

た

Essbase サーバーに

よって、パフォーマ
ンスを 適化するた
めにブロックのコ
ミット間隔が変更さ
れました。

該当なし

1012569 メンバー memberName の式(また

は、そのメンバーからの後方依
存)によって、強制的に逐次モー

ドで計算を実行します

リストされたメン
バーの式では、並列
モードではなく逐次
モードで計算を実行
する必要があります。

該当なし

並列モードで計算を実行するには、式
を削除するか、メンバーに動的計算の
タグ付けをしてください。

1012570 次元 dimensionName が循環従属関

係または再帰従属関係を伴う場
合は、強制的に逐次モードで計
算を実行します

リストされた次元に、
並列モードではなく
逐次モードで計算を
実行する必要がある
従属関係が含まれて
います。

該当なし

並列モードで計算を実行するには、式
を削除するか、メンバーに動的計算の
タグ付けをしてください。

1012571 変数または@XREF 関数を伴う式が

ある場合は、強制的に逐次モー
ドで計算を実行します

計算は、並列モード
ではなく逐次モード
で実行されます。

該当なし

@XREF 関数を伴う変数を使用する式また

は計算スクリプトは、逐次モードで計
算する必要があります。

1012600 メンバー memberName は欠落値、

無効な値、またはゼロ付近の値
で除算を試行しました(このメッ

セージは再表示されません)

リストされたメン
バーを計算するとき
に、Essbase でゼロま

たは欠落した値など
の無効な値で除算を
実行しようとしまし
た。

リストされたメンバーを計算した式ま
たは計算スクリプトを確認して、計算
で使用したすべての値が有効であるこ
とを確認します。

1012667 サーバーに通貨換算オプション
がありません。計算スクリプ
ト・コマンド[CCONV]は無視され

ました

Essbase サーバーに通

貨換算オプションが
ありません。

このコマンドは、通貨換算アプリケー
ションを使用している場合にのみ使用
できます。

1012668 memberNames を固定メンバー

memberNames で計算しています

Essbase で計算してい

るメンバーおよび固
定されているメン
バー。

該当なし

1012669 memberNames を計算中 Essbase で計算してい

るメンバー。

該当なし
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1012670 memberNames を固定メンバー

memberName で集約しています

Essbase で集約してい

るメンバーおよび固
定されているメン
バー。

該当なし

1012671 memberNames を集約中 Essbase で集約してい

るメンバー。

該当なし

1012672 計算機情報メッセージ:
messageInformation

Essbase でアクション

を実行しています。
要求に従って情報が
ログに記録されます。
たとえば、SET MSG コ

マンドを使用する場
合、計算に関する詳
細はログに記録され
ます。

該当なし

1012674 計算に割り当てられたハッ
シュ・メモリー number を使い果

たしました。ハッシュ・テーブ
ルはオフになりました。essbase.
cfg ファイルの

CalcHashTblMemLimit を増やしてく

ださい。

Essbase にハッシュ・

メモリーがなくなり
ました。

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

CALCHASHTBLMEMORY の値を追加する

か、または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。

4. 計算を再度実行してください。

1012675 その計算に対するブロックのコ
ミット間隔は number です

一度にコミットされ
るブロックの数。

該当なし

1012676 メンバー memberName は@POWER/
@FACTORIAL 関数を実行しようと

しています。引数が範囲外です。
結果はバージョン 6.0 以前とは異

なる場合があります(このメッ

セージは再表示されません)

値が大きすぎるため、
Essbase で@POWER 関

数または@FACTORIAL
関数を計算できませ
ん。

式または計算スクリプトが 2 の 1,000,
000 乗などの非常に大きい値を要求し

ていないことを確認します。

1012677

関連ト
ピック

1012569

1012570

1012571

逐次計算中 Essbase サーバーは、

計算スクリプトの計
算を並列ではなく逐
次に実行しています。

計算を並列モードで実行することを要
求した場合、HYPERION_HOME/logs/

essbase/app/appName/appName.log

を調べます。
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1012678 number スレッドで並列計算中 Essbase サーバーは、

リストされたスレッ
ド数を使用して、計
算スクリプトの計算
を並列で実行してい
ます。

該当なし

CALCPARALLEL 構成設定または SET
CALCPARALLEL 計算スクリプト・コマン

ドを使用して、スレッドの数を設定で
きます。リストされた数が
CALCPARALLEL を使用して設定した値と

異なる場合は、計算機によって、デー
タベースの並列処理の 適な度合いと
して、リストされた数が使用されます。

1012679 計算タスク・スケジュール
number

同時に実行できるタ
スクの数。

これは、並列計算で
期待できるパフォー
マンス改善を示して
います。数が大きい
ほど、より多くの並
列計算を実行できま
す。

該当なし

リストされた数が CALCPARALLEL 構成設

定または SET CALCPARALLEL 計算スクリプ

ト・コマンドを使用して指定したスレッ
ドの数よりも小さい場合、並列計算に
よって大きいパフォーマンス改善を得
ることはできません。

1012680 number タスク次元を使用して並

列化しています。

Essbase で並列計算に

使用しているタスク
次元の数。

タスク次元の数がリ
ストされた数よりも
少ない場合、「計算
機キャッシュの使用
によってタスク次元
に減少が発生しまし
た」が表示されます。

該当なし

タスク次元の数を設定するには、
CALCPARALLEL 構成設定または SET
CALCPARALLEL 計算スクリプト・コマン

ドを使用します。

1012681 空のタスク number 計算を含んでいない
タスクの数。

空のタスクの数は、
並列計算から得るこ
とができるパフォー
マンス改善に影響し
ます。空のタスクの
適な数は 0 です。

該当なし

1012682 複数ビットマップ・モード計算
機のキャッシュ・メモリーの使
用率がビットマップの制限値
number を超えようとしています。

制限値を無視するには、
$ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg の
MultipleBitmapMemCheck を TRUE に

設定しないようにします。

計算機キャッシュ・
メモリーによって、
許可された値より大
きいビットマップが
使用されようとしま
した。このため、
Essbase によって計算

が中止されました。

より大きいビットマップで計算を続行
するには、サーバー・コンピュータ上
の ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

ファイルの MULTIPLEBITMAPCHECK を

FALSE に設定します。
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1012683 複数ビットマップ・モード計算
機のキャッシュ・メモリーの使
用率がビットマップの制限値
number を超えました。制限値を

適用するには、$ESSBASEPATH/
bin/essbase.cfg の
MultipleBitmapMemCheck を TRUE に

設定します。

計算機キャッシュ・
メモリーでは、許可
された値より大きい
ビットマップを使用
しています。

これを防ぐには、サーバー・コンピュー
タ上の ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

ファイルの MULTIPLEBITMAPCHECK を

TRUE に設定します。

1012684 複数ビットマップ・モード計算
機のキャッシュ・メモリーの使
用率は、number ビットマップに

制限されています。

計算機キャッシュで
Essbase が使用できる

ビットマップの数。

該当なし

1012700 動的計算プロセッサはヒープの
number を超えるブロックを割り

当てられません。CalcLockBlock の
設定値を大きくしてから再試行
してください。

Essbase で計算を実行

するために必要なブ
ロック数を割り当て
られません。

Essbase で計算に割り当てることができ

るブロックの数を増やします:

1. Essbase で割り当てることができる

ブロックの 大数を少なくとも 500
に設定します:

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.

cfgがサーバー・コンピュータに

存在しない場合、テキスト・エ
ディタを使用してそのファイル
を作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

CALCLOCKBLOCKHIGH を 500 に設

定します。

3. Essbase サーバーを停止して再起

動します。

2. 計算スクリプトの先頭に SET
LOCKBLOCK HIGH コマンドを追加しま

す。

3. CALCLOCKBLOCKHIGH 設定で指定され

たすべてのブロックを保持できる十
分な大きさにデータ・キャッシュを
設定します。

l ブロック・サイズを決定します。

l データ・キャッシュ・サイズを
設定します。

1012701 動的計算中に ESM ブロックでも

ヒープ・ブロックでもない不明
なブロックのタイプが見つかり
ました。Essbase の内部エラーで

す。Hyperion にご連絡ください。

 Oracle サポートに連絡してください。

1012702 動的計算プロセッサのブロック
配列のブロックが正しくマーク
されていません。Essbase の内部

エラーです。Hyperion にご連絡く

ださい。

 Oracle サポートに連絡してください。
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1012703 動的計算時の不明な計算タイプ
calculationType です。デフォルト

の集約/式/タイム・バランス操

作のみが処理されます。

 Oracle サポートに連絡してください。

1012704 動的計算プロセッサはこの計算
で number を超える ESM ブロック

をロックできません。
CalcLockBlock 設定値を大きくして

から再試行してください(デー

タ・キャッシュの設定が小さい
ことがこの問題の原因である可
能性もあります。データ・
キャッシュ・サイズの設定を確
認してください)。

Essbase で計算を実行

するために必要なブ
ロックをロックでき
ませんでした。

Essbase で計算に割り当てることができ

るブロックの数を増やします:

1. Essbase で割り当てることができる

ブロックの 大数を少なくとも 500
に設定します。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

がサーバー・コンピュータに存
在しない場合、テキスト・エディ
タを使用してそのファイルを作
成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

CALCLOCKBLOCKHIGH を 500 に設

定します。

3. Essbase サーバーを停止して再起

動します。

2. 計算スクリプトの先頭に SET
LOCKBLOCK HIGH コマンドを追加しま

す。

3. CALCLOCKBLOCKHIGH 設定で指定され

たすべてのブロックを保持できる十
分な大きさにデータ・キャッシュを
設定します。

l ブロック・サイズを決定します。

l データ・キャッシュ・サイズを
設定します。

1012706 動的計算時に Esm ブロックをコ

ピーする必要があります。Esm
ブロックが見つかりません。
Essbase の内部エラーです。

Hyperion にご連絡ください。

 Oracle サポートに連絡してください。

1012708 仮想時系列 timePeriod 取得の 新

期間が設定されていません

Essbase で 新時間間

隔がないまま、時系
列データを取得しよ
うとしました。

取得ツールで 新時間間隔メンバー名
を設定してください。

l Essbase Spreadsheet Add-in の場合は、

「 新時系列」オプションを指定し
ます。『Oracle Essbase Spreadsheet Add-
in ユーザー・ガイド』を参照してく

ださい。

l レポート・ライターの場合は、
LATEST コマンドを使用します。
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1012709 仮想時系列の 新期間の設定
timePeriod は時間次元のレベル 0
メンバーではありません

Essbase で 新時間間

隔を取得しようとし
ましたが、アウトラ
インの時間メンバー
がレベル 0 ではあり

ません。

期間累計値の計算に使用する期間が、
時間のタグが付いた次元のレベル 0 メ

ンバーであることを確認します。

1012710 動的に計算された一番上のブ
ロックを計算するには Essbase が

number Essbase カーネル・ブロッ

クを取得する必要があります。

疎次元に従って動的
計算を実行するため
に Essbase が取得する

必要があるブロック
の数。

該当なし

この情報は、動的計算のタグが付いた
疎次元のメンバーに対して検索を実行
するときのパフォーマンスを予測する
ために使用できます。

1012711 partitionName パーティションの動

的計算保管データ・ブロックを
消去しています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データ・ブロックを
消去しています。

該当なし

1012712 partitionName パーティション(固
定メンバー memberNames)の動的

計算保管データ・ブロックを消
去しています

Essbase でリストされ

たパーティションの
データ・ブロックを
消去しています。

該当なし

1012713 2 パス・メンバー memberName は

Dynamic Calc とタグ付けされてい

ません。

リストされたメン
バーは 2 パスとタグ

付けされていますが、
動的計算とタグ付け
されていません。こ
のメンバーは会計次
元のメンバーではあ
りません。

該当なし

通常、すべての 2 パス・メンバーに動

的計算のタグを付けて、会計次元に置
くことをお薦めします。

1012714 標準メンバー memberName は動

的計算メンバー memberName に

依存します。

リストされた標準メ
ンバーは、その値を
計算するときに動的
計算メンバーに依存
します。リストされ
たメンバーは、動的
計算メンバーの親で
あるか、式で動的計
算メンバーを使用す
る可能性があります。

動的計算メンバーに依存する標準メン
バーを計算するために、バッチ計算中
にリストされた動的計算メンバーを計
算しているので、リストされたメンバー
を動的計算とタグ付けする意味はなく
なります。

リストされた動的計算メンバーを保管
とタグ付けするか、または独立した標
準メンバーを動的計算とタグ付けする
ことを検討してください。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1012715 標準メンバー memberName は透

過パーティションのメンバー
memberName に依存します。この

メンバーを動的にするか、その
従属を複製することを検討して
ください。

リストされたメン
バーは、透過パー
ティションのメン
バーを使用して計算
されます。

ソース・データベースの透過パーティ
ションの値を使用してターゲット・デー
タベースのメンバーを計算すると、計
算の終了に時間がかかることがありま
す。計算速度を速くするには、次のい
ずれかの方法を使用します:

l ターゲット・データベースで、メン
バーに動的計算のタグを付けます。

l ソース・データベースで、ターゲッ
ト・メンバーの計算に必要なメン
バーを上位メンバーにロールアップ
します。ソース・データベースの上
位メンバーを複製パーティションに
入れます。

1012716 リモート領域 regionDefinition はま

だ正しく検証されていません。
計算は続行できません。

Essbase で、検証され

ていないリモート・
パーティション領域
が検出されました。

パーティション定義を開いて検証しま
す。必要に応じて、エラーを訂正しま
す。

1012717 リモート・ビットマップ・
キャッシュは on/off です

ビットマップ・
キャッシュのステー
タス(オンまたはオ

フ)。

該当なし

ビットマップ・キャッシュをオンまた
はオフにするかは、Essbase サーバーに

よって決定されます。ユーザーはこの
設定を変更できません。

1012718 動的時系列の 新間隔
settingName には時系列メンバー

memberName よりも高い世代のメ

ンバーが設定されています

新間隔は時系列メ
ンバーよりも高い世
代にあります。

アウトラインで、5 月などの 新間隔

設定が Q-T-D(四半期累計値)などの時系

列メンバーよりも低く設定されている
ことを確認します。

1012727 動的計算キャッシュ・サニティ
が失敗しました

 Oracle サポートに連絡してください。
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1012733 動的計算キャッシュ圧縮バッ
ファがいっぱいです

動的計算キャッ
シュ・バッファが
いっぱいになりまし
た。

動的計算キャッシュ圧縮バッファは、
ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgファイ
ルの DYNCALCCACHEWAITFORBLK と

DYNCALCCACHEBLKRELEASE を TRUE に設

定した場合にのみ使用できます。この
問題を修正するには、次の手順を実行
します:

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

DYNCALCCACHECOMPRBLKBUFSIZE の値

を大きくします。

3. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

DYNCALCCACHEWAITFORBLK と

DYNCALCCACHEBLKRELEASE を FALSE に

設定します。

4. Essbase サーバーを停止して再起動

します。

1012734 動的計算キャッシュからのブ
ロックの待機中にタイム・アウ
トしました。

動的計算キャッシュ
でブロックが使用可
能になるのを Essbase
が待機していました
が、キャッシュが
いっぱいでした。

同時クエリーの数を減らして、キャッ
シュがいっぱいになるのを防ぎます。

Essbase で動的計算キャッシュのブロッ

クを待機する時間を増やします:

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

DYNCALCCACHEBLKTIMEOUT の値を追加

するか、または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。

クエリーが動的計算キャッシュで使用
可能なブロックを待機しないように指
定します。

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
essbase.cfgファイルで、

DYNCALCCACHEWAITFORBLK を FALSE に

設定します。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。
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1012735 動的計算キャッシュから割り当
てた際に、スレッド同期でエラー
が発生しました。

 Oracle サポートに連絡してください

1012736 データベース databaseName の

Dyn.Calc.Cache には 大 number ブ
ロックを保持できます。

リストされたデータ
ベースの動的計算
キャッシュで保持で
きるブロックの 大
数です。

該当なし

動的計算キャッシュのブロックの数を
変更するには、次の手順を実行してく
ださい。

1. ESSBASEPATH/bin/ essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー上の essbase.cfgファイ

ルで、DYNCALCCACHEMAXSIZE を追加

または変更します。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。
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1012737 データベース databaseName の

Dyn.Calc.Cache がいっぱいになる

と、action が発生します。

動的計算キャッシュ
がいっぱいになると、
Essbase によって次の

アクションが実行さ
れます:

l essbase.cfgファ

イルの
DYNCALCCACHEWAIT
FORBLK が TRUE の

場合、Essbase は

動的計算キャッ
シュで現在のクエ
リーのデータ・ブ
ロックを保管およ
び計算するのを待
機します

l ESSBASEPATH/

bin/essbase.cfg

ファイルの
DYNCALCCACHEWAIT
FORBLK が FALSE の

場合、Essbase で

は
DYNCALCCACHEONLY
を確認します

m DYNCALCCACHEO
NLY が TRUE の

場合、Essbase
によってエ
ラー・メッ
セージが生成
されます

m DYNCALCCACHEO
NLY が FALSE の

場合、Essbase
では動的計算
キャッシュの
外部のメモ
リーで現在の
クエリーの
データ・ブ
ロックを保管
および計算し
ます

該当なし

1012738 データベース databaseName の

Dyn.Calc.Cache は空きブロックの

待機中に number 秒でタイム・ア

ウトします。

DYNCALCCACHEBLKTIME
OUT の現在の値。

該当なし
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1012739 データベース databaseName の

Dyn.Calc.Cache が空きブロックの

待機中にタイム・アウトすると、
action が発生します。

指定された待機期間
を過ぎると、Essbase
によって次のアク
ションが実行されま
す:

l ESSBASEPATH/

bin/essbase.cfg

ファイルの
DYNCALCCACHEBLKR
ELEASE が TRUE の

場合、Essbase に

よって非アクティ
ブのブロックが一
時的に個別の圧縮
ブロック・バッ
ファに保管され、
動的計算キャッ
シュに使用可能な
スペースが確保さ
れます。

l ESSBASEPATH/

bin/essbase.cfg

ファイルの
DYNCALCCACHEBLKR
ELEASE が FALSE の

場合、Essbase に

よって、ブロック
の別セットに対す
るスペースが動的
計算キャッシュに
確保されません。
そのため、Essbase
では
DYNCALCCACHEONLY
を確認します

m DYNCALCCACHEO
NLY が TRUE の

場合、Essbase
によってエ
ラー・メッ
セージが生成
されます

m DYNCALCCACHEO
NLY が FALSE の

場合、Essbase
では動的計算
キャッシュの
外部のメモ
リーで現在の
クエリーの
データ・ブ
ロックを保管
および計算し
ます。

該当なし
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1012740 データベース databaseName の

Dyn.Calc.Cache は圧縮解放ブロッ

クを保管するために number バイ

トのサイズのバッファを使用し
ます。

DYNCALCCACHECOMPRB
LKBUFSIZE の現在の

値。

該当なし

1012741 動的計算キャッシュ以外への割
当ては許可されていません

DYNCALCCACHEONLY の
現在の値は TRUE で

す。

該当なし

1012742 属性計算の 2 パス計算でメン

バー memberName がスキップさ

れました

リストされたメン
バーは、2 パス計算時

にスキップされまし
た。リストされたメ
ンバーにメンバー式
がないか、またはリ
ストされたメンバー
に実行時依存関係が
あります。実行時依
存関数には、
@CURRMBR、@PARENT、
@PARENTVAL、
@MDPARENTVAL、
@ANCEST、@ANCESTVAL
および@MDANCESTVAL
があります。

該当なし

1012750 「取得およびロック」操作は属性
セルではサポートされていませ
ん

Essbase では、リレー

ショナル・パーティ
ションに属するセル
を更新できません。

更新するセルがリレーショナル・パー
ティションに属していないことを確認
します。
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1013000 - 1013999: リクエス

タ・メッセージ

表 7

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1013009 管理者が一時
的にユー
ザー・コマン
ドを使用でき
なくしていま
す。

このメッセージは、データベースの再構築中、ま
たはサーバー上のアプリケーション/データベース

のコピー中に表示されます。

キューブの再構築中は、キューブの整合性を保つ
必要があり、アクセスが許可されていないため、
コマンドが制限されます。

アプリケーションをコピーするには、Essbase のセ

キュリティ・ファイルが読取り/書込みモードであ

ることが必要なため、プロセスが完了するまで他
のアプリケーションにアクセスできません。

アプリケーション設定で、
「コマンドを許可」または
「更新を許可」オプションが
選択されていないことを確認
してください。

1013136 ログイン ID
が無効で
す。- 再度ロ

グインしてく
ださい。

EsbOtlRestructure VB API 関数を使用したアウトライン

の再構築はエラーの原因になります。

この関数を使用するには、アウトライン・オブジェ
クトが含まれている指定したアプリケーションま
たはデータベース(あるいはその両方)に対して、適

切なレベルのアクセス権限を持っている必要があ
ります。

アウトラインを含む指定した
アプリケーションまたはデー
タベースに対する、アプリ
ケーション・デザイナ権限ま
たはデータベース・デザイナ
権限(ESB_PRIV_APPDESIGN ま

たは ESB_PRIV_DBDESIGN)を
持っていることを確認してく
ださい。
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1014004 - 1014043: ロック・マ

ネージャ・メッセージ

表 8 にロック・マネージャのエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 8 ロック・マネージャ・メッセージ 1014004 - 1014043

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1014004 ロックされていないメン
バーは更新できません

メンバーはロックされて
いないので、Essbase で更

新できません。

他のアクティブ・ユーザーのプロセスが終
了するまで数分待ってから、操作を再試行
してください。

他のユーザーがファイルをロックしていな
いかどうかを確認します(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増やしま

す(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくださ

い)。

1014018 メンバーは現在別のトラ
ンザクションがロックし
ています

メンバーは別のユーザー
によってロックされてい
るので、Essbase で更新で

きません。

他のアクティブ・ユーザーのプロセスが終
了するまで数分待ってから、操作を再試行
してください。

他のユーザーがファイルをロックしていな
いかどうかを確認します(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)。

このエラーが頻繁に発生する場合は、ユー
ザーが Essbase から正しくログオフしてい

ることを確認します。

1014025 読取り専用モードのデー
タベースを更新してバッ
クアップすることはでき
ません

データベースは読取り専
用モードなので、Essbase
で更新できません。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイブ・

プロセスが終了するまで待ちます。

アーカイブ・プロセスが終了したら、管理
者は必ず ENDARCHIVE コマンドを発行して

ください。

ESSCMD を使用している場合は、アーカイ

ブ・プロセスが完了してから次のプロセス
が開始されるようにするため、スリープ・
コマンドを追加する必要があります。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1014026 要求されたロックは現在
別のトランザクションに
よって保留されていま
す。現在待機はできませ
ん。

オブジェクトは現在別の
トランザクションによっ
てロックされているので、
Essbase でロックできませ

ん。

他のアクティブ・ユーザーのプロセスが終
了するまで数分待ってから、操作を再試行
してください。

他のユーザーがファイルをロックしていな
いかどうかを確認します(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)。

自動的に待機して、操作を再試行するよう
に Essbase を設定します。

このエラーが頻繁に発生する場合は、ユー
ザーが Essbase から正しくログオフしてい

ることを確認します。

1014027 トランザクション
transactionHandle はトラン

ザクション
transactionHandle でデッド

ロックされています。

Essbase で、2 人以上の

ユーザーが同時に同じ 2
つのブロックを反対の順
序でロックしようとして
いるので、トランザク
ションを完了できません。
たとえば、user1 はブロッ

ク 1、ブロック 2 の順に

アクセスしようとし、
user2 はブロック 2、ブ

ロック 1 の順にアクセス

しようとしました。

2 人のユーザーが同時に同じブロックで計

算を実行していないことを確認します。

このエラーが頻繁に発生する場合は、「更
新モード」オプションを選択解除するよう
にスプレッドシート・ユーザーに指示しま
す。『Oracle Essbase Spreadsheet Add-in ユー

ザー・ガイド』を参照してください。

1014028 トランザクション
transactionHandle はトラン

ザクション
transactionHandle を待機し

ています。

Essbase で、現在のトラン

ザクションがデッドロッ
クされたトランザクショ
ンを待機しているため、
トランザクションを完了
できません。

2 人のユーザーが同時に同じブロックで計

算を実行していないことを確認します。

このエラーが頻繁に発生する場合は、「更
新モード」オプションを選択解除するよう
にスプレッドシート・ユーザーに指示しま
す。『Oracle Essbase Spreadsheet Add-in ユー

ザー・ガイド』を参照してください。
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ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1014031

関連ト
ピック

1014032

Essbase は指定された待機

時間内にロックされませ
んでした。

Essbase によってユーザー

指定の待機時間内にオブ
ジェクトをロックできま
せんでした。

他のアクティブ・ユーザーのプロセスが終
了するまで数分待ってから、操作を再試行
してください。

Essbase で自動的にロックを待機する時間

を増やします。

他のユーザーがファイルをロックしていな
いかどうかを確認します(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増やしま

す(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくださ

い)。

このエラーが頻繁に発生する場合は、計算
が完了する前にユーザーが複雑な計算を開
始しておらず、Essbase からログオフして

いないことを確認します。

Essbase サーバーを停止して再起動します。

その後、データベースが破損しているかど
うかを確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してください)。

スプレッドシート・ユーザーがオブジェク
トをロックしているためにこのエラーが発
生する場合は、次の手順に従って、
LOCKTIMEOUT の値を大きくしてください。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgがサー

バー・コンピュータに存在しない場合、
テキスト・エディタを使用してそのファ
イルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgファイ

ルで、LOCKTIMEOUT の値を追加するか、

または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。
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ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1014032

関連ト
ピック

1014031

Essbase はロックされませ

んでした。Essbase は指定

された待機時間まで試行
します。

Essbase でオブジェクトを

ロックできませんでした。
このメッセージは、オブ
ジェクトがロックされる
まで、またはユーザー指
定の待機時間に到達する
まで 30 秒ごとに繰り返さ

れます。

他のアクティブ・ユーザーのプロセスが終
了するまで数分待ってから、操作を再試行
してください。

他のユーザーがファイルをロックしていな
いかどうかを確認します(158 ページの「オ

ブジェクトのロック解除」を参照してくだ
さい)。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増やしま

す(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくださ

い)。

このエラーが頻繁に発生する場合は、計算
が完了する前にユーザーが複雑な計算を開
始しておらず、Essbase からログオフして

いないことを確認します。

Essbase サーバーを停止して再起動します。

その後、データベースが破損しているかど
うかを確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してください)。

スプレッドシート・ユーザーがオブジェク
トをロックしているためにこのエラーが発
生する場合は、次の手順に従って、
LOCKTIMEOUT の値を大きくしてください。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgがサー

バー・コンピュータに存在しない場合、
テキスト・エディタを使用してそのファ
イルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgファイ

ルで、LOCKTIMEOUT の値を追加するか、

または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

1014033 ロック・マネージャ・イ
ベントを割り当てられま
せんでした。operation は

中止されました

メモリー不足のため、
Essbase でロック・マネー

ジャ・イベントを割り当
てることができません。

サーバー・コンピュータ上の物理メモリー
を確認します。Windows 環境の場合、1 つ

のデータベースに推奨される 小メモリー
は 64 MB です。UNIX 環境の場合、1 つの

データベースに推奨される 小メモリーは
128 MB です。引き続きエラーが発生する

場合は、サーバー・コンピュータにより多
くのメモリーを追加します。

1014034 ロック・マネージャ・イ
ベントを作成できません
でした。operation は中止

されました

 Oracle サポートに連絡してください。
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ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1014035 ロック・マネージャ・
ウェイタ・ノードを割り
当てできませんでした。
operation は中止されまし

た

メモリー不足のため、
Essbase でロック・マネー

ジャ・ウェイタ・ノード
を割り当てることができ
ません。

サーバー・コンピュータ上の物理メモリー
を確認します。Windows 環境の場合、1 つ

のデータベースに推奨される 小メモリー
は 64 MB です。UNIX 環境の場合、1 つの

データベースに推奨される 小メモリーは
128 MB です。引き続きエラーが発生する

場合は、サーバー・コンピュータにより多
くのメモリーを追加します。

1014036 ロック要求はブロックさ
れますが待機はできませ
ん。

このトランザクションで
ロックしようとしている
ブロックは別のトランザ
クションによってロック
されています。現在、
Essbase は待機を許可しな

いように構成されている
ので、現在のトランザク
ションはブロックをロッ
クするために待機できま
せん。

ブロックをロックするために指定された時
間待機するように Essbase を設定します。

1014039 データベース
databaseName は読取り専

用モードに設定されてい
るため、書込み操作を実
行できません。

リストされたデータベー
スは、管理者がデータ
ベースをバックアップす
る目的で BEGINARCHIVE コ

マンドを発行したために、
読取り専用モードになっ
ています。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイブ・

プロセスが終了するまで待ちます。アーカ
イブ・プロセスが終了したら、ENDARCHIVE
コマンドを発行してください。

1014040 現在のスレッドのハンド
ルを取得できませんでし
た。operation は中止され

ました

 Oracle サポートに連絡してください。

1014041 現在のスレッドの基本優
先度を取得できませんで
した。operation は中止さ

れました

 Oracle サポートに連絡してください。

1014042 現在のスレッドの高優先
度を取得できませんでし
た。operation は中止され

ました

 Oracle サポートに連絡してください。

1014043 データベース
databaseName でロックを

解除している間にエラー
が発生しました。

Essbase で書込みロックが

解除されるのを待機して
いる間にエラーが発生し
ました。

Oracle サポートに連絡してください。
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9
1019002 - 1019056: データベー

ス・オブジェクト・メッセー

ジ

表 9 にデータベース・オブジェクトのエラー・メッセージと情報メッセージを示

します。
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表 9 データベース・オブジェクト・メッセージ 1019002 - 1019056

メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019002

関連ト
ピック

1019003

fileName が見つかりません。また

は開けません

Essbase でリストされた

ファイルが見つかりませ
ん。リストされたファイ
ルがない場合は Essbase
を実行できません。デー
タベースのデータは、異
常シャットダウンが原因
で破損している可能性が
あります。

ファイルが存在することを確認しま
す。ファイルが存在しない場合、
バックアップからファイルを復元し
ます。

ファイルとディレクトリに対する正
しいオペレーティング・システム権
限があることを確認します。

ESSCMD を使用している場合は、

ファイル名とパスが正しいことを確
認します。UNIX の場合は、大文字と

小文字が正しいことも確認します。

十分なディスク・スペースがあるこ
とを確認します。UNIX の場合は、

ルート・パーティションに十分なス
ペースがあることを確認します。

ファイルが essbase.secの場合、
破損しているかどうかを確認しま
す。

UNIX の場合、ユーザー制限プロファ

イルを確認します(157 ページの

「ユーザー制限プロファイルの確認」
を参照してください)。

アプリケーションを、ファイル・シ
ステム・コントロール(Windows エク

スプローラまたは cpあるいは rmコ
マンド)を使用してコピーまたは削

除した場合は、元の名前でダミー・
アプリケーションを作成し、Essbase
を使用してアプリケーションを正し
くコピーまたは削除します。

ファイルがルール・ファイルである
場合は、そのファイルが正しいアウ
トラインと関連付けられていること
を確認します。

アプリケーションを停止して再起動
します。

Essbase サーバーを停止して再起動

します。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.db

である場合は、ファイルをバック
アップに置き換えます(157 ページ

の「バックアップを使用したデータ
ベース・ファイルの置換」を参照し
てください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.ind

である場合は、データ・ファイルを
削除して再ロードします。データ・
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

ファイルを削除すると、データベー
スのすべてのデータが削除されるの
で、データベースを再ロードして再
計算する必要があります。

1. Essbase サーバーを停止します。

2. databaseName.ind、Essxxx.

ind、Essxxx.pag、

databaseName.esmおよび

databaseName.tctファイルを

削除します。

3. Essbase サーバーを再起動しま

す。

4. データベースをリロードし、再
計算します。

5. データベースが破損しているか
どうかを確認します(156 ページ

の「データベース破損の確認」
を参照してください)。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019003

関連ト
ピック

1019002

fileName の情報を読み取れません Essbase でリストされた

ファイルから読み取れま
せん。

リストされたファイルが存在するこ
とを確認します。ファイルが存在し
ない場合、バックアップからファイ
ルを復元します。

アプリケーションを、ファイル・シ
ステム・コントロール(Windows のエ

クスプローラまたは cpあるいは rm

コマンド)を使用してコピーまたは

削除した場合は、元の名前でダ
ミー・アプリケーションを作成し、
Essbase を使用してアプリケーショ

ンを正しくコピーまたは削除しま
す。

十分なディスク・スペースがあるこ
とを確認します。

他のユーザーがファイルをロックし
ていないかどうかを確認します(158
ページの「オブジェクトのロック解
除」を参照してください)。

Essbase Spreadsheet Add-in を使用して

いる場合は、取得バッファ・サイズ
を少なくとも 50 KB に増やします。

データベースが破損しているかどう
かを確認します(156 ページの

「データベース破損の確認」を参照
してください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/App/appName/

databaseName/databaseName.db

である場合は、ファイルをバック
アップに置き換えます(157 ページ

の「バックアップを使用したデータ
ベース・ファイルの置換」を参照し
てください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.ind

である場合は、バックアップから
ファイルを復元してみます。復元で
きない場合は、データ・ファイルを
削除して再ロードします。データ・
ファイルを削除すると、データベー
スのすべてのデータが削除されるの
で、データベースを再ロードして再
計算する必要があります。

1. Essbase サーバーを停止します。

2. databaseName.ind、Essxxx.ind、
Essxxx.pag、databaseName.esmお

よび databaseName.tctファイル

を削除します。

3. Essbase サーバーを再起動しま

す。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

4. データベースをリロードします。

5. データベースを再計算します。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019004 情報をファイル fileName に書き

込めません。errno は

operatingSystemErrorNumber です。

Essbase でリストされた

ファイルに書き込めませ
ん。

リストされたファイルが存在するこ
とを確認します。ファイルが存在し
ない場合、バックアップからファイ
ルを復元します。

十分なディスク・スペースがあるこ
とを確認します。

次の環境変数が正しく設定されてい
ることを確認します(155 ページの

「環境変数の設定」を参照してくだ
さい):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

UNIX コンピュータの場合、ユーザー

制限プロファイルを確認します(157
ページの「ユーザー制限プロファイ
ルの確認」を参照してください)。

データ圧縮を使用してページ・ファ
イルのサイズを制限していることを
確認します。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.db

である場合は、ファイルをバック
アップに置き換えます(157 ページ

の「バックアップを使用したデータ
ベース・ファイルの置換」を参照し
てください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.ind

である場合は、バックアップから
ファイルを復元してみます。復元で
きない場合は、データ・ファイルを
削除して再ロードします。データ・
ファイルを削除すると、データベー
スのすべてのデータが削除されるの
で、データベースを再ロードして再
計算する必要があります。

1. Essbase サーバーを停止します。

2. databaseName.ind、Essxxx.ind、
Essxxx.pag、databaseName.esmお

よび databaseName.tctファイル

を削除します。

3. Essbase サーバーを再起動しま

す。

4. データベースをリロードします。

5. データベースを再計算します。
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番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019005 fileName を読み取れません。認識

されないフォーマットです

Essbase でリストされた

ファイルを読み取れませ
ん。

可能な場合は、バックアップから
ファイルを復元します。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.db

である場合は、ファイルをバック
アップに置き換えます(157 ページ

の「バックアップを使用したデータ
ベース・ファイルの置換」を参照し
てください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.ind

である場合は、バックアップから
ファイルを復元してみます。復元で
きない場合は、データ・ファイルを
削除して再ロードします。データ・
ファイルを削除すると、データベー
スのすべてのデータが削除されるの
で、データベースを再ロードして再
計算する必要があります。

1. Essbase サーバーを停止します。

2. databaseName.ind、Essxxx.

ind、Essxxx.pag、

databaseName.esmおよび

databaseName.tctファイルを

削除します。

3. Essbase サーバーを再起動しま

す。

4. データベースをリロードします。

5. データベースを再計算します。

1019006 fileName を読み取れません。前の

バージョンで作成されています

Essbase でリストされた

ファイルを読み取れませ
ん。

データベースが破損しているかどう
かを確認します(156 ページの

「データベース破損の確認」を参照
してください)。

リストされたファイルは破損してい
る可能性があります。可能な場合
は、バックアップからファイルを復
元します。

1019007 fileName を読み取れません。タイ

プが名前と一致しません

リストされたファイルの
タイプがファイルのコン
テンツと一致しません。
リストされたファイルは
破損している可能性があ
ります。

データベースが破損しているかどう
かを確認します(156 ページの

「データベース破損の確認」を参照
してください)。

リストされたファイルは破損してい
る可能性があります。可能な場合
は、バックアップからファイルを復
元します。
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メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019008 appNameのアプリケーション定
義の読取り中です

Essbase でリストされたア

プリケーションのアプリ
ケーション定義を読み
取っています。

該当なし

1019009 databaseNameのデータベース定
義の読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのデータ
ベース定義を読み取って
います。

該当なし

1019010 appNameのアプリケーション定
義の書込み中です

Essbase でリストされたア

プリケーションのアプリ
ケーション定義を書き込
んでいます。

該当なし

1019011 databaseNameのデータベース定
義の書込み中です

Essbase でリストされた

データベースのデータ
ベース定義を書き込んで
います。

該当なし

1019012 データベース databaseName のア

ウトラインの読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのアウトラ
イン定義を読み取ってい
ます。

該当なし

1019013 データベース databaseName のア

ウトラインの書込み中です

Essbase でリストされた

データベースのアウトラ
インをディスクに書き込
んでいます。

該当なし

1019014 データベース databaseName の情

報を書き込めません

Essbase ではリストされた

データベースが見つかり
ません。

データベース名が正しいことを確認
します。

データベースが指定した場所に存在
することを確認します。

1019015 データベース databaseName の

データベース・アウトラインは
すでにロードされています

リストされたデータベー
スのデータベース・アウ
トラインはロードされて
います。

データベースを 2 回以上ロードしよ

うとしないでください。

1019017 データベース databaseName のパ

ラメータの読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのパラメー
タを読み取っています。

該当なし

1019018 データベース databaseName のパ

ラメータの書込み中です

Essbase でリストされた

データベースのパラメー
タを書き込んでいます。

該当なし

1019019 データベース databaseName の

データ・ファイル空きスペース
情報の読取り中です

Essbase でリストされた

データベースの空きス
ペースを読み取っていま
す。

該当なし

空きスペース情報は ARBORPATH/

app/appName/databaseName/

databaseName.indファイルに保管
されています。空きスペースが大量
に存在する場合、空きスペース情報
の読取りに時間がかかる可能性があ
ります。
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セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019020 データベース databaseName の空

きスペース情報の書込み中です

Essbase でリストされた

データベースの空きス
ペースを書き込んでいま
す。

該当なし

空きスペース情報は、データベース
がシャットダウンされたとき、デー
タベースが読取り専用モードに設定
されたとき、およびデータベースが
回復されたときにディスクに書き込
まれます。

1019021 databaseName のデータベース・

マッピングの読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのデータ
ベース情報を読み取って
います。

該当なし

1019022 databaseName のデータベース・

マッピングの書込み中です。

Essbase でリストされた

データベースのデータ
ベース情報を書き込んで
います。

該当なし

1019024 データベース databaseName のア

ウトライン・トランザクション
の読取り中です

Essbase で ARBORPATH/

app/appName/

databaseName/

databaseName.otnファ
イルからアウトライン更
新を読み取っています。

該当なし

1019025 データベース databaseName の

ルール・オブジェクトからの
ルールの読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのルール・
ファイルを読み取ってい
ます。

該当なし

1019026 不明のメンバー memberName が

文字列 string の処理中に見つかり

ました

Essbase ではリストされた

文字列がアウトラインの
メンバーとして認識され
ません。

メンバー名が有効であることを確認
します。メンバー名はルール・ファ
イルにあります。

l 正しいルール・ファイルを使用
していますか?

l ルール・ファイルは正しいアウ
トラインと接続していますか?

l ルール・ファイルを検証できま
すか?

l メンバー名または変数名は、必
要に応じて引用符で囲まれてい
ますか?

l 該当するメンバーがアウトライ
ンに存在していますか?存在して

いない場合、次元構築中にアウ
トラインを変更してメンバーを
追加するか、アウトライン・エ
ディタでメンバーを追加できま
す。

l メンバーがルール・ファイルで
ヘッダーとして指定されていな
いことを確認します。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1019028 ディスク・スペースがなくなり
ました。情報をファイル fileName
に書き込めません

Essbase にディスク・ス

ペースがないため、リス
トされたファイルに書き
込めません。

十分なディスク・スペースがあるこ
とを確認します。

1019031 fileName を書き込めません。デー

タベースはバックアップのため
読取り専用モードになっていま
す

Essbase でリストされた

ファイルに書き込めませ
ん。データベースが読取
り専用モードになってい
ます。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカ

イブ・プロセスが終了するまで待ち
ます。アーカイブ・プロセスが終了
したら、管理者は必ず ENDARCHIVE
コマンドを発行してください。

ESSCMD を使用している場合は、

アーカイブ・プロセスが完了してか
ら次のプロセスが開始されるように
するため、スリープ・コマンドを追
加する必要があります。

ESSCMD を使用していて問題が解決

しない場合は、UNLOADAPP コマンド

を使用してメモリーからアプリケー
ションを削除し、LOADAPP コマンド

を発行してメモリーにアプリケー
ションを再ロードした後、データ
ベースが読取り専用モードでないこ
とを確認します。

1019032 fileName を書き込めません。デー

タベースはアーカイブのため読
取り専用モードになっています

Essbase でリストされた

ファイルに書き込めませ
ん。データベースが読取
り専用モードになってい
ます。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカ

イブ・プロセスが終了するまで待ち
ます。アーカイブ・プロセスが終了
したら、管理者は必ず ENDARCHIVE
コマンドを発行してください。

ESSCMD を使用している場合は、

アーカイブ・プロセスが完了してか
ら次のプロセスが開始されるように
するため、スリープ・コマンドを追
加する必要があります。

ESSCMD を使用していて問題が解決

しない場合は、UNLOADAPP コマンド

を使用してメモリーからアプリケー
ションを削除し、LOADAPP コマンド

を発行してメモリーにアプリケー
ションを再ロードした後、データ
ベースが読取り専用モードでないこ
とを確認します。

1019034 データベース databaseName のア

ウトライン変更ログの読取り中
です

Essbase で ARBORPATH/

app/appName/

databaseName/

databaseName.oclファ
イルからアウトライン変
更を読み取っています。

該当なし
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1019035 データベース databaseName のア

ウトライン変更ログの書込み中
です

Essbase でアウトライン変

更を ARBORPATH/app/

appName/databaseName/

databaseName.oclファ
イルに書き込んでいま
す。

該当なし

1019036 次元番号 number はデータベース

databaseName では無効です

Essbase では、アウトライ

ンの各次元に次元イン
デックス番号を割り当て
ます。割り当てられた次
元インデックス番号が有
効ではありません。番号
が、アウトラインの次元
数よりも大きい可能性が
あります。

データベースが破損しているかどう
かを確認します(156 ページの

「データベース破損の確認」を参照
してください)。

アウトライン・ファイルが破損して
いる場合、バックアップから復元し
ます。

1019037 メンバー番号 memberName は

データベース databaseName では

無効です

Essbase では、各次元の各

メンバーにメンバー・イ
ンデックス番号を割り当
てます。割り当てられた
メンバー・インデックス
番号が有効ではありませ
ん。番号が、次元のメン
バー数よりも大きい可能
性があります。

データベースが破損しているかどう
かを確認します(156 ページの

「データベース破損の確認」を参照
してください)。

必要に応じて、バックアップからア
ウトライン・ファイルを復元しま
す。

1019038 DB ファイルが欠落しています。 Essbase で ARBORPATH/

app/appName/

databaseName/

databaseName.dbファイ
ルが見つかりません。

ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.db

が存在する場合、その名前を
databaseNameold.dbに変更しま
す。databaseName.dbbバックアッ
プ・ファイルを databaseName.db

に変更します。

databaseName.dbが存在しない場
合、databaseName.dbbファイルを
databaseName.dbに変更します。

databaseName.dbbが存在しない場
合、バックアップから
databaseName.dbファイルを復元
します。

1019039 ファイル fileName に書き込めま

せん。オブジェクトのタイプ type
が無効なためです。Essbase のイ

ンストールおよび構成が正しく
行われていることを確認してく
ださい。

Essbase でリストされた

ファイルに書き込めませ
ん。

Essbase が正しくインストールされ

ていることを確認します。必要な場
合は、Essbase を再インストールし

ます。
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1019040 アプリケーションのシャット・
ダウン中であるためファイル
fileName に書き込めません

アプリケーションが終了
中のため、Essbase でリス

トされたファイルに書き
込めません。

この問題の再発を防ぐため、Essbase
からログオフして、Essbase を正し

くシャットダウンしてください。

ログオフしてシャットダウンするに
は、次のすべての手順を試します:

1. ユーザーとして、Administration
Services または Spreadsheet Add-in
を終了します。

2. 前の手順で解決しない場合は、
管理者にユーザーを切断しても
らいます。

3. 前の手順で解決しない場合は、
ロックされたオブジェクトの
ロックを解除して(158 ページの

「オブジェクトのロック解除」を
参照してください)、データベー

スをアンロードし、データベー
スを停止して、再度ユーザーの
切断を試行します。

4. 前の手順で解決しない場合は、
管理者に「エージェント」ウィ
ンドウでユーザーをログアウト
してもらいます。

5. 前の手順で解決しない場合は、
「エージェント」ウィンドウから
アプリケーションを停止します。

6. 前の手順で解決しない場合は、
タスクを終了します(158 ページ

の「サーバー・タスクの終了」
を参照してください)。

7. 前の手順で解決しない場合は、
サーバー・マシンを再起動しま
す。
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1019041

関連ト
ピック

1019004

情報をファイル fileName に書き

込めません。adWriteObject は
EssbaseErrorNumber を戻します。

詳細はサーバー・ログ・ファイ
ルを参照してください。

Essbase でリストされた

ファイルに書き込めませ
ん。

HYPERION_HOME/logs/essbase/

app/appName/appName.logで、リ

ストされた Essbase エラー番号に関

する情報を確認します。

ファイルが存在することを確認しま
す。ファイルが存在しない場合、
バックアップからファイルを復元し
ます。

十分なディスク・スペースがあるこ
とを確認します。

次の環境変数が正しく設定されてい
ることを確認します(155 ページの

「環境変数の設定」を参照してくだ
さい):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

UNIX コンピュータの場合、ユーザー

制限プロファイルを確認します(157
ページの「ユーザー制限プロファイ
ルの確認」を参照してください)。

データ圧縮を使用してページ・ファ
イルのサイズを制限していることを
確認します。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.db

である場合は、ファイルをバック
アップに置き換えます(157 ページ

の「バックアップを使用したデータ
ベース・ファイルの置換」を参照し
てください)。

リストされたファイルが
ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.ind

である場合は、バックアップから
ファイルを復元してみます。復元で
きない場合は、データ・ファイルを
削除して再ロードします。データ・
ファイルを削除すると、データベー
スのすべてのデータが削除されるの
で、データベースを再ロードして再
計算する必要があります。

1. Essbase サーバーを停止します。

2. databaseName.ind、Essxxx.

ind、Essxxx.pag、

databaseName.esmおよび

databaseName.tctファイルを

削除します。

3. Essbase サーバーを再起動しま

す。
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4. データベースをリロードします。

5. データベースを再計算します。

1019042 ファイル・ポインタをファイル
fileName の指定した場所に移動で

きません。errno は

operatingSystemError です。

 Oracle サポートに連絡してください。

1019043 データベース databaseName のア

ウトライン・プール作成中にエ
ラーが発生しました

Essbase でアウトライン・

メモリー・プールを作成
できません。アウトライ
ン・メモリー・プールは
メモリーにアウトライ
ン・アイテムを保管しま
す。

サーバー・コンピュータに十分なメ
モリーがあることを確認します。

1019044 データベース databaseName のア

ウトライン・プールでのメモ
リー割当て中にエラーが発生し
ました

Essbase でアウトライン・

メモリー・プールを作成
できません。アウトライ
ン・メモリー・プールは
メモリーにアウトライ
ン・アイテムを保管しま
す。

サーバー・コンピュータに十分なメ
モリーがあることを確認します。

1019045 データベース databaseName の

パーティション定義ファイルの
読取り中です

Essbase でリストされた

データベースのパーティ
ション定義ファイルを読
み取っています。

該当なし

1019046 アウトライン・バッファは
number を超えるホールを処理で

きません

 Oracle サポートに連絡してください。

1019047 アウトライン・バッファ・エ
ラー。ホール位置 number がバッ

ファ内の number と一致しません

 Oracle サポートに連絡してください。

1019048 アウトライン・バッファ書込み
エラー。書き込まれたバイト数
number がホール・サイズ number
と一致しません

 Oracle サポートに連絡してください。

1019049 アウトライン・バッファ・エ
ラー。number ホールの入った

バッファを断片化したアウトラ
イン・ファイルにフラッシュで
きません

 Oracle サポートに連絡してください。

1019050 アウトライン・バッファ・エ
ラー。ファイル位置 number が書

き込まれたバイト数 number と一

致しません

 Oracle サポートに連絡してください。

1019051 アウトライン・バッファを使用
した adReadStruct の合計経過時

間: number 秒

アウトライン・バッファ
の読取りにかかった時
間。

該当なし
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1019052 アウトライン・バッファを使用
した adOtlReadOutline の合計経過

時間: number 秒

アウトライン・データを
メモリーに読み取るとき
にかかった時間。

該当なし

1019053 アウトライン・バッファを使用
した adOtlWriteOutline の合計経過

時間: number 秒

アウトライン・データの
書込みにかかった時間。

該当なし

1019054 メンバー memberName の無効な

名前付き属性オペコードです

リストされた属性メン
バーに定義されたタイプ
が無効です。

すべての属性メンバーが、テキス
ト、数値、ブール、日付のいずれか
1 つのタイプを使用していることを

確認します。

1019056 オブジェクト・ファイル・パス
path は長すぎます。

リストされたパスは長す
ぎます。

リストされたパスが 1025 バイトよ

りも小さいことを確認します。
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10
1040002 - 1042025: ネットワー

ク・メッセージ

表 10 にネットワークのエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 10 ネットワーク・メッセージ 1040002 - 1042025

メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1040002 この要求に提供された引数が多
すぎます

送信するバッファの数
がセッションの開始時
に予測されたバッファ
の数に一致しません。
このセッションで送信
すると予測されたバッ
ファの数が正しいこと
をネットワーク・レイ
ヤーで確認します。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040003 データ型の長さが指定されてい
ません

ネットワークは、バッ
ファ・タイプに基づい
てネットワーク・バッ
ファの長さを判別でき
ません。ネットワー
ク・レイヤーで、バッ
ファの長さを明示的に
指定します。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040004 構造体型が無効です。サー
バー・プロセスとクライアン
ト・プロセスとの間にアプリ
ケーション・プロトコル・エ
ラーが存在する可能性がありま
す。

Essbase で、データ型が

正しくないデータが検
出されました。

クライアント・コンピュータとサー
バー・コンピュータが同じリリースの
ODBC を実行していることを確認しま

す。NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を

増やします(158 ページの「NETDELAY お
よび NETRETRYCOUNT の設定」を参照して

ください)。

1040006 メッセージ・データベースが指
定されていません

Essbase に定義された

メッセージ・データ
ベースがありません。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040007 通常の操作に必要なメッセー
ジ・データベース fileName を見

つけられません。PATHと
ESSBASEPATH変数が正しいディ
レクトリを指していることを確
認してください。databaseName
が ESSBASEPATH/bin ディレクト

リに存在していることを確認し
てください

Essbase で、メッセー

ジ・データベース・
ファイル
ESSBASEPATH/bin/

essbase.mdbが見つか
りません。

PATHと ESSBASEPATHおよび環境変数
(155 ページの「環境変数の設定」を参

照してください)が正しく設定されてい

ることを確認します。

ネットワークが正しく起動され実行さ
れていることを確認します。

ファイル記述子の制限値(157 ページの

「ユーザー制限プロファイルの確認」を
参照してください)を 1024 ファイルに

設定することをお薦めします。
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1040008 データベース fileName のメッ

セージの読取り中にエラーが発
生しました。fileName は破損し

ているか、バージョンが違う可
能性があります。使用している
ファイルの Essbase バージョ

ン・レベルが、.exe ファイルや.
dll ファイルと同じであることを

確認してください

Essbase でメッセー

ジ・データベース・
ファイル
ESSBASEPATH/bin/

essbase.mdbを読み取
れません。

正しいリリースのメッセージ・データ
ベース・ファイル ESSBASEPATH/bin/

essbase.mdbを使用していることを確
認します。不明な場合は、Essbase を再

インストールします。

1040010 変換のデータ型が無効です。 Essbase で、メッセージ

文字列を作成するとき
に無効なデータ型が検
出されました。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040011 NULL ネットワーク・コンテキス

トがメッセージ関数に渡されま
した

Essbase に、メッセージ

の作成に使用する有効
なネットワーク・コン
テキストがありませ
ん。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040012 構造体型が無効です Essbase でデータ構造

体の情報を読み取れま
せん。

これは内部エラーです。Oracle サポート

に連絡してください。

1040013 構造体フィールド・タイプが無
効です

Essbase でデータ構造

体内部のフィールドを
読み取れません。

Essbase サーバーと Essbase クライアン

トが正しくインストールされているこ
とを確認します。

1040014 RegOpenKeyEx()は失敗しました Essbase で、レジストリ

にホスト名が見つかり
ません。

レジストリが正しく設定されているこ
とを確認します。Windows のドキュメン

テーションを参照してください。

1040015 RegQueryInfoKey()は失敗しました Essbase でレジスト

リ・キーを取得できま
せん。

レジストリが正しく設定されているこ
とを確認します。Windows のドキュメン

テーションを参照してください。

1040016 RegEnumValue()は失敗しました Essbase でレジストリ

から値を取得できませ
ん。

レジストリが正しく設定されているこ
とを確認します。Windows のドキュメン

テーションを参照してください。

1040017 ホスト名がありません Essbase で、指定された

ホスト名が見つかりま
せん。

ホスト名が正しいことを確認します。

1040018 adNetIsLocalHost()のホスト名が不

良です

Essbase でホスト名が

見つかりません。

ホスト名が正しいことを確認します。

1040019 メッセージ・コード message;
メッセージ・テキストはサー
バー・ログを参照してください

リストされたエラーが
発生しました。

発生したエラーの詳細についてアプリ
ケーションと Essbase サーバーのログを

確認します。リストされたエラーは
Essbase エラーではありません。オペ

レーティング・システムのドキュメン
テーションまたはネットワークのドキュ
メンテーションを参照してください。
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1041000 ネットワーク・エラー message:
名前付きパイプを作成できませ
ん

リストされたエラーが
原因で、Essbase で名

前付きパイプを作成で
きません。

リストされたエラーは Essbase エラーで

はありません。ネットワークのドキュ
メンテーションを参照してください。

1041002 ネットワーク・エラー: 接続待

機中にタイム・アウトしまし
た。エラー・コード:message

Essbase は名前付きパ

イプに接続できませ
ん。

クライアント・コンピュータとサー
バー・コンピュータの ESSBASEPATH/

bin/essnet.dllファイルが一致してい
るかどうかを確認します。

l ESSBASEPATH/bin/essnet.dllファ

イルが一致していない場合、ネット
ワーク・プロトコルを再インストー
ルします。ネットワーキング・プロ
トコルとして必ず名前付きパイプを
選択してください。『Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management
System インストール概要』を参照し

てください。

l ESSBASEPATH/bin/essnet.dllファ

イルが一致する場合、ネットワーク
のドキュメンテーションを参照して
ください。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

1041003 ネットワーク・エラー message:
名前付きパイプを切断できませ
ん

Essbase を名前付きパ

イプから切断できませ
ん。

これは Essbase エラーではありません。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照してください。

1041004 ネットワーク・エラー message:
データを送信できません

Essbase で名前付きパ

イプを使用してネット
ワーク上にデータを送
信できません。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

インデックス・キャッシュ・サイズ、
データ・キャッシュ・サイズおよびブ
ロック・サイズを確認し、それらが推
奨される範囲内であることを確認しま
す。
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1041005 ネットワーク・エラー message:
ネットワーク API は名前付きパ

イプからのデータ受信中にタイ
ム・アウトしました。essbase.
cfg ファイルの NetRetryCount ま
たは NetDelay あるいはその両方

の値を大きくしてください。ク
ライアントとサーバーが異なる
コンピュータに存在する場合
は、このファイルの更新を両方
のコンピュータで行ってくださ
い。クライアントを再起動し
て、もう一度実行してくださ
い。

Essbase ネットワーク

API は、名前付きパイ

プからデータを受信す
る前にタイム・アウト
しました。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

1041006 ネットワーク・エラー: メッセー

ジ受信の待機中にタイム・アウ
トしました

Essbase は名前付きパ

イプからデータを受信
する前にタイム・アウ
トしました。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

1041007 ネットワーク・エラー:
namedPipe の接続情報を検索で

きません

Essbase で名前付きパ

イプが見つかりませ
ん。

名前付きパイプを作成します。ネット
ワークのドキュメンテーションを参照
してください。

1041008 ネットワーク・エラー: サーバー

serverComputerName に Essbase が

見つかりません。名前付きパイ
プを使用して
serverComputerName にアクセス

できるか、Essbase Agent がサー

バー上で稼動しているか確認し
てください

Essbase Spreadsheet Add-
in などの Essbase クラ

イアントが Essbase
サーバーに接続できま
せん。

インストールが正しいことを確認しま
す。

l インストール時にプロトコルとして
名前付きパイプを選択しましたか?

l 正しいリリースの ESSBASEPATH/

bin/essnetw.dllを使用しています

か?不明な場合、ネットワーク・プ

ロトコルを再インストールします。
ネットワーキング・プロトコルとし
て必ず名前付きパイプを選択してく
ださい。『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インス

トール概要』を参照してください。

Essbase サーバーが正しく実行されてい

ることを確認します。必要な場合は、
Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

1041009 ネットワーク・エラー: サーバー

serverName に接続できません

Essbase API によって

OpenOutline 関数を完了

できません。

Essbase サーバーが動作していることを

確認します。

ネットワークが動作していることを確
認します。

クライアントが Essbase サーバーに接続

できることを確認します。

EssOtlOpenOutline と EssOtlVerifyOutline か

らの戻り値を確認します。
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1041011 ネットワーク・エラー message:
InitializeSecurityDescriptor が失敗し

ました

Essbase で名前付きパ

イプのセキュリティ記
述子を初期化および設
定できません。

これは Essbase エラー・メッセージでは

ありません。オペレーティング・シス
テムのドキュメンテーションとネット
ワークのドキュメンテーションを参照
してください。

1041012 ネットワーク・エラー message:
SetSecurityDescriptorDacl が失敗し

ました

Essbase で名前付きパ

イプのセキュリティ記
述子を初期化および設
定できません。

これは Essbase エラー・メッセージでは

ありません。オペレーティング・シス
テムのドキュメンテーションとネット
ワークのドキュメンテーションを参照
してください。

1041013 ネットワーク・エラー: データ

の送信中にタイム・アウトしま
した

Essbase は名前付きパ

イプにデータを送信す
る前にタイム・アウト
しました。

Essbase サーバーが動作していることを

確認します。

ネットワークが動作していることを確
認します。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

1041014 ネットワーク・エラー: 名前付

きパイプの NodeName を

essbase.cfg に登録しておく必要

があります

NODENAME 設定が

ESSBASEPATH/bin/

essbase.cfgファイル
で指定されていませ
ん。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgが

サーバー・コンピュータの
ESSBASEPATH/binディレクトリに存

在しない場合、テキスト・エディタ
を使用してそのファイルを作成しま
す。

2. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

ファイルで、NODENAME を設定しま

す。

3. Essbase サーバーを停止して再起動し

ます。

1042002 ネットワーク・エラー message:
ソケットを終了できません

Essbase でソケットを

閉じられません。

ソケットを手動で閉じます。ネットワー
クのドキュメンテーションを参照して
ください。
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1042003 ネットワーク・エラー message:
serverName をホスト・ファイル

で検索できません

Essbase でサーバー・

コンピュータ名を検索
できません。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

サーバー・コンピュータとクライアン
ト・コンピュータが同じネットワーク・
プロトコルを実行していますか?

TCP/IP または名前付きパイプをネット

ワーク・プロトコルとして使用してい
ますか?Essbase ではこの 2 つのネット

ワーク・プロトコルしかサポートして
いません。

ネットワーク・プロトコルが正しくイ
ンストールされていますか?『Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management
System インストール概要』を参照して

ください。

ネットワーク・インタフェース・カー
ドが搭載されていないスタンドアロン・
コンピュータを使用していますか?
『Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management System インストール概要』

を参照してください。

サーバー名を正しく入力していますか?
入力ミスはありませんか?

HOSTS ファイルは正しいですか?

l Windows: HOSTSファイルにサーバー

名のエントリがあるかどうかを確認
します。エントリがない場合、追加
します。たとえば、IP アドレスが

127.0.0.1 で aspen という名前のサー

バーを追加するには、次の行を
HOSTSファイルに追加します:

                           127.0.0.1 

aspen 

                        

l UNIX: .rhostsファイルにサーバー名

のエントリがあるかどうかを確認し
ます。エントリがない場合、追加し
ます。たとえば、IP アドレスが 127.
0.0.1 で aspen という名前のサーバー

を追加するには、次の行を.rhosts

ファイルに追加します:

                           127.0.0.1 aspen

                        

.rhostsファイルがパスに含まれて

いることを確認します。
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1042004 ネットワーク・エラー message:
ローカル・ソケットを作成でき
ません

Essbase クライアント

は TCP/IP ソケットを作

成できません。

正しいリリースの ESSBASEPATH/bin/

essnetw.dllと ESSBASEPATH/bin/

winsock.dllを使用していることを確
認します。不明な場合は、Essbase クラ

イアントを再インストールします。

Essbase クライアントを再インストール

しても問題が解決しない場合は、ネッ
トワークのドキュメンテーションでリ
ストされたメッセージ・テキストを参
照してください。
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1042006 ネットワーク・エラー message:
serverName に接続できません。

TCP/IP による Essbase Agent への

接続待機中にクライアントがタ
イムアウトしました。ネット
ワーク接続を確認してくださ
い。サーバーとポートの値が正
しいことも確認してください。

Administration Services か
らサーバー・コン
ピュータは見つかりま
したが、Essbase サー

バーに接続できませ
ん。

正しいサーバー・コンピュータに接続
していますか?入力ミスはありません

か?

リストされたコンピュータで Essbase
サーバーが動作していますか?

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照
してください)。

ネットワーク・プロトコルがサーバー・
コンピュータとクライアント・コン
ピュータに正しくインストールされて
いますか?『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インス

トール概要』を参照してください。

Essbase サーバーのポートが開いてい

て、動作していますか?動作していない

場合、デフォルト以外のポートを指定
します。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

ESSCMD を使用している場合、(別名で

はなく)正しいサーバー名を使用し、

サーバー名、ユーザー名およびパスワー
ドが引用符で囲まれているかを確認し
ます。たとえば、Max という名前のユー

ザーで ASPEN というサーバーにログオ

ンするには、次のコマンドを使用しま
す:

LOGIN "ASPEN" "Max" "PASSWORD";

1042007 ネットワーク・エラー message:
接続をリスニングできません

サーバー・コンピュー
タの TCP/IP ソケットが

応答しません。

これは Essbase メッセージではありませ

ん。オペレーティング・システムのド
キュメンテーションとネットワークの
ドキュメンテーションを参照してくだ
さい。
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1042008 ネットワーク・エラー message:
接続を許可できません

サーバー・コンピュー
タはクライアントから
の要求をこれ以上は受
け入れられません。

これは Essbase メッセージではありませ

ん。オペレーティング・システムのド
キュメンテーションとネットワークの
ドキュメンテーションを参照してくだ
さい。

1042009 ネットワーク・エラー message:
ホスト・サーバー・ソケットを
作成できません

サーバー・コンピュー
タは TCP/IP ソケットを

作成できません。

ネットワーク・プロトコルがサーバー・
コンピュータとクライアント・コン
ピュータに正しくインストールされて
いますか?TCP/IP がネットワーク・アダ

プタにバインドされていますか?『Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management
System インストール概要』を参照して

ください。

HOSTS ファイルは正しいですか?

l Windows: HOSTSファイルにサーバー

名のエントリがあるかどうかを確認
します。エントリがない場合、追加
します。たとえば、IP アドレスが

127.0.0.1 で aspen という名前のサー

バーを追加するには、次の行を
HOSTSファイルに追加します:

                           127.0.0.1 aspen

                        

l UNIX: .rhostsファイルにサーバー名

のエントリがあるかどうかを確認し
ます。エントリがない場合、追加し
ます。たとえば、IP アドレスが 127.
0.0.1 で aspen という名前のサーバー

を追加するには、次の行を.rhosts

ファイルに追加します:

                           127.0.0.1 aspen

                        

.rhostsファイルがパスに含まれてい
ることを確認します。
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1042010 ネットワーク・エラー message:
ポート number のホスト・サー

バー・ソケットをバインドでき
ません

Essbase でリストされ

たポートのサーバー・
ソケットをバインドで
きません。

リストされたコンピュータで Essbase
サーバーが動作していますか?

l Essbase サーバーが動作していない場

合は、Essbase サーバーを再起動しま

す。

l Essbase サーバーがクラッシュしてい

る場合は、異常シャットダウンのた
めの手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照
してください)。

別のアプリケーションが Essbase ポート

を使用していますか?Essbase エージェ

ントは、着信要求を TCP/IP ポート 1423
でリスニングします。Essbase サーバー

を開始する前に別のアプリケーション
がそのポートを割り当てている場合は、
Essbase サーバーで要求を処理できませ

ん。必要な場合は、サーバー・コン
ピュータを再起動して、他のアプリケー
ションより先に Essbase サーバーを開始

します。

1042011 ネットワーク・エラー message:
ソケットを閉じられません

Essbase でソケットを

閉じられません。

ソケットを手動で閉じます。ネットワー
クのドキュメンテーションを参照して
ください。

1042012 ネットワーク・エラー message:
データを送信できません

Essbase で名前付きパ

イプを使用してネット
ワーク上にデータを送
信できません。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

インデックス・キャッシュ・サイズ、
データ・キャッシュ・サイズおよびデー
タ・ブロック・サイズを確認し、それ
らが推奨される範囲内であることを確
認します。
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1042013 ネットワーク・エラー message:
データを受信できません

Essbase で TCP/IP 接続

を使用してデータを受
信できません。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

Essbase サーバーとクライアントが動作

していることを確認します。

l Essbase サーバーがこのメッセージを

受信した場合、接続先のクライアン
トが動作していることを確認しま
す。

l クライアントがこのメッセージを受
信した場合、接続先の Essbase サー

バーが動作していることを確認しま
す。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照
してください)。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1042015 ネットワーク・エラー:
APICommand の接続情報を検索

できません

アクティブなアプリ
ケーションとデータ
ベースが設定されてい
ません。

C API を使用している場合は、EssSetActive
関数を使用してアクティブなアプリケー
ションとデータベースを設定します。

Visual Basic API を使用している場合は、

EsbSetActive 関数を使用してアクティブ

なアプリケーションとデータベースを
設定します。

123



メッ
セージ
番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1042017 ネットワーク・エラー: TCP/IP に

よるデータの受信待機中にクラ
イアントまたはサーバーがタイ
ム・アウトしました。ネット
ワーク接続を確認してくださ
い。essbase.cfg ファイルの

NetRetryCount または NetDelay あ
るいはその両方の値を大きくし
てください。このファイルはク
ライアントとサーバーの両方で
更新してください。クライアン
トを再起動して、もう一度実行
してください。

サーバー・コンピュー
タまたはクライアン
ト・コンピュータは
TCP/IP ネットワーク接

続を使用してデータを
受信できません。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

Essbase サーバーとクライアントが動作

していることを確認します。

l Essbase サーバーがこのメッセージを

受信した場合、接続先のクライアン
トが動作していることを確認しま
す。

l クライアントがこのメッセージを受
信した場合、接続先の Essbase サー

バーが動作していることを確認しま
す。

l Essbase サーバーがフリーズしている

場合は、Essbase サーバーを停止して

異常シャットダウンのための手順を
実行します。標準の方法で Essbase
サーバーを停止できない場合は、タ
スクを終了します(158 ページの

「サーバー・タスクの終了」を参照
してください)。

ディスク・ボリュームのスパンを行っ
ている場合は、十分なスペースがある
ことを確認します。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1042018 ネットワーク・エラー: メッセー

ジの送信待機中にタイム・アウ
トしました

タイム・アウトする前
に Essbase ですべての

データを送信できませ
ん。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

1042019 ネットワーク・エラー message:
Windows ソケットを初期化でき

ません

Essbase で Windows ソ
ケットを初期化できま
せん。

これは Essbase エラー・メッセージでは

ありません。オペレーティング・シス
テムのドキュメンテーションを参照し
てください。

1042020 ネットワーク・エラー message:
Windows ソケットを初期化でき

ません

Essbase で Windows 3.0
ソケットを初期化でき
ません。

これは Essbase エラー・メッセージでは

ありません。オペレーティング・シス
テムのドキュメンテーションを参照し
てください。
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1042022 ネットワーク・エラー message:
ホスト名を取得できません

Essbase でローカル・

ホスト名が見つかりま
せん。

これは Essbase エラー・メッセージでは

ありません。ネットワークのドキュメ
ンテーションまたはオペレーティング・
システムのドキュメンテーションを参
照してください。

戻された名前を保管するバッファが有
効なアドレスであることを確認します。
バッファ・サイズが正数であることを
確認します。

1042023 ネットワーク・エラー: 1 プロセ

ス当たりのファイル記述子の制
限値に達しました

Essbase でファイル記

述子の制限値に達しま
した。ファイル記述子
の制限値によって、ア
プリケーションで同時
に開くことができる
ファイルの数が決まり
ます。

ファイル記述子の制限値(157 ページの

「ユーザー制限プロファイルの確認」を
参照してください)を 1024 ファイルに

設定することをお薦めします。

1042024 ネットワーク・エラー: システ

ムのファイル記述子の制限値に
達しました

Essbase でファイル記

述子の制限値に達しま
した。ファイル記述子
の制限値によって、ア
プリケーションで同時
に開くことができる
ファイルの数が決まり
ます。

ファイル記述子の制限値(157 ページの

「ユーザー制限プロファイルの確認」を
参照してください)を 1024 ファイルに

設定することをお薦めします。

1042025 ネットワーク・エラー
errorCode: ホスト・アドレスを取

得できません

getpeername ネットワー

ク・システム呼出しが
失敗しました。

ネットワークのドキュメンテーション
を参照して、リストされたエラー・コー
ドの原因を判断してください。
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11
1051002 - 1055041: エージェン

ト・メッセージ

表 11 にエージェントのエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 11 エージェント・メッセージ 1051002 - 1055041

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1051002 認識できないコマンド:
command name

ほとんどの場合、Essbase
サーバーとクライアント
のバージョンの不一致を
示します。

Essbase サーバーとクライアントのバー

ジョンに互換性があることを確認しま
す。

1051003 エラー error numberが要求
name of failed requestの
処理中に発生しました。--切
断中です

失敗した要求。

要求は通常、要求が発行
される前から存在するエ
ラー状態が原因で失敗し
ます。

ログを確認し、失敗した要求の前に発
生したエラーを見つけ、修正します。

1051004 ログインは現在許可されてい
ません

メンテナンスがデータ
ベースで実行されていま
す。メンテナンスの実行
中はログインできません。

後でログインしなおすか、Essbase シス

テム管理者にご相談ください。

1051006 ユーザー user name をアプリ

ケーション appNameから切
断しています

ユーザーがアプリケー
ションを終了しました。

通常、これは別のアプリ
ケーションにログオンし
たときに発生します。

 

1051009 アプリケーション appName

をユーザー user nameに対
してアクティブに設定してい
ます

ユーザーがアプリケー
ションにログオンしまし
た。

 

1051011 システムがタイム・アウトし
ました(エラー error

number)

多くの場合、システム上
のユーザー数が多すぎる
か、他のリソースに制約
があります。

後でログインしなおすか、Essbase シス

テム管理者にご相談ください。

1051012 ユーザー user nameは存在
しません。

存在しないユーザーに対
して維持プロセスまたは
管理プロセスを実行しよ
うとしています。

無効なユーザー ID でログ

インしようとしています。

ユーザー名を確認します。

1051013 ユーザー/グループ user name/
group name は存在しません

存在しないユーザーに対
して維持プロセスまたは
管理プロセスを実行しよ
うとしています。

ユーザー名またはグループ名を確認し
ます。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1051014 ユーザー/グループ user name/
group name はすでに存在しま

す

作成しようとしている
ユーザーまたはグループ
と同じ名前を持つユー
ザーまたはグループが、
すでに存在します。

別のユーザー名またはグループ名を使
用します。

1051016 自分の名前を変更できませ
ん!

権限不足のため自分の名
前を変更できません。

Essbase システム管理者にご相談くださ

い。

1051017 自分自身を削除できません! 権限不足のため自分自身
を削除できません。

Essbase システム管理者にご相談くださ

い。

1051018 同じ名前への変更はできませ
ん!

ユーザー名を、現在と同
じ名前に変更しようとし
ています。

別のユーザー名を使用します。

1051019 自分自身のアクセス・レベル
を変更できません

権限不足のため自分自身
のアクセス・レベルを変
更できません。

Essbase システム管理者にご相談くださ

い。

1051020 ログアウトできません! 管理者に対するメッセー
ジ。

権限不足のためログアウ
トできません。

Essbase システム管理者にご相談くださ

い。

1051021 アクティブでないためか、明
示的にスーパーバイザによっ
てかのいずれかでログアウト
させられました。

長時間アクティブでない
ため、ログオフされまし
た。

システム管理者または
スーパーバイザによって
ログアウトさせられまし
た。

システムにログインして、プロセスを
再開してください。

システム管理者またはスーパーバイザ
にご相談ください。

1051022 パスワードが短すぎます。--
number 文字以上にする必要が

あります

作成したパスワードが文
字の 小数を満たしてい
ません。この数はシステ
ム管理者によって設定さ
れます。デフォルト値は
6 です。

より多くの文字を使用してパスワード
を作成します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1052001

関連ト
ピック

1006010

1052002

サーバーからの読取り中にエ
ラーが発生しました

Essbase で Essbase サー

バーを読み取れません。
おそらく、Essbase サー

バーが不適切に停止した
ことが原因です。

Essbase サーバーが実行中であるかどう

かを確認します:

l Essbase サーバーが動作していない

場合は、Essbase サーバーを再起動

します。

l Essbase サーバーがクラッシュして

いる場合は、異常シャットダウンの
ための手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしてい

る場合は、Essbase サーバーを停止

して異常シャットダウンのための手
順を実行します。標準の方法で
Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了します(158
ページの「サーバー・タスクの終
了」を参照してください)。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

Essbase サーバーと Essbase クライアン

トが正しくインストールされているこ
とを確認します。

移行直後の場合、移行情報に正しく
従っていることを確認します。『Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management
System インストールおよび構成ガイド』

を確認してください。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

UNIX コンピュータの場合、ユーザー制

限プロファイルを確認します(157 ペー

ジの「ユーザー制限プロファイルの確
認」を参照してください)。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

129



メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1052002

関連ト
ピック

1052001

サーバーへの書込み中にエ
ラーが発生しました

Essbase から Essbase サー

バーに書き込めません。
おそらく、Essbase サー

バーが不適切に停止した
ことが原因です。

Essbase サーバーが実行中であるかどう

かを確認します:

l Essbase サーバーが動作していない

場合は、Essbase サーバーを再起動

します。

l Essbase サーバーがクラッシュして

いる場合は、異常シャットダウンの
ための手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしてい

る場合は、Essbase サーバーを停止

して異常シャットダウンのための手
順を実行します。標準の方法で
Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了します(158
ページの「サーバー・タスクの終
了」を参照してください)。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

移行直後の場合、移行情報に正しく
従っていることを確認します。『Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management
System インストールおよび構成ガイド』

を確認してください。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1052003 サーバーからの読取りがタイ
ム・アウトしました

Essbase はサーバーから読

み取る前にタイム・アウ
トしました。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

ネットワークが正常に機能しているこ
とを確認します。アプリケーション・
ログの前のメッセージを確認して、
ネットワーク・エラー・メッセージを
調べます(第 10 章「1040002 - 1042025:
ネットワーク・メッセージ」を参照し
てください)。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

AGENTDELAY の値を大きくしてくださ

い。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

で、AGENTDELAY の値を追加するか、

または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。

Essbase サーバーと Essbase クライアン

トが正しくインストールされているこ
とを確認します。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1052004 サーバーへの書込みがタイ
ム・アウトしました

Essbase はサーバーに書き

込む前にタイム・アウト
しました。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

ネットワークが正常に機能しているこ
とを確認します。アプリケーション・
ログの前のメッセージを確認して、
ネットワーク・エラー・メッセージを
調べます(第 10 章「1040002 - 1042025:
ネットワーク・メッセージ」を参照し
てください)。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

AGENTDELAY の値を大きくしてくださ

い。

1. ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgが

サーバー・コンピュータに存在しな
い場合、テキスト・エディタを使用
してそのファイルを作成します。

2. サーバー・コンピュータ上の
ESSBASEPATH/bin/essbase.cfg

で、AGENTDELAY の値を追加するか、

または大きくします。

3. Essbase サーバーを停止して再起動

します。

Essbase サーバーと Essbase クライアン

トが正しくインストールされているこ
とを確認します。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1052005 選択したアプリケーションか
ら強制的に切断されます

Essbase は選択したアプリ

ケーションに接続してい
ません。

タイム・アウトしたか、管理者によっ
てログアウトされたか、またはアプリ
ケーションが停止したために切断され
ました。選択したアプリケーションに
再び接続します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053001

関連ト
ピック

1003022

オブジェクト・ファイル
fileName を開けません

Essbase でリストされた

ファイルを開けません。

リストされたファイルとディレクトリ
に対するオペレーティング・システム
権限が正しいことを確認します。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows エクスプ

ローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

ファイル名(パス全体を含む)が 256 文

字以下であることを確認します。長さ
が 256 文字を超えている場合、ファイ

ル名はエラー・メッセージで切り捨て
られます。

他のユーザーがファイルをロックして
いないかどうかを確認します(158 ペー

ジの「オブジェクトのロック解除」を
参照してください)。

ファイルが存在することを確認しま
す。存在しない場合、バックアップか
ら復元します。

十分なメモリーがあることを確認しま
す。

リストされたファイルが essbase.sec

の場合:

l セキュリティ・ファイルがオペレー
ティング・システム・レベルで読取
り専用でないことを確認します。

l セキュリティ・ファイルが破損して
いないことを確認します。

BEGINARCHIVE コマンドを使用している

場合は、アーカイブのディレクトリを
指定します。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053002 アプリケーション・ディレク
トリ directoryName
operatingSystemErrorCode を作

成できません

Essbase でリストされたア

プリケーション・ディレ
クトリを作成できません。

リストされたファイルとディレクトリ
に対するオペレーティング・システム
権限が正しいことを確認します。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

1053003 アプリケーション・ディレク
トリ directoryName は存在しま

せん

Essbase で、リストされた

アプリケーション・ディ
レクトリが見つかりませ
ん。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows エクスプ

ローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

ディレクトリが正しい場所にあること
を確認します。

リストされたディレクトリに対するオ
ペレーティング・システム権限が正し
いことを確認します。

他のユーザーがディレクトリをロック
していないかどうかを確認します(158
ページの「オブジェクトのロック解
除」を参照してください)。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

セキュリティ・ファイルが破損してい
ないことを確認します。

ESSCMD を使用している場合は、

ESSCMD コマンドに正しいアプリケー

ション・ディレクトリを指定している
ことを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053004 データベース・ディレクトリ
directoryName
operatingSystemErrorCode を作

成できません

Essbase でリストされた

データベース・ディレク
トリを作成できません。

リストされたファイルとディレクトリ
に対するオペレーティング・システム
権限が正しいことを確認します。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

1053005 データベース・ディレクトリ
directoryName は存在しません

Essbase で、リストされた

データベース・ディレク
トリが見つかりません。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows エクスプ

ローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

ディレクトリが正しい場所にあること
を確認します。

リストされたディレクトリに対するオ
ペレーティング・システム権限が正し
いことを確認します。

他のユーザーがディレクトリをロック
していないかどうかを確認します(158
ページの「オブジェクトのロック解
除」を参照してください)。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

セキュリティ・ファイルが破損してい
ないことを確認します。

ESSCMD を使用している場合は、

ESSCMD コマンドに正しいアプリケー

ション・ディレクトリを指定している
ことを確認します。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053006 オブジェクト・タイプが無効
です

オブジェクトは認識され
ないタイプのため、
Essbase でそのオブジェク

トを開けません。Essbase
では、アプリケーション、
アウトライン、データ
ベース・ファイル、別名
テーブル、ルール・ファ
イル、リンク・レポー
ト・オブジェクトなどの
Essbase オブジェクトを認

識します。Essbase では、

スプレッドシート・ファ
イルなどの一部の外部オ
ブジェクトも認識します。

Essbase サーバーとクライアント

(Spreadsheet Add-in など)が同じリリー

ス・レベルであることを確認します。

1053007 オブジェクト originalName の

名前を newName に変更でき

ません

Essbase でリストされたオ

ブジェクトの名前を変更
できません。

リストされたオブジェクトに対するオ
ペレーティング・システム権限が正し
いことを確認します。

新しい名前が有効であることを確認し
ます。

新しい名前を使用するオブジェクトが
他に存在しないことを確認します。

1053008 オブジェクト objectName を作

成できません

Essbase でリストされたオ

ブジェクトを作成するこ
とがオペレーティング・
システムによって許可さ
れていません。

リストされたオブジェクトに対するオ
ペレーティング・システム権限が正し
いことを確認します。

オブジェクト名が有効であることを確
認します。

オブジェクト名(パス全体を含む)が 256
文字以下であることを確認します。256
文字を超えている場合、オブジェクト
名はエラー・メッセージで切り捨てら
れます。

1053009 オブジェクト objectName を削

除できません

Essbase でリストされたオ

ブジェクトを削除するこ
とがオペレーティング・
システムによって許可さ
れていません。

リストされたオブジェクトに対するオ
ペレーティング・システム権限が正し
いことを確認します。

オブジェクト名が有効であることを確
認します。

1053010 オブジェクト objectName は

ユーザー userName によって

すでにロックされています

ロックしようとしたオブ
ジェクトは、リストされ
たユーザーによってロッ
クされています。

他のアクティブ・ユーザーのプロセス
が終了するまで数分待ってから、操作
を再試行してください。

必要に応じて、ファイルのロックを解
除します(158 ページの「オブジェクト

のロック解除」を参照してください)。

このエラーが頻繁に発生する場合は、
ユーザーが Essbase から正しくログオ

フしていることを確認します。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。
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ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053011 オブジェクト objectName は

ユーザー userName によって

ロックされていません

リストされたオブジェク
トはロックされていない
ので、Essbase でそのオブ

ジェクトのロックを解除
できません。

他のユーザーがファイルをロックして
いないかどうかを確認します(158 ペー

ジの「オブジェクトのロック解除」を
参照してください)。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1053012 オブジェクト objectName は

ユーザー userName によって

ロックされています

リストされたオブジェク
トは、リストされたユー
ザーによってロックされ
ています。

他のアクティブ・ユーザーのプロセス
が終了するまで数分待ってから、操作
を再試行してください。

必要に応じて、ファイルのロックを解
除します(158 ページの「オブジェクト

のロック解除」を参照してください)。

このエラーが頻繁に発生する場合は、
ユーザーが Essbase から正しくログオ

フしていることを確認します。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

1053013 オブジェクト objectName は

ユーザー userName によって

ロックを解除されています

リストされたオブジェク
トはリストされたユー
ザーによってロック解除
されています。

該当なし

1053014 オブジェクト objectName は存

在しません

Essbase で、リストされた

オブジェクトが見つかり
ません。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows のエクス

プローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

パーティションを使用している場合
は、リストされたファイルがソースお
よびターゲットに存在していることを
確認します。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

1053015 オブジェクト objectName はす

でに存在します

リストされたオブジェク
トはすでに存在するので、
Essbase でそのオブジェク

トを作成できません。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows のエクス

プローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053016 一時ファイルを開けません Essbase でセキュリティ・

ファイルを保存するため
に一時ファイルを開けま
せん。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

オペレーティング・システム権限が正
しいことを確認します。

1053017 アプリケーション appName

のログ・ファイルを開けませ
ん

Essbase でリストされたア

プリケーションのアプリ
ケーション・ログ・ファ
イルを開けません。

リストされたアプリケーションに対す
るオペレーティング・システム権限が
正しいことを確認します。

リストされたファイルに対する Essbase
権限が正しいことを確認します。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows のエクス

プローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

1053018 アウトライン・オブジェクト
における操作は許可されてい
ません

Essbase でアウトライン・

オブジェクトに対する操
作を実行できません。

アウトラインの削除、コピーまたは名
前変更を実行できません。データベー
スの削除、コピーまたは名前変更を実
行する必要があります。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053019 ディレクトリ
oldDirectoryName
operatingSystemErrorCode の名

前を変更できません

Essbase でリストされた

ディレクトリの名前を変
更できません。

他のユーザーがファイルをロックして
いないかどうかを確認します(158 ペー

ジの「オブジェクトのロック解除」を
参照してください)。

新しいディレクトリ名が既存のディレ
クトリ名と同じでないことを確認しま
す。

古いディレクトリと新しいディレクト
リに対するオペレーティング・システ
ム権限を正しいものにします。

リストされた古いディレクトリに対す
る Essbase 権限が正しいことを確認し

ます。

セキュリティ・ファイルが破損してい
るかどうかを確認します。

アプリケーションを停止して再起動し
ます。それでも解決しない場合は、
Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

Windows エクスプローラを閉じます。

エクスプローラでディレクトリが開か
れたままである場合、エラーの原因と
なることがあります。

提案した解決策で問題を解決できない
場合は、新しいアプリケーションと
データベースを作成し、アウトライン
とその他のオブジェクトを新しいアプ
リケーションとデータベースにコピー
します。操作が終了したら、新しいア
プリケーションとデータベースが破損
していないことを確認します(156 ペー

ジの「データベース破損の確認」を参
照してください)。

OLAP サーバーが動作していることを確

認します。

l Essbase サーバーが動作していない

場合は、Essbase サーバーを再起動

します。

l Essbase サーバーがクラッシュして

いる場合は、異常シャットダウンの
ための手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしてい

る場合は、Essbase サーバーを停止

して異常シャットダウンのための手
順を実行します。標準の方法で
Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了します(158
ページの「サーバー・タスクの終
了」を参照してください)。
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ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1053020 ファイル書込みエラー:
fileName

Essbase でリストされた

ファイルを書き込めませ
ん。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。ディスク・スペースが
不十分な場合、ディスク・ボリューム
のスパンについて検討してください。

仮想メモリーのサイズが物理メモリー
の 2 - 3 倍であることを確認します。

リストされたファイルが essbase.sec

の場合、セキュリティ・ファイルが破
損しているかどうかを確認します。

1053021 オブジェクト objectName はそ

れ自体にコピーできません

Essbase で、リストされた

オブジェクトをそのオブ
ジェクト自体にコピーす
ることはできません。

ESSCMD コマンドの構文を確認します。

1053022 データベース databaseName
はバックアップのために読取
り専用モードに設定されてい
ます

リストされたデータベー
スは、管理者がデータ
ベースをバックアップす
る目的で BEGINARCHIVE コ

マンドを発行したために、
読取り専用モードになっ
ています。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイ

ブ・プロセスが終了するまで待ちま
す。アーカイブ・プロセスが終了した
ら、必ず ENDARCHIVE コマンドを発行し

てください。

1053023 ユーザーのログ・メッセー
ジ: messageText

ユーザーがこのメッセー
ジを EssWriteToLogFile を使

用して作成しました。

該当なし

1053024 一時ファイルを作成できませ
ん

Essbase で一時ファイルを

開けません。Essbase で

は、ルール・ファイルな
どのオブジェクトをリ
モート Essbase サーバー・

コンピュータに保存する
前に、一時ファイルを開
いてそのオブジェクトを
作成する必要があります。

十分なディスク・スペースがあること
を確認します。

一時ファイルを作成するための正しい
オペレーティング・システム権限があ
ることを確認します。

UNIX コンピュータで TMPDIR環境変数

を使用している場合は、TMPDIRディレ
クトリへの絶対パスが 15 文字以下で

あることを確認します。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1054001 アプリケーション appName

をロードできません(エラー

番号 number) - サーバー・ロ

グ・ファイルを参照してくだ
さい

リストされたエラーが原
因で、Essbase でリストさ

れたアプリケーションを
ロードできません。

リストされたエラーの詳細は、Essbase
サーバーのログを確認してください。

リストされたアプリケーションが破損
しているかどうかを確認します(156
ページの「データベース破損の確認」
を参照してください)。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

Essbase サーバーと Essbase クライアン

トが正しくインストールされているこ
とを確認します。

REGISTER.EXEを再び実行して、ポー
トがアクティブであることを確認しま
す。『Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management System インストールおよび

構成ガイド』を確認してください。

アプリケーションを、ファイル・シス
テム・コントロール(Windows のエクス

プローラまたは cpあるいは rmコマン
ド)を使用してコピーまたは削除した場

合は、元の名前でダミー・アプリケー
ションを作成し、Essbase を使用してア

プリケーションを正しくコピーまたは
削除します。

1054002

関連ト
ピック

1054009

1054011

アプリケーション appName
のロードは現在許可されてい
ません

Essbase でリストされたア

プリケーションをロード
できません。

Administration Services で、「アプリケー

ションの開始をユーザーに許可」が選
択されていることを確認します。

ARBORPATH/app/appName/

databaseNameディレクトリにあるす
べての essXXXX.tmpファイルを削除し
ます。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1054003 エラー numberがアプリケー
ション appNameのロード中
に発生しました

Essbase でリストされたア

プリケーションをロード
できません。

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.dbb

ファイルを ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.dbにコ
ピーします。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

一度に 1 つのアプリケーションのみを

実行してください。

ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.esm

ファイルを削除してから、Essbase サー

バーを停止して再起動し、アプリケー
ションを再度開いてみます。

1054004 アプリケーション appName
はロードされていません

Essbase でリストされたア

プリケーションに対して
操作を実行しましたが、
そのアプリケーションは
ロードされていませんで
した。

アプリケーションを使用する前に必ず
アプリケーションをロードしておきま
す。

1054005 アプリケーション appName
をシャット・ダウンします

Essbase によってリストさ

れたアプリケーションを
シャットダウンします。

該当なし

1054006 アプリケーション appName
を終了できません

Essbase でリストされたア

プリケーションを停止で
きません。

Essbase サーバーが動作していることを

確認します。

l Essbase サーバーが動作していない

場合は、Essbase サーバーを再起動

します。

l Essbase サーバーがクラッシュして

いる場合は、異常シャットダウンの
ための手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしてい

る場合は、Essbase サーバーを停止

して異常シャットダウンのための手
順を実行します。標準の方法で
Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了します(158
ページの「サーバー・タスクの終
了」を参照してください)。
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1054007 アプリケーション appName
からの応答がありません

Essbase はリストされたア

プリケーションに接続で
きません。

Essbase が正しくインストールされてい

ることを確認します。必要な場合は、
Essbase を再インストールします。

次の環境変数が正しく設定されている
ことを確認します(155 ページの「環境

変数の設定」を参照してください):

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

Essbase サーバーを停止して再起動しま

す。

ブロック・サイズが推奨される範囲内
であることを確認します。

データ・キャッシュ・サイズを少なく
とも 100 ブロックまで増やします。

NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増や

します(158 ページの「NETDELAY および

NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくだ

さい)。

ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.dbファ
イルが存在するかどうかを調べます。
databaseName.dbが存在しない場合
は、databaseName.dbbファイルの名
前を databaseName.dbに変更します。

ARBORPATH/app/appName/

databaseName/databaseName.app

ファイルが存在するかどうかを調べま
す。databaseName.appファイルが存
在しない場合は、databaseName.apb

ファイルの名前を databaseName.app

に変更します。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1054009

関連ト
ピック

1054002

1054011

アプリケーション appName
は現在接続を受け付けていま
せん。

ユーザーはリストされた
アプリケーションにログ
インできません。

Administration Services で、接続を許可が

選択されていることを確認します。

ESSCMD で、ENABLELOGIN コマンドを正

しく使用していることを確認します。

1054010 アプリケーション appName
は現在ユーザー・コマンドを
受け付けていません

リストされたアプリケー
ションによって、計算な
どの排他制御が必要であ
る操作が実行されていま
す。

該当なし
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1054011

関連ト
ピック

1054002

1054009

データベース databaseName
のロードは現在許可されてい
ません

Essbase でリストされた

データベースをロードで
きません。

Administration Services で、「データベー

スの開始を許可」が選択されているこ
とを確認します。

1054012

関連ト
ピック

1054013

フィルタの incorrectFilter 行目

の構文が無効です

セキュリティ・フィルタ
に構文エラーがあります。

フィルタが正しく作成されていること
を確認します。

1054013

関連ト
ピック

1054012

ロード・フィルタの構文エ
ラーです- 操作は取り消され

ました

Essbase でセキュリティ・

フィルタをロードできま
せん。

フィルタが正しく作成されていること
を確認します。

1054014 データベース databaseName
がロードされました

リストされたデータベー
スは正しくロードされま
した。

該当なし

1054016 ファイル名 fileName が無効で

す。operation は中止されまし

た

Essbase でリストされたイ

ンデックスまたはペー
ジ・ファイルを作成でき
ません。このエラーは、
Essbase でアプリケーショ

ンの n 番目のインデック

スまたはページ・ファイ
ルを作成しようとしたと
きに発生します。n は 5
桁を超えます。つまり、
99999 よりも大きい数字

です。

Oracle サポートに連絡してください。

1054017 ハンドル number でファイル

を読み取れません。operation
は失敗しました

Essbase でリストされた操

作を実行できません。

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。
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メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1054018 RECEIVED ABNORMAL SHUTDOWN
COMMAND - ESSBASE
TERMINATING

Essbase は無効なシャット

ダウン・コマンドを受信
したため、シャットダウ
ンします。

タイトル・バーの「X」をクリックして

Essbase サーバーのウィンドウを閉じな

いでください。

Essbase コンピュータに十分なリソース

があることを確認します。システム要
件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インス

トール概要』を確認してください。リ
レーショナル・データベースなどのリ
ソース集中型のアプリケーションを同
じコンピュータで実行している場合、
そのリソース集中型のアプリケーショ
ンが Essbase に必要なリソースを使用

している可能性があります。

Essbase サーバーを再起動した後で、

データベースが破損しているかどうか
を確認します(156 ページの「データ

ベース破損の確認」を参照してくださ
い)。

1054019 アプリケーションがロードさ
れ、その設定を変更したユー
ザーがログインしている間
は、アプリケーション
appName の設定を変更できま

せん

Essbase でリストされたア

プリケーションの設定を
変更できません。

1. 他のユーザーをログオフします。

2. アプリケーションをアンロードしま
す。

3. アプリケーションを再ロードしま
す。

4. 設定を変更します。SETAPPSTATE コ

マンドを正しく使用していることを
確認します。

1054020 ***コマンド・ライン・パス

ワードが欠落しています!
コマンド・ライン・パス
ワードが発行されていな
いので Essbase を開始でき

ません。

-bスイッチを使用して Essbase をバッ

クグランドで開始する場合は、コマン
ド・ラインに必ずシステム・パスワー
ドを入力します。

1054021 アプリケーション appName
の設定を変更できません。詳
細はサーバー・ログを参照し
てください

リストされたアプリケー
ションはロードされてい
ません。

ENABLELOGIN コマンドの前に

UNLOADAPP コマンドと LOADAPP コマン

ドを発行します。

appName.logを参照してください。

1054022 アプリケーション appName
はデータベース databaseName
がアーカイブまたは読取り専
用モードに設定されている間
はコピーできません

他のユーザーがデータ
ベースをアーカイブして
いたため、データベース
は読取り専用モードに設
定されていました。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイ

ブ・プロセスが終了するまで待ちま
す。アーカイブ・プロセスが終了した
ら、必ず ENDARCHIVE コマンドを発行し

てください。

1054023 アプリケーション appName
の設定はデータベース
databaseName がアーカイブま

たは読取り専用モードに設定
されている間は変更できませ
ん

他のユーザーがデータ
ベースをアーカイブして
いたため、データベース
は読取り専用モードに設
定されていました。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイ

ブ・プロセスが終了するまで待ちま
す。アーカイブ・プロセスが終了した
ら、必ず ENDARCHIVE コマンドを発行し

てください。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1054025 アプリケーション appName
の名前はデータベース
databaseName がアーカイブま

たは読取り専用モードに設定
されている間は変更できませ
ん

他のユーザーがデータ
ベースをアーカイブして
いたため、データベース
は読取り専用モードに設
定されていました。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイ

ブ・プロセスが終了するまで待ちま
す。アーカイブ・プロセスが終了した
ら、必ず ENDARCHIVE コマンドを発行し

てください。

1054026 アプリケーション appName
への新規データベースの作成
はデータベース databaseName
がアーカイブまたは読取り専
用モードに設定されている間
は実行できません

他のユーザーがデータ
ベースをアーカイブして
いたため、データベース
は読取り専用モードに設
定されていました。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、

ENDARCHIVE コマンドで終わるアーカイ

ブ・プロセスが終了するまで待ちま
す。アーカイブ・プロセスが終了した
ら、必ず ENDARCHIVE コマンドを発行し

てください。

1054027 アプリケーション appName
はプロセス ID number で開始

されました

オペレーティング・シス
テムによってリストされ
たアプリケーションに割
り当てられたプロセス ID。

該当なし

1054029 データベース・ファイル情報
要求のパラメータ値が無効で
す。

API または ESSCMD コマン

ドに Essbase データベース

に関する十分な情報があ
りません。

各 ESSCMD コマンドまたは API コマン

ドに、正しい情報が指定されているこ
とを確認します。

各 ESSCMD コマンドまたは API コマン

ドに、必要なパラメータがすべて指定
されていることを確認します。

1054030 アプリケーション appName
の選択に失敗しました。エ
ラー number

Essbase でリストされたア

プリケーションを選択で
きません。

SELECT コマンドを正しく使用している

ことを確認します。

リストされたアプリケーションが実行
中で、Oracle Essbase Administration
Services からそのアプリケーションを選

択できることを確認します。選択でき
ない場合、Essbase サーバーがリストさ

れたコンピュータで実行されているこ
とを確認します。

l Essbase サーバーが動作していない

場合は、Essbase サーバーを再起動

します。

l Essbase サーバーがクラッシュして

いる場合は、異常シャットダウンの
ための手順を実行します。

l Essbase サーバーがフリーズしてい

る場合は、Essbase サーバーを停止

して異常シャットダウンのための手
順を実行します。標準の方法で
Essbase サーバーを停止できない場

合は、タスクを終了します(158
ページの「サーバー・タスクの終
了」を参照してください)。
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1055041 デーモン・スレッドを作成で
きません。

エージェントが、デーモ
ン・スレッドまたはその
内部スレッドの 1 つを初

期化できません。

使用可能なメモリーが足
りないため、プロセスを
初期化できません。

プロセスを再起動してください。
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12
1120000 - 1120002: Cのグリッ

ドAPIメッセージ

表 12 に C のグリッド API のエラー・メッセージと情報メッセージを示します。
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表 12 C のグリッド API メッセージ 1120000 - 1120002

メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

1120000 ファイル fileName
をロックできませ
ん。

そこで操作を行う
ためにリストされ
たファイルを、
Essbase でロックで

きません。通常こ
れは、Essbase で

ファイルが見つか
らないとき、また
はユーザーにファ
イルへの書込み権
限がないときに発
生します。

Essbase で、リストされたファイルが見つかることを確

認します。

リストされたファイル名とパス名が正しいことを確認
します。スペルに間違いがないか確認します。

ESSCMD を使用している場合は、リストされたファイル

の大文字/小文字とスペルが正しいことを確認します。

IMPORT ESSCMD を使用している場合は、IMPORT コマンド

を正しく使用していることを確認します。IMPORT コマ

ンドを発行する場合は、データ・ファイルの場所を選
択するための 4 つのオプションがあります。

1 (ローカル/クライアント・オブジェクト): データ・

ファイルがクライアント・フォルダ内にあることを確
認します。データ・ファイルに対する読取りアクセス
権があることを確認します。UNIX では、ファイル名は

大文字と小文字が区別されるため、大文字と小文字を
確認します。

2 (リモート・サーバー・オブジェクト): データ・ファ

イルに対する読取りアクセス権があることを確認しま
す。UNIX では、ファイル名は大文字と小文字が区別さ

れるため、大文字と小文字を確認します。

3 (ファイル): 完全なパス名と完全なファイル名(ファイ

ルのタイプを示す拡張子も含める)を指定したことを確

認します。

4 (SQL): ODBC 接続を確認します。Essbase サーバーが適

切に構成されていることを確認します。

Essbase で、リストされたファイルを使用できることを

確認します。

ファイルがロックされているかどうかを確認します(158
ページの「オブジェクトのロック解除」を参照してく
ださい)。

リストされたファイルに対する正しい Essbase 権限があ

ることを確認します。

リストされたファイルと書込み先のドライブに対する
正しいオペレーティング・システム権限があることを
確認します。

十分なディスク・スペースがあることを確認します。

リストされたファイルが破損していないことを確認し
ます(156 ページの「データベース破損の確認」を参照

してください)。

セキュリティ・ファイルが破損しているかどうかを確
認します。

操作が完了しなかった場合は、回復手順を実行します。
その後、データベースが破損していないかどうかを確
認します。

アプリケーションを、ファイル・システム・コントロー
ル(Windows のエクスプローラまたは cpあるいは rmコ

マンド)を使用してコピーまたは削除した場合は、元の

名前でダミー・アプリケーションを作成し、Essbase を
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メッセー
ジ番号

メッセージ 考えられる原因 考えられる解決策

使用してアプリケーションを正しくコピーまたは削除
します。

1120000
続き

  ディスク・ボリュームを使用している場合は、次の点
を確認します:

l ESSBASEPATH/bin/essbase.cfgファイルの

DISKVOLUMES 設定が正しいか。

l ディスク・ボリュームをスパンしたユーザーがドラ
イブに対する正しいオペレーティング・システム権
限を持っているかどうかを確認します。

l DISKVOLUMES 設定を変更した後、Essbase サーバーを

停止してから再起動します。Essbase サーバーの停止

および再起動なしで DISKVOLUMES 設定を変更した場

合は、データベースが破損しているかどうかを確認
します。

Essbase Server が UNIX を実行しているコンピュータ上に

ある場合は、次の点を確認します:

l ファイル記述子の制限(157 ページの「ユーザー制限

プロファイルの確認」を参照してください)が正しく

設定されているか。

l ルート・パーティションのスペースが十分である
か。

l リストされたファイルの大文字と小文字が正しい
か。

1120001 Essbase カーネルに

よりデータベース
databaseName に割

り当てられた物理
メモリーのロック
を解除できません。

Essbase で、

Essbase カーネルに

よりリストされた
データベースに対
して割り当てられ
た物理メモリーの
ロックを解除でき
ません。

キャッシュ・メモリーのロックをオフにします。問題
が解決されない場合は、Oracle サポートに問い合せてく

ださい。

1120002 データベース
databaseName が

バックアップのた
め読取り専用モー
ドになっている間
は、データを消去
できません。

データベースが読
取り専用になって
いるため、Essbase
でデータベースを
消去できません。

BEGINARCHIVE コマンドで始まり、ENDARCHIVE コマンドで

終わるアーカイブ・プロセスが終了するまで待ちます。

アーカイブ・プロセスが終了したら、管理者は必ず
ENDARCHIVE コマンドを発行してください。

ESSCMD を使用している場合は、アーカイブ・プロセス

が完了してから次のプロセスが開始されるようにする
ため、スリープ・コマンドを追加する必要があります。
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13
1130203 - 1130613: その他の

メッセージ

表 13 にその他のエラー・メッセージと情報メッセージを示します。

表 13 その他のメッセージ 1130203 - 1130613

メッセージ
番号

メッセージ 考えられ
る原因

考えられる解決策

1130203

関連トピッ
ク

1006006

1006010

1006015

1006023

Essbase でメモ

リーを割り当
てることがで
きません。

 問題を解決するには、次の提案のいずれかを試みてください。
問題を解決した後、データベースが破損していないかどうかを
確認します(156 ページの「データベース破損の確認」を参照し

てください)。

l サーバー・コンピュータ上の物理メモリーを確認します。
Windows 環境の場合、1 つのデータベースに推奨される 小

メモリーは 64 MB です。UNIX 環境の場合、1 つのデータベー

スに推奨される 小メモリーは 128 MB です。引き続きエラー

が発生する場合は、サーバー・コンピュータにより多くのメ
モリーを追加します。

l UNIX コンピュータの場合、ユーザー制限プロファイルを確認

します(157 ページの「ユーザー制限プロファイルの確認」

を参照してください)。

l データベースのブロック・サイズを確認します。必要に応じ
て、ブロック・サイズを小さくします。

l データ・キャッシュとデータ・ファイル・キャッシュの設定
を確認します。必要に応じて、データ・キャッシュとデー
タ・ファイル・キャッシュのサイズを小さくします。

l Essbase コンピュータに十分なリソースがあることを確認し

ます。システム要件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストール概要』を確認して

ください。リレーショナル・データベースなどのリソース集
中型のアプリケーションを同じコンピュータで実行している
場合、そのリソース集中型のアプリケーションが Essbase に

必要なリソースを使用している可能性があります。
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メッセージ
番号

メッセージ 考えられ
る原因

考えられる解決策

1130404

関連トピッ
ク

1042006

1042017

操作の実行中
に Essbase がタ

イム・アウト
になりました。

 初に、このメッセージの直前に表示されたメッセージを確認
して他の問題がないかどうかを確認します。その後、次のこと
を試みてください:

l NETDELAY と NETRETRYCOUNT の値を増やします(158 ページの

「NETDELAY および NETRETRYCOUNT の設定」を参照してくださ

い)。

l Essbase サーバーを停止して再起動します。

l データベースが破損しているかどうかを確認します(156 ペー

ジの「データベース破損の確認」を参照してください)。

l タイトル・バーの「X」をクリックして Essbase サーバーの

ウィンドウを閉じないでください。

l Essbase コンピュータに十分なリソースがあることを確認し

ます。システム要件については『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System インストール概要』を確認して

ください。リレーショナル・データベースなどのリソース集
中型のアプリケーションを同じコンピュータで実行している
場合、そのリソース集中型のアプリケーションが Essbase に

必要なリソースを使用している可能性があります。

l 再度 REGISTER.EXEを実行して、ポートがアクティブ化され

ていることを確認します。『Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management System インストールおよび構成ガイド』を確認し

てください。

1130409 これは内部エ
ラーです。

 Oracle サポートに連絡してください。

1130410 これは内部エ
ラーです。

 Oracle サポートに連絡してください。

1130610

関連トピッ
ク

1003022

Essbase でファ

イルを開けま
せん。

ESSCMD
IMPORT コ
マンドを
正しく使
用してい
ることを
確認しま
す。

ESSCMD スクリプトで必要とされるすべてのファイルを

ARBORPATH/app/appName/databaseNameディレクトリに保管し
ます。

ARBORPATH/app/appName/databaseNameディレクトリから
ESSCMD スクリプトを実行します。

ESSCMD スクリプトに無効なパスがないか確認します。スクリプ

トが指しているすべてのフォルダが存在していることを確認し
ます。

エラー・ファイルを使用している場合は、エラー・ファイルが
存在するディレクトリで作成されていることを確認します。

1130612 Essbase でファ

イルを閉じら
れませんでし
た。

 Essbase サーバーを停止して再起動します。

1130613

関連トピッ
ク

1003022

Essbase でファ

イルを読み取
れません。

 IMPORT コマンドなど、リモート・サーバー上のファイルにアク

セスする ESSCMD コマンドの構文を確認します。

ファイルが破損していないことを確認します。
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参照手順

この付録の内容

環境変数の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 155

データベース破損の確認. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 156

データベース破損の修復. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 156

バックアップを使用したデータベース・ファイルの置換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 157

ユーザー制限プロファイルの確認 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 157

NETDELAY および NETRETRYCOUNT の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

サーバー・タスクの終了. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

オブジェクトのロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

オペレーティング・システム権限の判別. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 159

環境変数の設定
次の環境変数が正しく設定されていることを確認します:

l ARBORPATH (PC および UNIX)

l ESSBASEPATH (PC および UNIX)

l PATH (PC および UNIX)

l LD_LIBRARY_PATH (UNIX のみ)

Essbase をデフォルトの場所にインストールしている場合、次の変数設定を使用し

ます:

l Windows:

            PATH=C:/Hyperion/products/Essbase/EssbaseServer/bin

ARBORPATH=C:/Hyperion/products/Essbase/EssbaseServer/app

ESSBASEPATH=C:/Hyperion/products/Essbase/EssbaseServer

         

l UNIX:

            path=/home/hyperion/products/essbase/essbaseserver/binARBORPATH=/home/

hyperion/products/essbase/essbaseserver/appESSBASEPATH=/home/hyperion/products/

essbase/essbaseserverLD_LIBRARY_PATH=$ARBORPATH/bin:$ARBORPATH/dlls:$ARBORPATH/

api/lib 

arbormsgpath=/home/hyperion/essbase/bin
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他の環境変数については、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management

System インストール概要』を参照してください。

データベース破損の確認

ä データベースが破損しているかどうかを確認するには、次の手順を実行しま

す:

1 ESSCMD で VALIDATE コマンドを発行します。

2 VALIDATE コマンドでエラーが発生した場合、破損しているデータベースを修復し

ます(156 ページの「データベース破損の修復」を参照してください)。

3 VALIDATE コマンドにエラーがない場合は、アプリケーション・ログに無効なブロッ

ク・ヘッダーと AVL-Tree エラーがないかを確認します。

4 アプリケーション・ログに無効なブロック・ヘッダーまたは AVL-Tree エラーがあ

る場合は、データベースは破損しています。破損しているデータベースを修復し

ます(156 ページの「データベース破損の修復」を参照してください)。

5 無効なブロック・ヘッダーも AVL-Tree エラーもない場合は、データベースは破損

していません。データベースをバックアップします。

データベース破損の修復

ä 破損しているデータベースを修復するには、次の手順を実行します:

1 データベースを消去します。

2 バックアップから再ロードします。

3 データを再計算します。

4 ESSCMD で VALIDATE コマンドを発行します。

ä それでもデータベースが修復されない場合は、次の手順を実行してください:

1 Essbase サーバーを停止します。

2 次のファイルを削除します:

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.esm

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.ind

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.tct

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/essXXXXX.ind

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/essXXXXX.pag

3 次の一時ファイルが存在する場合は、そのファイルを削除します:

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.esn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.inn
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l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.otm

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.otn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/databaseName.tcu

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/essXXXXX.inn

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/essXXXXX.pan

l ARBORPATH/app/appName/databaseName/essXXXXX.tmp

4 新規アプリケーションとデータベースを作成します。

5 バックアップから再ロードします。

6 新規データベースを再計算します。

7 Essbase サーバーを再起動します。

バックアップを使用したデータベース・ファ
イルの置換

ä データベース・ファイルをバックアップで置き換えるには、次の手順を実行

します:

1 Essbase サーバーを停止します。

2 databaseName.dbを databaseNamedb.oldに、databaseName.dbbを

databaseName.dbに名前変更します。

3 Essbase サーバーを再起動します。

ユーザー制限プロファイルの確認
UNIX コンピュータで Korn シェルを使用している場合は、ulimit -aコマンドを

使用してユーザー制限プロファイルを確認します。別のシェルを使用している場

合は、man limitまたは man ulimitを入力して、limitコマンドのフラグを確

認します。

l ulimit -d unlimitedコマンドを使用して、データを unlimited に設定しま

す。

l ulimit -v unlimitedコマンドを使用して、仮想メモリーを unlimited に設定

します。

l ulimit -n 1024コマンドを使用して、ファイル記述子の制限値を少なくとも

1024 に設定します。可能な場合、ファイル記述子の制限値を unlimited に設定

します。

l これらのステートメントを.profileまたは.cshrcファイルに追加します。

バックアップを使用したデータベース・ファイルの置換 157



NETDELAY および NETRETRYCOUNT の設定
NETDELAY および NETRETRYCOUNT の値を増やすと、ネットワークに関する問

題が解決することがあります。

ä NETDELAY および NETRETRYCOUNT を設定するには、次の手順を実行しま

す。

1 サーバー・コンピュータとクライアント・コンピュータ上に ESSBASEPATH/bin/

essbase.cfgが存在しない場合、テキスト・エディタを使用してそのファイルを

作成します。

2 サーバー・コンピュータとクライアント・コンピュータ上の ESSBASEPATH/bin/

essbase.cfgファイルで、NETDELAY を少なくとも 800 に設定します。

3 サーバー・コンピュータとクライアント・コンピュータ上の ESSBASEPATH/bin/

essbase.cfgファイルで、NETRETRYCOUNT を少なくとも 1000 に設定します。

4 Essbase サーバーを停止して再起動します。

サーバー・タスクの終了
標準の方法で Essbase サーバーを停止できない場合:

l Windows- タスク・マネージャを使用して、Essbase サーバー・タスクを終了し

ます。Windows のドキュメンテーションを参照してください。

l UNIX- 次のコマンドを使用して、ESSSVR プロセスを確認します:

            ps -ef |grep ESS

         

次のコマンドを使用して、プロセスを強制終了します:

            kill -9 

            process id

         

オペレーティング・システムのドキュメンテーションを参照してください。

サーバー・タスクを終了した後、異常シャットダウンのための手順を実行します。

オブジェクトのロック解除
ユーザーは、オブジェクト上でなんらかの操作を実行する間、そのオブジェクト

をロックします。

必要とするオブジェクトがロックされている場合は、次の手順を実行してみてく

ださい。

1. ユーザーの要求が正常に終了するまで待ちます。

2. 要求を実行しているユーザーを確認します。必要に応じて、その要求を終了

します。
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3. オブジェクトをロックしているユーザーを確認します。必要に応じて、クラ

イアントでそのオブジェクトのロックを解除します。

4. それでも問題が解決しない場合は、次の手順に従って、サーバーでオブジェ

クトのロックを解除します。

1. エージェント・ウィンドウで、DUMP コマンドを使用してロックされてい

るオブジェクトのリストを取得します。UNIX プラットフォームでは、フォ

アグラウンドで Essbase を実行する必要があります。

2. DUMP コマンドによって生成されたテキスト・ファイルを開きます。ロッ

クに関する情報は、ファイルの最後のロック済オブジェクトのセクション

にあります。

3. 現在使用されていないオブジェクトのロックを解除します。

5. それでもオブジェクトがロックされたままである場合は、Essbase サーバーを

停止して再起動します。

オペレーティング・システム権限の判別
Essbase Agent には、エージェントを起動するユーザーの権限に関係なく、エージェ

ントを実行するための正しいオペレーティング・システム権限が割り当てられて

いる必要があります。

エージェントに正しい権限が割り当てられていない場合は、オペレーティング・

システムを使用して権限を変更するか、または正しい権限を使用して Essbase を再

インストールします。

UNIX:

Essbase を UNIX コンピュータで実行している場合は、エージェントは ESSSVR プ

ロセスとして動作します。ESSSVR プロセスには root 権限が必要です。

ä 権限を確認するには、ESSBASEPATH/binディレクトリで ls -l ESSBASE

を入力します。

ファイルには、次の読取り、書込みおよび実行の各権限がなければなりません:

         159749 -rwxr-xr-x   1 essbase staff     730168 Aug 31 05:06 ESSBASE

      

Windows:

Oracle Essbase を Windows コンピュータにインストールしている場合、エージェン

トは essbase.exeプロセスとして動作します。このプロセスには管理者権限が必

要です。

ä 権限を確認するには、次の手順を実行します:

1 ESSBASEPATH/binで、essbase.exeを選択して右クリックし、「プロパティ」を

選択して「essbase.exe」ダイアログ・ボックスを開きます。

2 「essbase.exe」ダイアログ・ボックスで、「セキュリティ」をクリックします。
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3 「セキュリティ」で、「詳細設定」をクリックして、「アクセス制御設定」を開きま

す。

4 「アクセス制御設定」で、「所有者」をクリックします。

5 「所有者」が「管理者」に設定されていることを確認します。
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